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プロローグ





　乗り継ぎも含めて、新幹線を使えば東京まで一時間弱のベッドタウン、御み堂どう市。

　取り立てて特徴も少ない、穏やかなありふれた街。そんな街の地下深くに、世界征服を目もく論ろむ悪の秘密結社『デーモンテイル』の秘密基地がある。もっとも、そのせいで『デーモンテイルが出る街』として一躍有名になってしまったわけだけど。

　今日もその悪の巣そう窟くつでは、次の活動についてのミーティングが粛しゆく々しゆくと行われていた。

「では、次の世界征服作戦ですが！　今度は河か川せん敷じきの市民広場を占拠して、わたくしたちデーモンテイルの支配下に置こうと思います！」

　洞どう窟くつを模した大広間の円卓に着いた面々を見渡して、高らかにそう宣言したのは、長い綺き麗れいな髪を左右でお団子にまとめた総帥閣下だった。結った髪ももちろんそうだけど、お団子から尻尾しつぽみたいににょろんと流れた長い髪も艶つやがあってすごく美しい。

　彼女は、名前を久く喜き島しま千ち紗さという。

　秘密結社『デーモンテイル』を創設した人物の忘れ形見にして、僕を悪の道に引きずり込んだ張本人だ。相続した遺産は僕のような庶民には桁けたさえ想像できないほどで、かつグラビアアイドル顔負けのスタイルを誇るという超勝ち組娘。ただ、真面目まじめで優しくて困っている人を放ほうってはおけないという、肩書きにとって致命的な性質を持っている。

「……はあ？」

　議長を務める総帥、千ち紗さの決定に呆あきれ顔で首を傾かしげたのは、小学生かと見まごうコンパクトさの少女、片かた桐ぎりありすだった。今日も今日とて、髪を左右に分けて結んでいる。本人はツインテールだと言い張っているけど、僕に言わせれば長さが全然足りていない。百歩譲ってもウサギの尻尾しつぽがせいぜいだ。

　一応僕とは小学校以来の仲だけど、その関係は友達とか幼おさな馴な染じみというより天敵に近い気がする。日々蹴けられている身としては。

「千紗ポン、……じゃなくて、ボス。何言ってんの？」

「えっと、いつもの公園は、もうデーモンテイルの領土と言っても過言ではないと思うんです。ですので、今度は河か川せん敷じきの方まで行って、市民の皆さんの憩いこいのひとときを奪ってしまおうという、なんとも極悪非道な作戦なのです！」

　円卓に着いて好き勝手に拳けん銃じゆうの手入れをしたり新聞を読んだりしていた面々、総帥の千紗曰いわく『戦闘員』の人たちも一様にポカーンと呆あつ気けにとられている。

　学校帰りで制服姿の僕らと違って、全員が都市迷彩の軍服姿に目出し帽、さらにその上から赤いベースボールキャップという格好をした人たち。すなわちレッドキャップ隊、その一号から一〇号。



    

  
    
      



    

  
    
      　その部隊の隊長『リトル・レッドフード』をやっているありすも含めて、彼らは元々は敵対する組織の構成員だった。何でも、それぞれ特技の一つくらいは持っているらしい。ハッキングとかスリとか盗聴器の製作とか、ろくでもないものばっかりみたいだけど。そんな人たちも、色々と紆う余よ曲きよく折せつを経へて今ではデーモンテイルに雇われている。

「……ねえ竜りゆう太た。何か変なこと言ってるけど、あれでいいの？」

　ありすが、となりに座っていた僕に小さな声で訊きいてくる。読んでいた『遠とお野の物もの語がたり』から顔を上げて、僕は、

「いやあ、いつもあんな感じだよ。銀行強盗とか言い出さないだけマシな方かな」

　むしろ、どうせ市民の皆さんや遊びに来ていた子どもたちと親しん睦ぼくを深めて終わるであろう結果がありありと予測できる分、僕的には大賛成な作戦だ。

「なにそれ。銀行強盗って……あっ！　じゃあまさか、あんときアンタたちが銀行にいたのって……？」

　ありすが驚いてガタン、と立ち上がった。そして、僕と千ち紗さの顔を交互に見た。

　ありすが言っているのは、僕らデーモンテイルとありすたちレッドキャップ隊とが初めてやり合ったときのこと。結果として、僕らがありすたちの銀行強盗を阻そ止しする形になったわけだけど……。

「あの、片かた桐ぎりさん……？」

　急に立ち上がったありすに、千紗は不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげる。

「まさか、あのときアンタたちが銀行にいたのは、銀行強盗をやるためだったのかッ!?」

「あ、はい。そうですけど……それがどうかしましたか？」

　悪びれもせず、千紗が言った。

「なにぃーっ！　そのくせあたしたちには『犯罪だ』とか何とか説教たれてたのかっ！」

　ありすは、だん！　と円卓を叩たたいて声を荒らげた。

「えーっと……、まあ、もう過ぎたことはいいじゃないですか」

　えへへ、と千紗は笑ってごまかそうとする。

「よくないっつーの！」

「ま、とてもボスらしいんじゃないですか」

　英字新聞を読みながら、一〇号が苦笑した。この人は海外での生活が長かったとかで、英語のみならず色々な言葉が堪たん能のうなのだという。なんでも革命家をやっていたとか。いったいどんな仕事なんだろう……？

「隊長も今はデーモンテイルの一員、ボスの配下なんですから、多少の不平不満は呑のみ込むべきでしょう。雇用主や出資者は、たいがい無茶を仰おつしやるものですよ。むしろこのくらいの理不尽なら、可愛かわいいものだと思いますが」

　そりゃそうだ、とレッドキャップ隊の面々も笑い始める。

「匿かくまってもらった上に金までもらってるからなあ」

「俺おれたちが阿あ久く津つんところから逃げきれたのもボスのおかげだし」

「ま、贅ぜい沢たく言える立場じゃありませんわな」

　むー、とうなって、ありすは不機嫌そうに座り、獲物を探す肉食獣のような目で円卓に着いた僕やレッドキャップの隊員たちを睨ねめ回した。

「ところでさ、四号」

「は、はいっ！」

　不機嫌を引きずったままのありすが放った低い声に、びくっ、と四号は首を竦すくめた。その拍子に円卓の上に奇妙な鍵かぎを取り落としてしまう。

「それ、何？」

　八つ当たり気味のありすの視線は、円卓の鍵を鋭く捉とらえていた。

「いや、その……たいしたものじゃありませんぜ？」

『四号さんに監修してもらって私が作った万能キーです』

　どこからともなく、合成音じみた声が響いてくる。

　デーモンテイルを支える超技術の持ち主、ドクター・フォートレス。本名久く喜き島しま善ぜん治じ郎ろう、千ち紗さの祖父にして、人間の性能に絶望して自らを改造しこの基地と一体化してしまった困った博士だ。僕や千紗に人体改造を施した当人でもある。

　体に設置されたスイッチをオンにすることで、僕は大きな赤いドラゴンの『リンドヴルム』に、千紗は髪の毛を自在に操る『ラプンツェル』に変へん貌ぼうを遂げる。そういう体にされてしまったのだ。……千紗の意向で。

「万能キー？」

　鸚おう鵡む返がえしにありすが訊きいた。

『鍵穴の形状に合わせて形を変える可変型の鍵ですよ。電波で干渉することで、電子錠も開けることができるようになっています』

「……四号、それを何に使うつもり？」

「いや、その」

「ドクターも、何で言われるままにそんなものを作るかなあ」

　呆あきれた顔でありすが言う。

『お恥ずかしいことに、将棋で負けが込んでしまいまして』

　そりゃそうだ。ドクターの将棋は文字通り下へ手たの横好きだ。反重力何とかだの認識偏向フィールドだの、ムチャな発明を量産する超技術と頭脳を持ちながら、どうしてあんなに弱いのだろうか。

　ありすは大きな溜ため息をついた。そして円卓を囲むレッドキャップ隊の顔を順に睨にらみつつけて、

「アンタたちっ！　ドクターの将棋好きにかこつけて賭かけをすんなっ！」

　と強い口調で言い渡した。

「賭けるなら正々堂々、同じくらいの実力同士でやんなさい！」

　正論っぽくはあるけど、実はドクターに酷ひどいことを言ってない……？　っていうか、ドクターもよく賭けるよなあ。負けるのがわかっててさ。

　ありすは席を立って四号の近くまで歩み寄り、『万能キー』を手に取った。

「これは没収」

「そんな」

　四号が情けない声を出した。

「だいたい、アンタほとんどの鍵かぎは自前で開けちゃうでしょ。必要ないじゃん」

「いやいや、かかる時間とかが段違いで……」

「問答無用っ」

　さもありなん。四号はがっくりと肩を落とした。

「それはそうと、竜りゆう太た君の怪け我がは大丈夫なんですか？」

　英字新聞を畳みながら、一〇号が言った。

「我々が新しい動きを見せれば、当然当局も警戒するでしょう。万が一戦闘が、特に銃撃戦が始まるようなことになれば、デーモンテイルの主力はリンドヴルムです。怪我の具合によっては、作戦の内容にも影響が出るのでは？」

　千ち紗さが、そしてありすまで、少し心配そうな目を僕に向けてきた。いや、全員の視線が僕に集中している。

「あー、うん、大丈夫ですよ？　ちょっと前まではお風ふ呂ろに入るだけでも一苦労だったけど、今はもうほとんど痛みもないし」

　あははー、と頭を掻かきつつ笑ってみせた。事実、もう傷口もほとんど塞ふさがってしまっている。どういう回復力だろうね、自分の体ながら。おそるべし、改造人間。

　でも、それに対して千紗は、

「あ、あの、すみませんっ。言って下されば、その、お手伝いに伺ったんですけど……」

「はあ？　いや、お風呂入るのに、女の子に手伝いに来られても困るんだけど」

　顔を真っ赤にしているあたり、千紗もどういう状況になるかは想像できてるっぽい。だったら言わなきゃいいのに、と思う。

「い、いえ！　でも、あの、竜太さんをこんなことに引っ張り込んだのはわたくしですから！　ですから、その、責任は取らなければいけないと思うんですっ」

　なんだろう。大人おとなしい千紗にしては珍しく食い下がってくる。

「待った！」

　自分の席に戻ろうとしていたありすが慌てて言った。

「黙って聞いてれば好き勝手言って……だいたい、責任っていうなら爆弾を持ち込んだあたしにこそあるはずでしょ！　竜りゆう太たもさあ、言えばいいじゃん！　幼おさな馴な染じみが何かに困ってんなら、いつだって手ぐらい貸すんだから！　……そりゃまあ、お、お、お風ふ呂ろとかはどうかと思うけど……」

　勢いよく言い出したありすだったけど、最後の方なんか、もにょもにょと消え入りそうになっていた。竜りゆう頭とう蛇だ尾びもいいところだ。っていうか、頬ほおを紅潮させてまで何を張り合っているんだか。

「いや、だからね？　気持ちは嬉うれしいけど、来られても迷惑だから」

「何かさー、おいら、馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってきた」

　頬ほお杖づえをついて、六号が投なげ遣やり感たっぷりに言った。

「だなあ」

　と九号。

「っつーか、女の子がお風呂入るの手伝ってくれるってんなら、普通二つ返事でお願いするだろ。男なら」

「同感。ってか、そんなだから隊長の貧乳の魅力に気づかんのさ」

「だいたい、まどろっこしいんだよなあ。隊長もさあ、さっさと好……げふっ」

　バラした拳けん銃じゆうの手入れをしつつ言いかけた三号を、一瞬で間合いを詰めたありすが思いっきり蹴けりつけた。うわあ、アレは痛いぞ……。蹴られるのが日常茶飯事の僕が言うんだから間違いない。周囲で無駄口を叩たたいていた面々は一瞬にして押し黙る。

　さらに、ありすは椅い子すから転げ落ちた三号の胸ぐらを掴つかんで、

「口は災いのもと、って言葉は知ってんでしょ？」

「……す、すんません」

　そんなありすと三号のやりとりを眺めつつ、一〇号は苦笑を漏らした。そして僕に、

「若いですね。彼女たちも、君も。見ていて少し面おも映はゆい」

「はあ」

「しかし、それもこの平穏あってこそ、ですかね。普段当たり前に享受していると忘れがちになるものですが、平穏であるというのは幸福なことです」

「ですね」

　それはその通りだと思う。ちょっと前に、阿あ久く津つという男に散々平穏を脅おびやかされた人間としては。

「まあ、世を乱すべき悪の秘密結社の構成員が言うのもどうかとは思いますが」

「……たぶん、そのどうかと思う部分が、この組織の本質なんですよ」

　僕も苦笑しつつ、ものすごい実感を込めてそう言った。



    

  
    
      


第一章　二人目のお嬢様





　一学期も半分が過ぎると、クラスの中での人間関係もかなり固まってくる。そこかしこで仲の良いもの同士がグループをつくって、お喋しやべりに花を咲かせていた。

　僕の周囲ももちろんそうで、始業までの時間をいつもの面子めんつとの他た愛あいもない会話で潰つぶすのはもう日課のようになっている。

「そういえば、さっき、すっごいリムジンを見かけたんだが」

　クラス委員の高たか槻つきさんが言った。

　眼鏡めがねに三つ編みお下げという典型的な委員長スタイルながら、放っているオーラは完全に武道家のそれという、お約束を無視した御ご仁じんだ。姫ひめ乃のという可愛かわいらしい名前にもちょっと疑問を差し挟みたくなる。スレンダーさと健康美とを両立させた美人だけど、少し近寄りがたい感じ。ほんの二センチとはいえ僕より背が高いしね。いやまあ、そんなに怖い人じゃないことはもう知ってるんだけどさ。

「リムジン？」

「ああ。登校してくる途中にな。しかもこの学校の前でだ」

「千ち紗さポンのじゃなくて？」

　ありすがクリクリとした大きな目を千紗に向けて、問う。

「え？　いえ、違います」

　と、千紗はお団子から伸びた髪を揺らしつつ首を横に振った。

「わたくしは、姫ちゃんと一緒に電車通学ですから」

　金持ちぶらないところは、千紗の長所の一つだと思う。リムジンなんかきっとダース単位で買えるだろうに、電車通学とは。

「というかな、千紗の車だったらわざわざ話題に出さないと思わないか？　いやむしろ、仮にそうだったら毎日でも一緒に乗せてもらって登校するぞ、私は」

「あー、そっか。そだね」

　納得、という顔でありすがうなずいた。

　となると、当然、じゃあ誰だれ？　という流れに話は向かっていく。

「リムジンを気軽に使うような金持ちが、千紗の他ほかにこの学校にいるという話は聞いたことがないんだが」

　高槻さんが腕組みをして首を傾かしげた。

「そりゃそうでしょ。私立とはいっても、金持ちの子弟が集まるような校風でもないし」

　思わず苦笑してしまう。そもそも、千紗一人いることさえ、この学校としてはイレギュラーなことなのだ。

「じゃあ、転校生でも来んのかな？」

「でも、あの、転校生が来るなら、事前に説明があると思うんです」

　確かに千ち紗さの言う通り、そんな話は何一つ聞かされていない。

「うーん。転校生が来るクラス以外には説明なんてないんじゃないかな」

　と、僕も首を捻ひねった。

「仮に他ほかのクラスに説明がなかったとしても、噂うわさくらいは流れるだろう。部活でも委員会でも、そんな話は聞いていないぞ」

　この中では、部活にも委員会にも属している高たか槻つきさんは一番顔が広い。僕と千紗も図書委員ではあるけど、主な仕事は図書館でのカウンター当番で、それだって千紗と組んでやっているのだから、なかなか他のクラスや他の学年の知り合いは増えない。

「まあ、仮に転校生だとしたらなかなか剛ごう毅きなヤツだな。テロリストに狙ねらわれるような学校に好きこのんでやってくるんだから」

　高槻さんの言葉は、ちょっと笑えない。色々と事情を知っている僕らは揃そろって微妙な苦笑いを浮かべた。あの事件からおよそ一〇日。もう事件の痕こん跡せきは何も残っていない。しかし、事件の規模が規模なだけに、直後という表現をしてもさほど違和感はない。

　始業のチャイムが鳴った。

　先生が来る気配を察知して、クラスメイトたちが自分の席へと散っていく。もちろん、千紗やありす、高槻さんも。そんなありふれた光景を見ていると、学食のみとはいえ、この学校がテロリストに占拠されたというのがまるでウソのようだ。

　まあ、占拠した張本人も、素知らぬ顔でツインテールもどきを揺らしながら自分の席に向かっているわけだけど。

　がらり、とドアが開いて、担任の先生が入ってきた。

　松まつ田だ小こ桃ももという名の、若い女性の先生だ。セミロングの髪には一分も乱れはないし、ダークグレーのスーツもビシッと着こなしている。鼻の上に乗っけている、細いフレームの眼鏡めがねも教師っぽい。華美になりすぎず、清潔感もあり、実に教師らしい格好だ。

　……が、その身長はありすと五センチほどしか違わない。おまけに童顔なので、どうもあまり年上という気がしない。とはいえ、ウサギを思わせる大きな目が優しそうだったり、笑顔を絶やさなかったりするので、生徒からも父兄からも評判は上々らしい。

「起立、礼、着席」

　クラス委員の高槻さんが号令をかける。全員が座るなり、先生は「えーっと」と言いつつ出席簿を開いた。そして鼻が少し低いせいでよくずり落ちてくる眼鏡を直しながら、

「全員いますねー？　……よしよし、欠席者なし、っと。じゃあ、早速ですが、転校生を紹介しまーす」

　と宣のたまった。教室に満ちたざわめきから判断するに、僕らのみならずクラスの誰だれ一人として転校生が来ることを知らなかったらしい。

「はいはい、静かにー。急なことで説明してる暇がなかったの。仕方ないでしょー？」

　ちょっと拗すねたように、先生は言った。が、なかなかざわめきは収まらない。

「静かに静かにー！　さ、とにかく入っ……」

　しかし、先生が言い終わるのを待たず、勢いよくドアが開け放たれた。

「待ちくたびれましたわ」

　パサッと右手で背中の方へ跳ね上げられた栗くり色いろの髪が、まず目に飛び込んできた。長いその髪は、肩にかかったあたりからふんわりと波打っている。

　しかし、その派手な髪の毛に負けないくらい、彼女の目鼻立ちは整っていた。

　さらに、彼女はうっすらとメイクもしているようだった。原則、校則で化粧は禁止されている。だから、だろうか。他ほかの同級生たちより鮮やかに赤い彼女の唇は、何だかとても大人おとなびて見えた。

　で、さらに特筆すべきはその脚。スカートが短いせいもあるんだろうけど、えらく長く見える。上半身と下半身の比率や、ニーソックスからスカートまでの白い露出部分の長さが普通の人と違っている気がする。何という脚線美。

　態度にも表情にも、千ち紗さのような清せい楚そさというか、謙虚さのようなものは微み塵じんもなかった。が、千紗にはない自信に満ちあふれた、堂々としたお嬢様の姿がそこにあった。

　転校生はツカツカと教室に足を踏み入れ、先生の真ん前まで来て僕らの方へと向き直った。歩き方から向き直る仕草まで、動作のすべてが芝居がかっているというか、何とも大げさだった。歩き方なんか、モデルかよ！　とツッコミたくなるくらい。ただ、彼女の容姿でやると、その動作が映えるのもまた事実だった。

　そして彼女は先生が背後に隠れてしまったことを意にも介さず、

「この街にはドラゴンがいるそうですわね。何でも、この学校にもやってきて大活躍したとか。その詳細を知っている方はいらっしゃって？」

　とクラス全体を睥へい睨げいしつつ言ったのだった。

「あのー、龍りゆう造ぞう寺じさん？　まずは自己紹介を……」

　転校生は背後から先生がかけた声を遮さえぎって、

「いいえ！　そんなことより、ドラゴンの方が重要ですわ！　わたくしはこの街にドラゴンを捜しに、ペットにするために来たのですから！」

　そんなことって。僕だけじゃなくて、クラスの全員が唖あ然ぜんとしている。

「ああ、そうですわ。先生、わたくしの名前を黒板に書いておいて下さいな。それで自己紹介は充分でしょう？」

「はあ？　ちょっとぉ、龍造寺さん……」

　しかし転校生は先生の言葉に耳も貸さず、

「さ、どなたかいらっしゃいませんの？　……個人的には蛇のように胴の長い東洋の竜の方が好みですけど、この際贅ぜい沢たくは言っていられませんものね。ああ、わたくしってなんて謙虚なのかしら」

　どこか近くの席から、「美人なのになあ……」という残念そうな呟つぶやきが聞こえた。まあ、気持ちはわかるよ。これだけ人の話を聞かない人間とは、あまり関かかわりたくない。振り回されることが目に見えているから。

「龍りゆう造ぞう寺じさん！　いい加減にしなさいッ！」

　先生が声を荒らげた。語尾の間延び感が消えているのは本気で怒っている証拠か。そもそも、温厚なこの先生が怒鳴ること自体珍しい。

「どうして自己紹介くらい普通にできないんですか！」

　しかし転校生は悪びれた様子もなく、鞄かばんから何かを取り出した。お弁当箱より一回り大きいくらいのそれは、どう見ても菓子折にしか見えない。

「まあまあ、先生。これをどうぞ」

　と、それを先生に差し出している。

「それに、その格好は何ですか！　髪の染色もお化粧も校則で禁止されているって事前にあれほど……あら？　これはなあに？」

「ご存じ『オトギーランド』でお土産みやげ人気ナンバーワン商品、『狐こ太た郎ろうの人形焼き（十二個入り）』ですわ。お近づきの印に」



    

  
    
      



    

  
    
      　オトギーランドとは、一人勝ちと言われて久しい超巨大テーマパークの名称だ。

　その名の通り日本のおとぎ話や民話をモチーフにしたつくりになっていて、子どもから大人おとなまで楽しめるとリピーターが後を絶たないのだとか。おまけに外国人客からもエキゾチックだとえらく受けがいいらしい。とにかく、日本人ならその名を知らない者はいないくらいにメジャーな遊園地だ。ちなみに商品名にある狐こ太た郎ろうというのは、メインキャラクターの化けギツネの名前なのだとか。

「あら。……まあ、どうせ一言二言で人間性なんか伝わらないしー、確かに自己紹介なんか名前を黒板に書いておけば充分よね。髪の毛が何色だって勉強はできるし？」

　嬉うれしそうに菓子折を受け取って、先生はあっさりと意見を翻ひるがえしてしまった。そしていそいそと黒板に向かい、大きく『龍りゆう造ぞう寺じ八や都と子こ』と転校生のものと思おぼしき名前を書いた。書き終わって、満面の笑みを浮かべてくるり。

「転校生の龍造寺八都子さんです。みんな、仲良くするようにねー！」

　……。

　買収されてるーッ!?

「でも、先生、和菓子よりガッツリ甘い洋菓子の方が好みだわ！」

　そして露骨に次のを要求してるーッ!?

「では、次はカスタードクリーム入りのバージョンを持って参りますわ」

「……。教育者がそれでいいのか……」

　思わず漏らすと、

「まあ、小こ桃ももちゃんだしなあ」

　と近くの席のクラスメイトたちが苦笑していた。

「小桃ちゃん、甘いものに目がないから」

「だよな。俺おれもこないだ、没収されたゲーム機、プリンで返してもらったぜ」

「有名店のケーキ持ってけば補習も見逃してくれるって噂うわさ、ホントかなあ？」

「あはは、ありそー」

「ま、いんじゃね？　小桃ちゃん、そういうところも可愛かわいいし」

　完全になめられてますよ、先生。いいんですか。

「はいはい、静かにー！　龍造寺さんの席はあそこです。高たか槻つきさん」

　先生に名前を呼ばれて、高槻さんが「はい」と立ち上がった。

「彼女がうちのクラスの委員長ですからー、何かあったら彼女に訊きいて下さい。高槻さん、お願いしますよー？　不慣れなうちは面倒を見てあげてねー」

　迷惑そうな顔をしながらも、高槻さんは「はい」と返事をした。

　何だかなあ。それに、彼女が言ってたドラゴンってのも引っかかるし。何だかイヤな予感がするのは僕だけだろうか。



　休み時間に入っても、龍りゆう造ぞう寺じさんに話しかける者はいなかった。ただ、動向を窺うかがっている気配だけはそこここから感じられたけど。美人の転校生がやってきたというのに静かなものだ。あるいは、リンドヴルムをペットに、などと言い出したのも反感の原因かもしれない。例の一件以来、この学校でもデーモンテイルの人気は急速に高まりつつあるのだ。まあ、僕が自分で言うのも何だけど。

　そんなこんなで昼休みになっても、龍造寺さんは一人ぽつんと席に座っていた。

　高たか槻つきさんはまるで「しょうがないなあ」と書いてあるような表情で彼女の席へと歩み寄り、一言二言話して、僕らのところへと二人で戻ってきた。

　で、龍造寺さんは一切凹へこんだ様子もなく、口を開くなり、

「このクラスは皆さんシャイでいらっしゃいますのね。まあ、この美び貌ぼうを前にしては、食事に誘うのも躊ちゆう躇ちよしてしまうのは仕方ありませんけれど！」

　バサッ、と栗くり色いろの長い髪を背中の方へと払って言うのだった。

　躊躇の理由は美貌ではなく、そういうことを平気で言っちゃうところだと思います。

「……まず、先に謝った方がいいか？」

　難しい顔で、高槻さんが腕を組む。言外の意図を読むに、つまり、「面倒を見ろと言われた手前、孤立させてもおけないので連れてきたが、いきなりこの調子だ。もしかしたら今後も色々あるかもしれないが、許せ」くらいの感じか。

　強引な会議の仕切り方から『暴君』などともあだ名される高槻さんだけど、責任感とか頼りがいという意味では適任なのかもしれない。会って間もない頃ころに『似え非せ委員長』などと心の中で呼んでいたわけだけど、見当違いだったかな。

「あの……謝るって、何がですか？」

　まず、千ち紗さが高槻さんの言葉に素で首を傾かしげた。

「ま、しょうがないじゃん？　確かに放ほうっておくわけにもいかないし」

　と、ありすも苦笑して言った。

「フォローしきる自信はないけどね」

　最後に、僕もそう答えた。

「すまない。というわけで、メシだ。話は食べながらにしよう」

　というわけで、学食へ。

　広い学食は、すでに先の事件で割れたガラスも修復されて元通りになっている。

　その学食で開く昼食持参組のお弁当はいつもと同様。千紗は見た目はまったく普通に上品な激げき辛から弁当、ありすは白飯オンリーのホワイト弁当。

　そして僕は日替わりＡセットのエビチリ定食に単品の筑ちく前ぜん煮にを追加して、ありすにおかずを分配する小皿も借りていく。高たか槻つきさんはＢセットの担たん々たん麺めんアンド半ライスに、なぜか大盛りの親子丼を追加している。……恐るべき食欲。龍りゆう造ぞう寺じさんは意外と質素にグリーンサラダのみ。もしかしてダイエット中だったり？　その必要があるとは思えないけど。

　で、全員がお昼ご飯を前にして食事が始まるなり、高槻さんは龍造寺さんに、

「さて、改めて。ここにいるのが私が教室で連つるんでいる面々だ。基本的にどいつもこいつも人が好よいから安心してほしい。というか、こいつらに見限られるようでは、今後の人生でも友達をつくることは諦あきらめた方がいいとさえ思う」

　えー。その紹介の仕方はどうだろう、と思うんですが。

「ちなみに、たった四人のグループなのに、中間試験では三人もが上位五〇人に名を連つらねている秀才集団でもある」

　我が校では、試験の結果は上位五〇人までが掲示板に張り出されることになっているのだ。その五〇位以内に入るということが校内では一つのステータスになる。

「それは、残念でしたわね」

　龍造寺さんは同情的な目をありすに向けた。

「どういう意味だっ！」

「あら。一人だけ五〇位に入れなかったのは貴女あなたではありませんの？」

　ありすの今にも噛かみつきそうな剣幕を受け流して、龍造寺さんは食べるでもなくサラダをフォークでつついたりしている。

「だから、なんで根拠もなしにあたしだと思うんだっ！」

「そりゃ、普段の落ち着きのなさが……あいたッ！」

　言い終わる前に足を踏みつけられた。となりというのは位置が悪い。わけた分以外にもおかずを持っていかれたりするし。

「その子は片かた桐ぎりありす、ダントツで学年トップだった」

　高槻さんが盛大に口の中に入れた麺を呑のみ込んで、そう説明する。この武闘派委員長は、喋しやべりながらも食べる速度をまったく落とさない。何という咀そ嚼しやく力、恐るべし。

「ええっ？　まさか」

　龍造寺さんが驚いている。もちろん、高槻さんの食欲にではなく、ありすの成績に。

「まさかって……どんだけ失礼なんだ、アンタはッ！」

　しかし、龍造寺さんはありすの抗議をスルーして、

「じゃあ、貴女ですわね！」

　と手にしたフォークで千ち紗さを指さした。

「間違いありませんわ。貴女、トロそうですし」

「あ、えっと、いいえ。残念ながら、違います。ぎりぎり五〇位でしたけど……」

　お弁当から黒豆を箸はしでつまんだまま、千紗は優しく微笑ほほえんだ。……ところで、あの黒豆も激げき辛からなのだろうか。いや、知らない方が幸せかもしれないけど。

「……千ち紗さポン、なんで怒んないの？　怒ってもいいところだよ？」

　不ふ思し議ぎそうに言ったありすの言葉に、千紗は「はあ」とか曖あい昧まいな返事をしている。

「その子は久く喜き島しま千紗ね。まあ、確かにあんまり要領はよくないけど、根が真面目まじめだから」

　委員長にそう言われて、龍りゆう造ぞう寺じさんは僕の方へと視線を向けた。

「貴方あなた……は、でも、勉強はできそうですわね……」

「はは、正解だ。そいつは二三位だった。五〇位に入っていないのは私だよ」

　委員長が笑って言った。すでに担たん々たん麺めんのスープを飲み干され、親子丼も残るところ三分の一となっている。え？　半ライス？　残ってるわけないでしょ。

「え？　でも、委員長でいらっしゃるのでしょう？」

「別に、クラス委員の仕事は成績でやるわけじゃないだろう」

「でも、姫ちゃんはスポーツ特待生ですから、運動神経はすごいんですよ？」

　実際、空手以外にも、体育ではどんな競技もかなりのレベルでこなしているらしい。体育の授業は男女別々だから、僕は直接見てないけど。運動神経がいい人は何だって上う手まくやれる、ということだろうか。

「その分、成績は悲惨だがな。中間の結果も、顧問にまで『なんだその体ていたらくは！　我が部のモットーは文武両道だ！』とか怒鳴られてしまった。それに、運動なら片かた桐ぎりさんだって優秀なんだから、ことさら言うほどでもない」

　自じ嘲ちよう気味に言って、高たか槻つきさんは、

「で、二三位のそいつは赤あか尾お竜りゆう太た。紅一点……じゃないか。男の場合は何だ？　黒一点か？」

「緑一点、かな」

　首を傾かしげた高槻さんに、手にしていた茶ちや碗わんを置いて、僕は言った。

「もともと紅一点っていう言葉は、漢詩から生まれた言葉なんだ。緑の草が生い茂っている中に、ザクロの赤い花が一輪だけ咲いていた、とかそんな情景を詩にしたのが転じてできた言葉だったはずだよ。だから、素直に裏返せば緑一点が正しいと思う」

「ま、こういうヤツだ」

　高槻さんが肩を竦すくめる。

「活字中毒というか、読書オタクというか。こと国語系に関しては、学年トップの片桐さんよりできるという話だ」

　それは過大評価だと思うけど……。さておき、龍造寺さんは大仰にうなずいて、

「つまり、この一団がこのクラスにおける権力中枢ということですわね」

「何でそうなんのよ。……アンタ、話聞いてた？」

「あら、だって、委員長がいて、勉強ができる人が集まっていて、運動ができる人もいるのでしょう？　これがクラスの中核でなくてなんですの？」

　なるほど、そういう考え方もできるか。

　ただ、中核なのは高たか槻つきさんとありすだと思う。僕は得意科目が偏っているし、運動だって苦手だ。千ち紗さも、もう可哀かわい相そうなくらいの運動音痴だったりする。ラプンツェル状態では機敏に動いている印象が強いけど、平時はもう目も当てられない。どのくらいかというと、バスケのドリブルが五回と続かないくらい。

「わかりますわよ？　そういうエリート集団だからこそ、わたくしを引き入れたいというわけですのね。その着眼点、なかなかですわ」

　自分の中で何を納得したのか、うんうんとうなずきながら龍りゆう造ぞう寺じさんが言った。

「いや、誰だれもそんなこと言ってないし」

　かなり呆あきれ気味に、ありすがツッコミを入れる。しかし、

「あら、隠さなくてもよろしくてよ？　利用されるというのは少々不愉快ですけど、これも優れた者の宿命ですもの。思惑に乗って差し上げますわ」

　通じている様子がまったくない。

「……まあ、いいんじゃないのか？　この際それで」

　諦あきらめたように高槻さんが笑った。そう納得するしかない、の間違いじゃないですか。

「あの、わたくしたちのことはそのくらいにして、今度は龍造寺さんのことを聞かせてもらえませんか？」

　にっこりと千紗が龍造寺さんに微笑ほほえみかけた。余計なことを、と思ったのはたぶん僕だけじゃないはず。でも、千紗がそう言ってしまった以上は乗っかっていくしかない。

「……そうだね。まあ、成績のことはいいから、前の学校のこととか」

「だな。やはり東京に住んでいたのか？　先生に渡していたお菓子はオトギーランドのものだったし、気軽に遊びに行けるところとか」

「ええ、東京は東京ですけど……オトギーランドには遊びに行ったのではありませんわ」

「というと？」

　高槻さんが訊きくと、

「経営しておりますの」

「はあ？」と高槻さんが、らしからぬ間抜けな声を上げた。

「え!?　マジで？　じゃあ、ヤトちゃんって社長令嬢なの!?」

　僕の皿から最後のエビを奪おうとしていたありすも素すっ頓とん狂きような声を上げる。確かにびっくりだ。龍造寺さんの言葉はもちろん、おかずハンターありすの容よう赦しやのなさにも。

「ヤトちゃん……ですって？」

　眉まゆをひそめた龍造寺さんは、むしろその呼び方に何かを感じたようだったけど。

「いいじゃないですか。あの、とても可愛かわいらしいニックネームだと思います。龍造寺さん、というよりはずっと呼びやすいですし」

「気安いですわね。……まあ、わたくしは寛大ですから、特別に許して差し上げますけど」

「それはどうもー、光栄でございますー」

　皮肉たっぷりな口調で、ありすが言う。もちろん、その皮肉が通じた気配は皆無だが。

「それに、社長令嬢というのは違いますわ。わたくしはオトギーランド・コーポレーションの代表取締役ですもの」

　数瞬の沈黙。

「は？　いや、だって、ヤトちゃん高校生じゃん」

「働きながら高校に通ってはいけないという決まりがあって？」

「……基本的に、うちの学校の校則では禁止されてるけどね。あー、でも、バイトじゃなければいいのかなあ？」

　僕がそう首を傾かしげると、

「いやいや、待て、赤あか尾お。まず代表取締役とかが冗談なんじゃないか、と疑うところから入るべきだろう？」

　高たか槻つきさんに至極もっともなツッコミを入れられてしまった。

「あー、そうか。でもさあ、千ち紗さみたいな例を知ってれば、そういうこともあるかなって思っちゃうんだよねぇ」

　特に、裏の顔を知っていれば。

　だって、世界征服を目もく論ろむ悪の秘密結社の総帥ですよ？　それに比べたら代表取締役なんて、全然たいしたことないじゃないですか。

「あはは、あたしもそう思うなー」

　同じ思いなのだろう、ありすもそう言って笑った。

「そんなことより」

　龍りゆう造ぞう寺じさんが拳こぶしを握りしめて、強く言った。大きく話題を変える気か。

「重要なのは、ドラゴンですわ！」

　はは、やっぱり。そして、ついに来たかその話題。

「確か、リンドヴルムとかいいましたわよね？　あのドラゴン、この学校にも来たのでしょう？　そのときの様子を教えて下さいな」

「教えてって言われてもねえ。あたしたちだって、特別何か知ってるワケじゃないし」

　ありすがすっとぼけつつ、奪っていった最後のエビを口の中に放ほうり込んだ。おのれ。

「ってか、何でそんなにドラゴンにこだわんのよ？」

「あら、貴女あなたはドラゴンにロマンを感じませんの？　ああ、あの雄お々おしい佇たたずまい、大空を飛ぶ勇壮さ。東洋の竜ほどの神々しさはありませんけれど、それでも充分に美しい生物ではなくて？　そして、そのドラゴンを従えるわたくし……。ああ……なんて素敵……」

　両手を頬ほおに添えて、大きな瞳ひとみを少女漫画のようにキラキラさせつつ虚空を見つめて、龍りゆう造ぞう寺じさんはうっとりしながら言った。……そんなに好きなんですか。

「美しい……かなぁ……？」

　ありすは首を捻ひねっている。

「生物っていうのもねえ。改造人間って話だし」

　エビを奪われてしまったので、仕方なく残った一口分のご飯を味み噌そ汁しるで流し込んで、僕も思わず苦笑い。

「些さ細さいなことですわ」

　あー、そうですか。

「えっと、あの、姫ちゃんは何回か直接見ているんですよね？」

　千ち紗さは困ったような顔で、箸はし先を口に当てつつ、苦し紛れっぽさ丸出しで高たか槻つきさんに話を振った。

「うーん、まあ、見たといっても野次馬の一人だからな。観察したわけでもないし、遠目だったし……。むしろ赤あか尾おの方が詳しいんじゃないのか？　テレビなんかで相当チェックしていただろう？」

「えっ？」

　おいおい、巡り巡ってこっちに来るか。

「そうなんですの？」

　と、龍りゆう造ぞう寺じさんはサラダをつつきながら興味津しん々しんの目を僕に向けた。

「いや、その……それほどでもないけど……、さ、最近は公園とかでゴミ拾いをしてるみたいだよ？　ご近所の人たちとかも一緒にやってるみたいだから、それをやってる場所さえわかれば、もしかしたら会えるかも……」

「まあ！　本当に？」

「いや、保証はできないけど……」

　千紗とありすが、そんなこと言っちゃっていいの？　という目をしている。僕だって言いたくないけど、もう次の作戦に移行するのだから、もう重要な情報じゃない。

　しかし、龍造寺さんは満足げにうなずいて、

「貴方あなた、なかなか役に立ちそうですわね。その調子でわたくしの役に立つのなら、目をかけてあげてもよくってよ？　何でしたらデートの一度くらいは……」

「あっ、そ、そろそろお昼休みが終わるよねっ！　次は英語だっけ！」

　慌ててお弁当箱をしまいつつ、ありすはわざとらしく龍造寺さんの腕を引っ張った。

「そ、そうですよねっ。あの、ヤトさんも、早く準備をした方がいいですっ」

　千紗までがありすに同調して、らしからぬ速さでお弁当箱を片づけた。

「な、何ですの!?　ちょ、は、放しなさい！」

　しかし、龍造寺さんは二人に連行されていってしまった。

「ふうむ。つまり、共通の敵が現れれば手を組むこともありうる、ということか」

　ロダンの考える人よろしくアゴに手を添えて、高たか槻つきさんが呟つぶやいた。

「え？　何が？」

「いや、何でもない」

　そう答えて、高槻さんは不敵にほくそ笑んだ。



　　　＊



　デーモンテイルに雇われることになって経済的には楽になったはずのありすだけど、今なおアルバイトは続けているのだという。急にバイトを全部やめるのは不自然だ、ということと、そもそも必要以上のお金を受け取りたくないというありすの意向もあるのだとか。それで、色々と受給額も調整されているらしい。まあ、それ以前に、ありすが働くことが好きだってのもあるみたいだけど。

　それでも、今まで週七日ぎっちり入れていたバイトも半分以下の週三日に減っているので、フリーになった時間はデーモンテイルの活動に充あてられるようになった。

　というわけで、放課後は全員揃そろってデーモンテイルの世界征服活動を行うべく、基地から河か川せん敷じきの市民広場へと飛び立った。もちろん変身して。

　変身した僕は、コウモリのような翼を持つ真っ赤なドラゴンの姿に変わる。同様に変身した千ち紗さ……ラプンツェルは、ドラゴン姿の僕の背に乗り、僕の首にピンク色の髪の毛を巻きつけて手綱のように握っている。

　ラプンツェルはその髪を伸ばしたり動かしたり、自在に操ることができる。さらには身体能力も強化されていて、普段の運動音痴はどこへやら、僕の……というか、リンドヴルムの大きな体にひらりと飛び乗ったりできるくらいには身が軽くなっている。

　まあ、しかしそんなことより、僕にとって嬉うれしいのはその衣装。

　頭の上のティアラとか、お尻しりから生えた矢印のような悪魔の尻尾しつぽとかも可愛かわいらしいけれど、特筆すべきはワンピースタイプの水着を連想させるそのコスチュームだ。胸元からお腹なかにかけてざっくりと大胆に開いているデザインなので、つまり、スタイル抜群の千紗のプロポーションを存分に堪たん能のうできるのだ。特に衣装で強調されタトゥーで彩られたその胸元は、百万ドルの夜景にも負けない絶景だと断言できる！

　いやその……失礼。それはともかく。

「これは……酷ひどいな」

　河川敷上空で、思わずそんな言葉が口をついて出た。

　普段近くを通ってもなかなか気づかないけど、空から見るとよくわかる。場所によっては運動場や公園になっているが、そうしたエリアから少し離れると、茂みに紛れて冷蔵庫やら車の残ざん骸がいやらが見て取れた。

「……ここはゴミ捨て場じゃないのに」

　ラプンツェルも悲しそうに顔をしかめて、うめくように呟つぶやいた。

「ねえ、ボス」

　並んで飛んでいる赤いワンボックスカーの窓から身を乗り出して、風にはためくフードを手で押さえながら、リトル・レッドフードがラプンツェルに声をかけた。

　……念のために言っておくけど、『飛んでいるワンボックスカー』などというおかしな表現になっているのは、間違いでも詩的表現でも比ひ喩ゆでもない。ドクターが自動車を飛べるように改造してしまったというだけだ。飛行装置以外にも何やら色々仕込んでいるようで、通常のワンボックスカーより一回りも二回りも大型化し、ちょっとしたマイクロバスみたいになってしまっているけど。何やってるんだろうね、ドクターは。

　そうそう。ドクターといえば、リトル・レッドフードの衣装にも、ドクターの発明品が追加されている。フードを被かぶっていると見えないけれど、白いシンプルなカチューシャだ。これにはラプンツェルのティアラ同様に『認識偏向ヴェール』なる機能があって、顔の部分だけ見た者の記憶のみならず写真や映像などさえもぼやかす効果があるのだそうだ。

　リトル・レッドフードが首からぶら下げている大きな金色の懐中時計、通称『試作型認識偏向時計』もドクターの手による品だ。人の目や耳はもちろん、レーダーやその他諸もろ々もろの機器類からも完全に認識をシャットアウトする空間『認識偏向フィールド』を作り出すという装置の携帯版。稼働時間は五分ほどで、気楽に何度も使えるわけじゃないけど、それでも充分強力なアイテムだと思う。

　千ち紗さもさらに稼働時間の長い最新型認識偏向時計と、そのフィールドを一定時間無効化する懐中時計型の『認識偏向フィールド・キャンセラー』を所持している。

　まあ、そうした装備も阿あ久く津つ事件以降使う機会もないわけだけど。いや、平和で何より。

　で、ラプンツェルに話しかけたリトル・レッドフードは、

「広場が見えてきたけど、直接あそこに降りちゃっていいの？」

　と訊きいた。ラプンツェルは少し考え込んで、意を決したように、

「いいえ！　作戦の内容を変更しようと思います！　レッドフードさん、ゴミ拾いの道具はまだ車に積んでありますか？」

「はあ？　えーと、うん、積みっぱなしのままだけど……何で？」

「はい！　向こうに降りて、河か川せん敷じきのゴミを片づけましょう！　あんなの、放置しておけませんっ！」

　ラプンツェルの言葉に、リトル・レッドフードは呆あつ気けにとられて言葉を失っている。僕はこういう展開には慣れっこなので、動じもしないけど。

「だそうだぞ、レッドフード」

「え？　あ、うん。そりゃまあ、あたしとしては全然問題ないっていうか、むしろそっちの方が気が進むけどさ」

「では、異論はないですよね？」

「ん、了解」

　リトル・レッドフードはワンボックスカーの中に頭を引っ込めて、レッドキャップ隊に指示を出し始めた。

　僕も、指示を待たずに目的地へと降下を開始する。

　河か川せん敷じきの少し開けた場所に降り立つと、僕の背からラプンツェルが飛び降りた。少し遅れてワンボックスカーも着陸し、中からリトル・レッドフードとレッドキャップ隊の面々が次々と降りてくる。

　間近で見ると、雑木林の中には恐ろしい量のゴミが見え隠れしていた。しかも、上からも見えていた大型の電化製品などは草やツタに覆われてしまっている。

「結局ゴミ拾いかよ……」

　三号が面倒くさそうにぼやいた。

「いっそリンドヴルムに焼き払ってもらった方が早い、とか思ったのはおいらだけ？」

　六号もそんなことを言う。

「放火まで罪状に追加したいのかっ」

　とリトル・レッドフードが一いつ喝かつした。両手を腰に当て、目を吊つり上げている。

　その言葉に、レッドキャップ隊は全員が口を閉ざした。これ以上ゴチャゴチャ言うと蹴けりが飛んでくる、と学習したのだろう。

「まあ、デーモンテイルの世界征服作戦は概おおむねこんな感じだ。早く慣れることだな」

　そう言って、僕は二足で立ち上がり藪やぶの中へ足を踏み入れた。草の茎や枝がポキポキと音を立てている。

　一番手近な、過去には洗濯機だったであろう鉄くずに手をかけた。ドクター曰いわくタングステン並みに硬いという爪つめをめり込ませて、ひょい、と一気に持ち上げる。絡みついたツタがぶちぶちと引きちぎれた。それでも文庫本一冊を持ち上げる程度にしか感じないんだから、ドラゴンの体はすごい。で、それを邪魔にならない場所まで運び、置いて、また藪に入る。あーもう、何ていうか地道で忍耐力のいる作業だ。

「ほら、ボサッとしない！　あたしたちは拾えるサイズのゴミを集めんの！」

　軍手をはめてゴミ袋を持って、リトル・レッドフードが先頭切って藪に入る。

　へーい、とか口々に言って、目出し帽の一団もゴミ拾いを開始した。そのうち何人かは手に鎌かまを持ち、邪魔な草を刈っていく。

　ラプンツェルは幾条にも分けた髪の毛の先に軍手をはめて、少し離れたところからその髪を伸ばしてゴミを拾っている。ラプンツェルお得意の、いつものゴミ拾いスタイルだ。

　大男の五号が、無言で僕の側そばへとやってきて、やはり粗大ゴミに手をかけた。中国人の彼は無口な上に片言だけど、こういうときは黙々と働き続ける人だ。

「こりゃ、思いつきで始めて終わる感じじゃねえよなあ」

　一方、かなりげんなりして一号が言った。もう息が上がっている。服の色が汗に濡ぬれて変わりつつある。無理もない、もう六月だ。こんな作業をしていれば汗まみれにもなる。

　いや、ドラゴン姿の僕は汗もかかないし暑さにも強いんだけど。何しろ炎を浴びても平気な体だし。たぶん、溶鉱炉で水浴びもできちゃう。

「どんなに頑張っても、我々だけでは一週間以上かかるだろうな」

　一号にそう答えた一〇号は、まだまだ余裕がありそうだ。インテリかと思いきや、タフな一面もある。本当に謎なぞだ、革命家。

　と、そこへ聞こえてきたのは、河か川せん敷じき脇わきの土手を走ってくる車の音だった。それも、一台や二台ではない。手を止めて音の方を見やると、立派なリムジンを先頭に、何台もの装甲車じみたバスが連つらなっていた。

　リムジン……まさか、龍りゆう造ぞう寺じさんか？　嗅かぎ当てるのが早かったなあ。

　まず、リムジンの運転席から運転手と思おぼしき黒スーツが降りてきた。……運転手？

　一瞬、自分の目を疑った。

　その運転手は、確かにパリッとスーツを着こなして白手袋まではめていたけど、どういうわけか顔は魚のそれだった。よく見ると、魚を象かたどった仮面のようだけど。

　装甲車バスからも、同様のスーツ半魚人がわらわらと降りてくる。何てシュールな。ラヴクラフトの世界だ。ルネ・マグリットの絵じゃあるまいし。

　で、半魚人運転手がリムジンの後部座席のドアを恭うやうやしく開けた。バスから降りた半魚人たちが一人残らず背筋を伸ばす。

　リムジンの後部座席から降りてくるのも半魚人かと思いきや、青が鮮やかな和服姿の女性だった。いや、小こ袖そでをベースにしてはいるようだけど、果たしてアレを和服と呼んでいいものかどうか。

　なぜかって、丈がミニスカート並みに短いから。そこから伸びる白い太ふと股ももは非常に結構なんだけど、膝ひざから下には靴だの何だのというより機械じみたものを装着しており、まるでロボットの足のような見てくれになっていた。さらに小袖から覗のぞく肘ひじから先も、足同様ごっついロボットじみた装甲に覆われている。

　帯の色は黒。そして天女のような羽衣が背中からひらひらと伸びていた。

　その女性が半魚人どもを引き連れて土手を下りこちらに向かってくる。ラプンツェルもリトル・レッドフードもレッドキャップ隊の面々も、そのあまりに異様な光景を開いた口が塞ふさがらない状態で見入っていた。

　距離が近づいてくると、さらにディテールも見えてくる。

　着物よりも明るいライトブルーに染められた長い髪の毛を、ポニーテールにまとめている。ただ、その尻尾しつぽはパンのコロネのようにくるくると渦巻いていた。黒い帯の上にはやはり青の帯締め、帯留めには銀色の精巧な竜があしらわれている。

　そして、その顔は……というか目元は、覆面と呼ぶにはあまりに面積が少ない布で覆われていた。むしろ目の穴が開いた鉢巻きとでもいうべきか。

　ああ。何だろう、同類というか、秘密結社の臭においがする。認めたくはないけど……。

「ご機嫌よう、デーモンテイルの皆様」

　口元に手を当てて偉そうに高笑いしつつ、彼女が言った。この一言だけで上から目線なのがはっきりとわかる。そして彼女は僕らを一通り見渡して、ラプンツェルに、

「貴女あなたがラプンツェルですわね？」

「あ、はい。そうですけど……」

「単刀直入に言いますわ。そのドラゴンを譲って下さいな。言い値で構いませんわよ」

「はい？　な、何を仰おつしやって……」

　困惑するラプンツェルに、彼女は艶つやっぽい笑みを向ける。

「貴女のペットなのでしょう？」

　誰だれがペットだ、誰が。

「し、失礼なこと言わないで下さいっ！　リンドヴルムはペットじゃないです！　大切な仲間ですっ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「あら、そうですの。それはちょっと意外ですわね……」

　僕は半魚人たちを率いた彼女を見据えて、

「お前が誰だれで何をしに来たのかは知らんが、手伝う気がないのなら帰れ。作業の邪魔だ」

「いいえ、帰りませんわ。というより、貴方あなたがそんな作業に従事する必要はありませんのよ？　少なくともわたくしなら、貴方にそんなことはさせませんのに」

「言っている意味がわからん」

「あら。単純な話ですわ。貴方がそこの乳女のペットではないのでしたら、直接交渉するだけですもの。ねえ、リンドヴルムさん、わたくしの下へいらっしゃいな。今の三倍……いえ、少なくとも五倍以上のお給金を約束いたしますわ」

「なっ……！」

「交渉って……！」

　ラプンツェルとリトル・レッドフードが、ほぼ同時に驚きの声を上げた。

　……やれやれ。隠しもせずに溜ため息をついて、僕は言った。

「一つ言っておく。ゼロには何をかけたところでゼロにしかならん」

「……なんですって？」

　今度は彼女が半ば呆あきれたように驚いた。

「つまり……貴方は無償でこき使われていますの!?　信じられませんわ！　貴方はその待遇に満足していらっしゃいますの!?　そのような肉体労働をさせられて、身を挺ていしてまでそんな胸しか取り柄がない女を守って、それで一円にもならないなんて！」

　彼女はかなり大げさに数歩よろめいて、哀れむような視線を僕へと向けた。

「悪いことは言いませんわ。わたくしのところへいらっしゃい。高額のお給金の他ほかにも、必要であれば一等地の豪邸でもコンドミニアムでも用意させます。お望みとあらば、松まつ阪さか牛うしでも近江おうみ牛ぎゆうでも、毎日一頭丸ごと取り寄せさせてもよろしくってよ？」

　一頭丸ごとの牛をどうしろというんだ。食べろと？　無理無理。

「悪いが間に合っている。他を当たってくれ」

　僕の返答に、彼女は何を言っているんだという顔をした。

「な……っ。今よりも、ずっとずっといい生活を保障すると言っていますのよ？　何が不満ですの!?」

「説明したところで、お前のような人間には理解できんだろう。そもそも、仲間になれと言いながら名乗りもしない無礼者の言葉など、聞く気にもなれんな」

　すると彼女は得心したようにうなずいた。

「これはわたくしとしたことが、先走ってしまいましたわね。ついテンションが上がりすぎて、失念しておりましたわ」

　そこで一度言葉を切り、またふんぞり返って、

「わたくしは乙おと姫ひめ！　いずれ世界を制する『竜りゆう宮ぐうフォース』の総司令官にして聡そう明めいさと美び貌ぼうの申し子、乙姫ですわッ！　覚えておくべき名前ですわよ？　三年後くらいには、きっとテストに出ますもの」

　と堂々たる名乗りを上げた。自分で聡明だの美貌だのと言っちゃってるあたりが、かなり堂々って感じだ。普通、良識とか常識が邪魔をしてなかなか言えない。

　周囲の魚人軍団から「乙姫様、万歳！」と喝かつ采さいが巻き起こった。

　……つき合いきれないなあ。

　それにしても、竜宮フォースねえ……。竜宮城の軍隊ってことか？　ああ、それで手下たちが魚なのか。鯛たいやヒラメが舞い踊り、というほどの情緒もなさそうだけど。

「さ、これで満足して頂けましたわね？　では参りましょう」

　……誰だれが名乗れば一緒に行くと言った。

　しかし、僕がそう言う前に、

「ダメですっ！」

　ラプンツェルが叫んで僕の真ん前に駆けてきて、通せんぼをするように両手を広げた。

「わたくしのリンドヴルムは、ずっとデーモンテイルにいるんですっ！」

「待った！　どさくさに紛れて何言った!?　わたくしのって、いつからリンドヴルムはアンタの所有物になったんだっ！」

　リトル・レッドフードまで会話に殴り込んできた。っていうか、論点そこですか。

「黙らっしゃい。さ、こちらにいらっしゃいな。わたくしと来ればバラ色の勝ち組人生が待っていますのよ？　何を迷うことがあって？」

　いや、最初から迷ってないし。

「さっきも言ったが、俺おれ様さまの答えはノーと決まっている。乙姫様は乙姫様らしく、竜宮城で浦うら島しま太た郎ろうでも歓待しているがいい」

「きゃー、さすがリンドヴルムですっ！」

　嬉うれしそうに、ラプンツェルが僕の首に抱きついてきた。僕としては、照れくささや嬉しさよりも残念さが先に立つ。人間の姿だったらきっと色々嬉しい感触も味わえただろうに、ドラゴンの鱗うろこに阻はばまれて温ぬくもりもろくに感じない。

「あっ、この……ッ、いい加減にしろッ！」

　リトル・レッドフードが投げたゴミ……空のペットボトルが、ラプンツェルの頭を直撃した。ラプンツェルは僕の首から手を放し、しゃがみ込んで「痛ーい」と頭を押さえる。

　……何をやっているんだ、まったく。

　リトル・レッドフードは僕へと歩み寄り、僕の前肢にぺたぺたと触れたりしながら寄り添い、乙姫に向かって「ふふん」と勝ち誇ったような笑みを浮かべた。

「とにかく、交渉は決裂でしょ！　さっさと帰ればー？」

　そして挑発的な口調で言い放ち、べーっと舌を出す。

「……なるほど、そうですのね。そうまでして忠誠を貫く、それが貴方あなたの信念ですのね。ますます気に入りましたわ！」

「……何でそうなるかなー」

　うんざり気味に、リトル・レッドフードが呟つぶやいた。

「今日のところは引き上げて差し上げますわ。でも、わたくしは諦あきらめませんわよ？」

　いや、さっさと諦めて下さい。

「では、またお会いしましょう！」

　そう言って、乙おと姫ひめは踵きびすを返した。半魚人たちも、彼女につき従ってぞろぞろと土手を上っていく。

「……何だったんでしょう、あの方たち」

　走り去るリムジンと装甲車バスを目で追いながら、ラプンツェルが呟いた。

「おいらたちが言うのも何だけど、世の中にはおかしな連中がいるもんだなあ」

　と六号。まったく同感だ。

「なんか、どっと疲れた気がするぜ……」

　その三号の言葉に、全員が深くうなずいたのだった。



　　　＊



　暗くなる頃ころまで『世界征服活動』を続けて、帰宅。

　案の定、母はまだ帰っていなかった。遅くなるどころか帰ってこない日の方が多いくらいの仕事人間だから、別段驚かない。父は母ととっくの昔に離婚しているので、母が帰っていなければ家には誰だれもいないことになる。

　玄関、廊下、リビング、二階の自室と順に明かりを点つけていって、自室のベッドの上に鞄かばんを放ほうり投げた。

　制服を脱いで、部屋着に着替える。脱いだ制服をハンガーにかけようとしたところで、来客を告げるチャイムが鳴った。

　はて、誰だろうか。ありすかな、とも思ったけれど、あいつならチャイムをこれでもかと連打する。しかし、今回鳴らされたのは一回だけだ。

　自室を出て階段を下り、玄関のドアを開ける。

　そこには、喪服かよ、と思ってしまう黒スーツに黒ネクタイの、髪が長い男が立っていた。二〇代前半か半ばくらいだろうか。もう暗いというのに、ご丁寧にサングラスまでかけている。……どこのメン・イン・ブラックですか。

「あ、間に合ってます」

　思わずそう言ってドアを閉めてしまった。

「お待ち下さい。私は怪しい者ではありません」

　ドア越しに、彼はそう言った。いやいや、そんなことはありませんよ。

「私はオトギーランド・コーポレーションの鮫さめ島じまと申します。本日はお嬢様のことで伺わせて頂きました」

　とりあえずドアを開けた。

「お嬢様って……龍りゆう造ぞう寺じさんのことですか？」

「はい。本日はクラスメイトの皆様には、お嬢様がご迷惑をおかけしたのではないかと思いまして」

　黒くろ尽ずくめの鮫島氏は、名刺とともに僕に菓子折を差し出した。

「つまらないものですが、お納め下さい」

「はい？」

　反射的に受け取ってしまった。

「あ、あの……？」

「今後もお嬢様をお引き立て頂きますよう、よろしくお願いいたします。我々もできうる限りフォローいたしますし、お礼も埋め合わせもいたしますので、なるべくお嬢様のわがままをお聞き入れ頂けませんでしょうか」

「は？　はあ……」

「お嬢様は、幼い頃ころから祖父である先代の社長にスケジュールを管理され、帝王学や経営学を叩たたき込まれてきたのです。ましてや中学生になる前から、すでに様々な形で業務に関かかわっておられましたので……。そのため遊ぶ時間もなく、その上ああいう方ですので、小学校でも中学校でもご友人はいらっしゃらなかったのです。

　しかしこちらの学校では、あなた方が初日から仲良くして下さっているとお聞きしまして、我々従業員一同は感涙にむせび泣いている次第なのです」

　……。

　苦笑いしか出てこないんですけど。ってか、どこまで本気なんですか。

「お嬢様のことで何かございましたら、二四時間三六五日いつでも私にご連絡下さい。では、本日はこれにて失礼いたします」

　鮫島氏は深々と一礼した。

「それと、本日私が伺ったことは、お嬢様にはくれぐれも内密にお願いいたします」

　呆ぼう然ぜんとした僕を残して、鮫島氏は我が家の敷地内から立ち去った。

　残された僕は受け取った菓子折を手に、しばらくは開いた口が塞ふさがらず立ち尽くしてしまった。



    

  
    
      


第二章　A Mad Tea-Party





　翌朝。珍しいことに、生徒玄関の下駄箱の前で千ち紗さとありすと高たか槻つきさんが揃そろって難しい顔をつき合わせていた。

「どうしたの、こんなところで」

「あ、竜りゆう太た。あのさ、昨日誰だれか訪ねてこなかった？」

「うん、来たよ。鮫さめ島じまさんって人が菓子折を持って」

　靴を上履きに履き替えながら、ありすの問いに答えた。

「やっぱり……」

「ってことは、みんなのところにも？」

　三人がうなずく。

「ああいうことをされると、逆にやりづらいのだがな」

　高槻さんが腕組みをして、困り果てた顔で溜ため息をついた。

　確かに。困ったもんだ。

「でも、本人は知らないみたいだし、龍りゆう造ぞう寺じさんに言っても仕方ないよね」

「そうなんだ。そこが一番やっかいなところだな」

「ってか、むしろ言うなって念を押されたじゃん」

「でも、あの、美お味いしかったですよ？　人形焼き。キツネの形も可愛かわいかったですし」

　そういう問題じゃない。

「ってか、千紗ポンって甘いものも食べるんだ」

「もちろんです。人形焼きはわさび醤じよう油ゆをつけると美味しいですよ？」

「……千紗。わさび醤油は少量のわさびを醤油に溶くからわさび醤油なんだ。千紗のドロドロなアレは、醤油わさびと呼んだ方が正しい」

　うえ。もはやツッコミを入れる気にもなれません。と、そこへ、噂うわさをすれば何とやら。

「あっ！　見つけましたわよ」

　僕らを見つけて龍造寺さんが駆け寄ってきた。

「あ、おはようござ……」

　しかし、あいさつをしかけた千紗を完全に無視して、

「さあ、そこの……ええと、名前は何だったかしら？　……まあいいですわ。そこの文学少年！　わたくしのために集めてきたドラゴン情報があるのなら、今すぐ直じき々じきに聞いて差し上げますわよ！」

　ビシッと僕に人差し指を突きつけた。

　は？　……っていうか、文学少年っていうのは僕のことですか。

「それが人にものを頼む態度かっ！」

　ありすが食ってかかるが、

「誰だれもチビッコには言っておりませんわ。そもそも頼んでもいませんし」

　龍りゆう造ぞう寺じさんは涼しげで、動じた様子もない。

「誰がチビッコだっ！」

「そんなお子様みたいな髪型をしているのが悪いのですわ」

「あたしのツインテールに文句つけんな」

「……ツインテール？　その長さで？　どこがですの？」

「うがーっ、むかつくーっ！」

「とにかく、黙っていらっしゃい」

　ぴしゃり。おーおー、ありすが悔しそうに地団駄を踏んでいる。これが僕なら間違いなく何発か蹴けられてるね。

「いや、だからね？　僕らだって世間以上に知ってるわけじゃないんだから。僕に訊きくより、ネットとかで調べた方が早いし情報量も多いって」

「貴方あなたは日々、色々調べているのでしょう？　でしたら、やはり訊いた方が早いですわ」

　ものは言いようだなあ。

「自分で調べようって気は？」

　龍造寺さんは栗くり色いろの毛先を指先に巻きつけたりしてもてあそびながら、

「自慢ではありませんが、コンピュータの類たぐいには触れたことさえありませんわ」

　ホントに自慢じゃないし。ってか、それで務まるんですか、代表取締役が。

　やれやれ、もう面倒くさくなってきた。

「僕が知る限りだと、この間までは三丁目の方の公園を中心に活動してたみたいだよ。最新の情報だと、河か川せん敷じきが……」

　しかし。

「あ、活動場所はもう結構ですわ。それより、あのドラゴンが好きなものとかご存じありません？」

「は？」

「ですから、好きなものですわ。食べ物でも何でも構いませんわよ？」

「あの、どうしてそんなことを知りたいんですか？」

　千ち紗さが、口元に人差し指を当てつつ首を傾かしげて訊いた。

「え？　いえ、それは……その、猛獣を手なずけるには餌えづけが一番ですもの。で、何かご存じありませんの？」

「いや、別に僕もリンドヴルムの友達じゃないし」

　本人ですけどね、あははー。ま、嘘うそはついていないということで。

「いくら何でも、それを知っているのはラプンツェルくらいだろう。あ、いや、最近はリトル・レッドフードとかも一緒なのか。奴やつらなら何か知っていそうだがな」

　高たか槻つきさんがちょっと呆あきれ気味に言った。

　今でもデーモンテイルに関する報道は続いている。今日はどこでどんな活動をしていたとか、飽きずにワイドショーなんかがネタにしているのだ。当然、リトル・レッドフードとレッドキャップ隊が僕らと奉仕活動をする姿も一度ならず報じられている。

「あるいは、一緒にゴミ拾いとかをしている近隣の人たちなら何か聞いている可能性もありそうだが」

　高槻さんの言葉に、龍りゆう造ぞう寺じさんは、

「なるほど、確かにそれはありそうですわね……」

　と呟つぶやいて考え込んでしまった。

　うーん、何だかなあ。できればそっとしておいてほしいんだけど……どうしてこう、龍造寺さんといい乙おと姫ひめといい、僕らの周囲で騒ぎたがるんだろう。

　まったく、困った傾向だ。



　英語の後の休み時間。疲れきった顔で僕の席までやってきた高槻さんは、

「抜き打ちで小テスト、っていうのは卑ひ怯きようだと思わないか？」

　と言った。手にはその小テストの答案。三〇点満点中、九点。決して褒ほめられた点数じゃない。となりで、千ち紗さも苦笑いを浮かべている。

「別に思わないけど。あのくらい、ちゃんと授業聞いてればできんじゃん？」

　真っ先にそう答えたのはありすだった。ありすだけは、わざわざ答案は持ってきてはいない。しかしまあ、あのくらいのテストならどうせ満点だろう。僕でさえケアレスミスで一問間違っただけだったんだから。我ながら、ｅとｉを間違えるスペルミスとか、もったいなさすぎ。これが定期試験じゃなくてよかった。

「そうですわ。こんなもの、取るに足りませんわよ」

　余裕綽しやく々しやくというか、高笑いを始めそうな勢いで、龍造寺さんが言った。近くの机に寄りかかるように腰を預け、長い足を組むように交差させている。その姿勢の様になることといったら。足が長いって羨うらやましい。

「おー、さっすが代表取締役。で、何点だったの？」

　ありすが龍造寺さんの手から答案をひったくって、直後に凍りついた。

「……いや、ヤトちゃん、これは取るに足らなくないっしょ」

　どれどれ、と答案を覗のぞき込むと、見事なまでのバツの嵐だった。一個だけ丸がある、と思ったら、それは点数を表す数字だった。

「うわ、さすがに私も零れい点てんというのは初めて見たぞ」

　高たか槻つきさんもその悲惨な答案を見て、驚きの声を上げる。

「あの、Ｉの後にｉｓとか、ｂｅ動詞の使い方からおかしいんですけど……」

　おそるおそる、千ち紗さが指摘した。

「スペルもほぼ全滅だね」

　っていうか、いくつかは日本語をそのままローマ字で書いただけだ。あ、ところどころローマ字表記さえ間違ってるし。うーん、点数以前の問題かも。

「ヤトちゃん。英語の文法では、基本的に主語の次に動詞がくんの。半分くらい、文法が日本語のまんまじゃん」

　しかし、龍りゆう造ぞう寺じさんはありすの言葉など鼻で笑い飛ばした。

「こんな問題でわたくしの知性をはかることなど不可能なのですわ」

　そして悪びれもせずに、

「だいたい、英語なんて覚える意味があって？　必要なら通訳を雇えば万事解決ですのに」

　そりゃまあ、もうすでに超一流企業の社長にまでなってるんだから、必死になる必要はないのかもしれないけど。

「……私が言うのもどうかと思うが、よくこの学校の編入試験をパスできたな」

「編入試験？　そんなもの、受けていませんわよ？」

「えっ？」

　僕と千紗とありすと高槻さんが綺き麗れいにハモっていた。

「学長に寄付を五〇〇〇口いたしましょう、と提案しましたら、快く編入を認めて下さいましたの」

「それって……裏口……」

　それ以上言ってはいけないような気がして、僕は口をつぐんだ。

「寄付一口っていくら？」

　ありすが高槻さんや千紗を見上げて訊きいた。

「えっと、確か、一〇万だったかと……」

　記憶をたぐるように宙に視線を泳がせて、千紗が答える。

「ってことは、……え？　マジで？」

　たぶん、計算して出てきた金額に常識がショートしてしまったのだろう。ありすが絶句してしまっている。

「……そういえば、昨日突然うちの顧問が『新しく武道場を建てる計画が持ち上がった』って言い出したんだが、まさか……」

　なるほど、その学長あっての我が担任か。これでいいのか、日本の教育現場。

「あのさ、思うんだけど」

　僕は、龍造寺さん以外のみんなに一つの提案を投げかけた。

「聞かなかったことにしない？」

　満場一致。誰だれも異論は唱えなかった。

「えっと、それより、姫ちゃんは大丈夫なんですか？　前に顧問の先生にも怒られたって」

　若干の気まずさを残したまま、千ち紗さが高たか槻つきさんに訊きいた。

「うーん。実は、かなりまずい。期末で全科目の平均が六〇点を下回ったら、団体戦のメンバーから外すと言われている」

　いや、まず入学から三ヶ月目でレギュラー入りしていることにビックリですが。うちの空手部って、かなり強いって話だし。

「念のために訊くけど、中間は平均何点だったの？」

　僕の質問に、高槻さんはなぜか自信満々に、

「うむ。全科目の平均が四六点だ」

「そんな！　大変じゃないですか！」

　叫んだ千紗が、オロオロと僕やありすに助けを求めるような視線を向けてきた。

「……あー、うん。僕らでよければ力になるけど。ね、ありす？」

「そだね。まあ、教えるのもいい勉強になるし」

「本当か？　それはありがたい。権力中枢の頭脳集団が味方についてくれれば百人力だ」

　高槻さんが明るい口調で言った。「助かった」と顔に書いてある。

　しかしありすは、

「楽観すんな。あくまで委員長が頑張んないとダメなんだからね？　あたしたちがどんなに一生懸命教えたって、本人がやんなきゃ点数なんか取れないんだから」

「はは、厳しいな。大丈夫、わかっているとも」

「ホントにぃ？」

　疑念に満ちた視線を高槻さんに向けて、ありすが訊く。

「もちろんだ。私から空手を取り上げられたら、中身がなくなってしまうからな」

「じゃあ、近いうちに勉強会やんなきゃね。竜りゆう太たんちで」

「はあ？　え、何でうちで？」

　突然何を言い出すんだ。

「だって、近いし、小お母ばさんも滅めつ多たに帰ってこないし」

「いやいや、ありすのところだって距離は似たようなもんでしょ。一人暮らしだし」

「んー、あたしんとこはワンルームだから狭いのよ。それに、竜太んちなら、お腹なか空すいたら竜太に何か作ってもらえるしねー」

　食べるものを作るところまで……？　どんだけ僕を便利に使い倒す気なんだっ！

「なるほど。そういうことなら、私も赤あか尾おの家に一票を入れよう」

「高槻さん、今、食べ物に釣られたよね……？」

「ははは、まあ、腹が減っては戦はできないものだ。千ち紗さだって赤あか尾おの家や手料理には興味があるだろう？」

「え？　ええ、まあ……。その、ご迷惑でなければ……」

　ちょっと遠慮がちに、そして少しもじもじしながら、千紗は小さな声で言った。

「ヤトもそれでいいな？」

　高たか槻つきさんが自分は無関係、という顔をしていた龍りゆう造ぞう寺じさんに奇襲気味に訊きいた。

「は？　わたくしがどうして関係ありますの？」

「私が言うのもなんだが、ヤトも少しは勉強をした方がいい。さすがに零れい点てんはまずいだろう。代表取締役がそれではオトギーランドとしても面目が立たないぞ」

「大きなお世話ですわ。……まあ、庶民の暮らしぶりには少し興味がありますから、どうしてもと言うなら行って差し上げますけど」

「よし。よもや異論はあるまいな、赤尾」

「……しょうがないなあ」

　やれやれ。こうなったら何を言ってもムダだろうしなあ。

「はい、決まりーっ。さっすが委員長。……でもまあ、今日はバイトだから無理だけどね」

　そう言ったありすに、龍造寺さんは、

「あら、貴女あなた、アルバイトなんてやっていますの？」

「やってるよ。あたし、両親いないし。どっかの大富豪の娘とか、どっかの代表取締役と違って貧乏なの。文句ある？」

「まあ、小さいのに偉いですわね」

　と、龍造寺さんはありすの頭をなでた。ありすは乱暴にその手を払いのけて、

「子ども扱いすんなッ！　ってか、アンタが浪人とかしてない限り同い年だっつーの！」

　おーおー、今にも噛かみつきそうな剣幕だ。

「そういえば、あの、片かた桐ぎりさんはどんなアルバイトをやっているんですか？」

　千紗の質問に、ありすは顔をしかめた。そりゃまあ、言いたくないよね。意地っ張りだし照れ屋だし、もしあんな可愛かわいらしい制服のお店でバイトを続けているならなおのこと。

「何だっていいじゃん」

「あのファミレスはまだ続けてるの？」

　言った瞬間、胸ぐらを掴つかまれた。

「あー、そう。ふーん。竜りゆう太たはあたしにボコボコにされたいんだ」

「いいじゃん、別に。減るもんじゃなし。むしろ売り上げは増えるでしょ？」

「そういう問題じゃないッ！」

「ファミレスでアルバイトしてるんですか？　あの、竜太さん、それってどこのファミレスですか？」

「ほら、銀行前の『マレーン』だよ」

「ああ、あの制服がメイド服っぽい店か」

「うん、そう」

「黙れッ！　竜りゆう太たァ、これ以上喋しやべったら……ッ」

　とかなんとかやっていると、

「ファミレス？」

　龍りゆう造ぞう寺じさんが首を傾かしげた。そして、また僕らの刻ときが凍りついた。

「……まさか、ファミレスを知らないのか？」

　信じられない、と言わんばかりの高たか槻つきさん。

「いや、ありうるかもよ？　むしろ世間知らずのお嬢様らしいというか」

「千ち紗さポンは知ってんでしょうね？」

「あの、片かた桐ぎりさん、いくらなんでも、それはわたくしを馬ば鹿かにしすぎです」

　口々に言う僕らに、龍造寺さんは「うっ」とかうめいて焦あせりを見せつつ、

「も、もちろん知っていますわ！」

　知らないと見た。全員の目が、そう悟ったと語っていた。

「じゃあ、ファミレスって何？」

　僕の胸ぐらから手を放して、イタズラっぽさ全開でありすが訊きいた。さっきの仕返しのつもりに違いない。

「それは……」

「デパートの地下がデパ地下とか、学校の食堂が学食とか、そういう略語だよね」

　見かねてヒントを出すと、

「なに助け船出してんのよ」

　と、ありすに小突かれた。やれやれ。

「略語……なるほど。『ファ』は、ファミリー、の『ファ』ですわ！」

「おー。いい線いってるが、そこで切るのか。じゃあ、『ミ』は？」

　面白がって、高槻さんが煽あおる。

「み、み、み……」

　かなり悩んで龍造寺さんは、

「そう！　『ミ』は、みんなで、の『ミ』ですわね？」

　すでに笑わないように我慢するのが大変なんですけど。それは他ほかのみんなも同様らしくて、千紗までが口を押さえて肩を震わせている。

「じゃあ、最後の『レス』は？」

　僕が訊くと、

「……。レスリング？」

　堪こらえきれなくなって、全員が笑い出してしまった。

「あはは、ヤトちゃん、ナイスセンス！　ファミリーみんなでレスリングって、あたしそこで何のバイトしてんのよ！」

「レフェリーとか……いやしかし、バイトとなると客の誘導や警備が妥当か」

　っていうか、それはもはや商売なのかどうかさえ怪しい。ただの一家団だん欒らんじゃないのかな。かなり特殊な家族っぽいけど。

「あの、ヤトさん。ファミレスっていうのは、ファミリーレストランの略称なんですよ」

　千ち紗さがご丁寧にそう説明した。すると、

「し、知っていましたわ！　ちょっと冗談を言ってみただけです！」

　と龍りゆう造ぞう寺じさんは顔を真っ赤にして言うのだった。

「ヤトちゃん、知らないことは恥ずかしいことじゃないよー？　何もかも知ってる人間なんていないんだからさあ」

「ですから！　知っていたと言っているでしょう！」

　龍造寺さんが僕ら全員の顔を見回した。そして赤い顔のまま、拗すねたように少し頬ほおをふくらませて、

「う、ウソじゃありませんのよ？」

　はいはい、そういうことにしておきましょう。
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　そして放課後。バイトに行くから、とありすがダッシュで教室から飛び出していった。

　いつもならその後に、部活に行くから、と高たか槻つきさんも教室を出る。しかし今日は、高槻さんは千紗と一緒に僕のところへとやってきた。

「さて、我らが秀才殿はバイトに行ったわけだが、ここで一つ提案がある」

「提案？」

「そうだ。これからみんなで、勤労少女の制服姿を見に行くツアーを敢行したい」

「あの、姫ちゃん、部活は……？」

「大丈夫、顧問からもお墨すみ付つきをもらっていてな。というか、日課にしている朝晩のトレーニングメニューの話をしたら、『お前は放ほうっておいても強くなるから、勉強のためなら部活はいつ休んでもいい』と言われてしまったのだ。主将もそんなことを言われたヤツは前代未聞だと笑っていたが」

　……いったい、毎日どのくらいのトレーニングをやってるんだろう。高槻さんの一日分の運動量って、僕の半年分くらいは軽く超えちゃうんじゃないだろうか。

「勉強のため……？」

　僕が首を傾かしげると、

「勉強を教わる友人と親しん睦ぼくを深めるためだ」

　……うわ、超屁へ理り屈くつだ。

「何だ、その目は。言いたいことがあるなら、果たし状にしたためて持ってこい」

「いや、別に……。っていうか、それをやったら親睦どころか、あいつ本気で怒ると思うよ？　僕も前にえらい剣幕で『絶対に来るな』って釘くぎを刺されたし」

　高たか槻つきさんはいつものように腕組みをして、

「果たしてそうだろうか」

「え？」

「赤あか尾お、正直に答えろ。お前は、片かた桐ぎりさんがあの店の制服を着たら似合うと思うか？」

「そりゃ、似合うとは思うけど」

　普段の言動を見ているとかなりアレな感じだけど、小柄で童顔のありすには可愛かわいらしい服がよく似合うのだ。おまけに猫を連想させる表情豊かな顔は、黙ってさえいれば美少女で通る。可愛いと評判の制服が似合わない要素はどこにもない。

「やはりな。だったら問題ない」

　高槻さんは、妙に自信たっぷりで言いきった。

「いや、高槻さん、意味がわからないんだけど」

「馬ば鹿かだな。いいか？　彼女が言った来るなという言葉は、いわゆる前振りだ」

「は？」

「芸人が『やるな』と連呼されればされるほど、やらないわけにはいかない空気になるアレと同じだ。彼女は『来るなって言ったのに、何で来たんだー』と言う機会を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっているわけだ」

「いや、僕は本気で言ってると思うんだけど」

　そもそも僕もありすも芸人じゃないし。

「そんなことはない、と私が保証しよう」

　いくら保証されても、結果的に蹴けりをもらうのは僕だと思うんですが。

「竜りゆう太たさん、無理ですよ。こうなったら姫ちゃんは絶対引き下がりませんから」

　申し訳なさそうに、千ち紗さが言う。何てやっかいな。

「なあ、ヤトもファミレスには行ってみたいだろう？　いい社会勉強になるぞ」

　一人帰り支度をしていた龍りゆう造ぞう寺じさんは、まるで声がかかるのを待ちかねていたように、

「そうですわね。委員長がどうしてもと仰おつしやるなら、ご一緒しないこともありませんわ」

「どうしても」

　間髪入れず、高槻さんが言った。

「そこまで言われては、仕方ありませんわね。文学少年も、いつまでもグチグチと男らしくありませんわよ」

　ああ、四し面めん楚そ歌かとはこのことか。ごめん、ありす。僕にはこの流れを覆くつがえすだけの力はないみたいだ。

　そして僕は、数発の蹴けりを食らう覚悟を決めた。
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　ファミリーレストラン『マレーン』は、最近このあたりで店舗数を増やしているチェーン店だ。外装も内装もメニューも、他ほかのファミレスと大差はない。けど、ずっと僕らが言っているように、ウェイトレスの制服の可愛かわいさで話題になっている。あの制服を着たいから、なんて理由を履歴書の志望動機に書き込むアルバイト志望の女の子も多いらしい。

　店の前を通った時点で、窓越しにも店内のウェイトレスが目を引いた。ただ、言うほどメイドメイドしている感じはなかった。何て言うか、あざとさは少ない感じ。黒を基調としたエプロンドレスもスカートの丈は長めだし、白いエプロン部分のフリルもおとなしめだ。ただ、袖そでというか肩部分がパフスリーブだったり、頭の上にフリルのついたカチューシャが乗っかっていたりする点はポイントを押さえている。

「これは、着る人間を選ぶ制服だな」

　店のドアを開けつつ、高たか槻つきさんが苦笑混じりに呟つぶやく。その意見に関しては僕も同感だ。

「いらっしゃいませっ！」

　元気よくそう言って振り返ったありすの顔が一瞬にして引きつった。

　僕に向けられた視線が、何で来たんだコノヤロウ、と言っている。いや、僕はやめようって言ったんだよ？

　いや、しかし……、これは予想以上だ。キュートなパフスリーブの黒と、健康的な白い腕とのコントラスト。いつものツインテールもどきもカチューシャのフリルと上う手まく共存して可愛さを引き立て合っている。その上、いかにも女の子らしいエプロン。

　ふだん、あまりに慣れすぎて女の子っぽさを感じなくなっているからだろうか。ウェイトレス姿のありすは『女の子』な部分が前面に押し出されているように思えて、何だか正視するのが恥ずかしかった。

「うわあ、片かた桐ぎりさん、可愛すぎですよ……」

　と、その豊かな胸の前で手を組んで、うっとりと千ち紗さが感嘆の声を漏らした。

「確かにな。だが、やはりここはメイドらしく『お帰りなさいませご主人様』と言ってもらわないと」

　楽しそうに、高槻さんもそんなことを言って火に油を注ごうとする。

　ところで、何で日本人はメイドさんに『ご主人様』って言わせたがるんだろう？　古い映画や古典の小説なんかを見る限り、メイドさんは『旦だん那な様さま』の方がしっくりくると思うんだけどなあ。いや、どうでもいいか、そんなことは。

「ここはメイド喫茶じゃないっつーの」

　ぼそり、とありすが言った。それに対して高たか槻つきさんはわざとらしく、

「え？　ウェイトレスさん、何か言ったか？」

「お客様、何名様ですかーっ！」

　ありすが声を張り上げてごまかしにかかる。かなりやけくそ気味に。

　……これは、後で相当怒られそうだ。僕が。何か理不尽だなあ。

「とりあえず、こちらの席に来やがって下さいませ」

　自分で訊きいた人数の返事も待たず、引きつった笑顔のまま、ありすは僕らを隅の禁煙席へと無理矢理案内してくれた。

　店に入ってからずっと、席まで案内されている間も、龍りゆう造ぞう寺じさんは物珍しげにキョロキョロと周囲を見回していたのは、まあ、らしいというか何というか。

　そして、ありすは座った僕に小声で、

「絶対に来んなって言ったでしょ！」

「いや……止めきれなかったことは謝るけど」

「ホントに止めようとしたの？」

「あのね、僕だって蹴けられるのはイヤなんだよ？」

「へー。あたしゃてっきり竜りゆう太たは真性のＭで、蹴られたくてやってんのかと思った」

　酷ひどい言われ様だ。と、その瞬間、ありすの後ろを通りかかったウェイトレスが、

「片かた桐ぎりさん、ちょっと」

　と声をかけて通り過ぎていった。ありすが首を竦すくめて「しまった」という顔をしているところを見ると、厳しい先輩とかバイトリーダーとかそんな人か。

「ご、ご注文が決まりましたらボタンを押してお知らせ下さいっ」

　そう言って、ありすもそそくさと僕らのテーブルから離れていった。

「あはは、思った通りの反応で楽しいなあ」

　そんなことを言って高槻さんが笑っている。

「いやいや、ありす、マジで怒ってるって」

　前振りとか何とか言ってたのはどこのどいつですか。

「まあまあ、せっかく来たんだから何か食べようじゃないか」

　高槻さんはテーブルに置いてあったメニューを開いて、

「お、このシーフードピザが美う味まそうだ。特製ソースのハンバーグもいいな。あとはソーセージの盛り合わせと、フライドチキンセットとかフライドポテトなんかも頼んでおくとみんなでつまめるな」

「いや、まだご飯には早い気が……」

「何を言っている。小腹が空すいてくる時間だろう？」

　小腹にどんだけ詰め込むんですか。

「えっと、竜りゆう太たさん、好きにさせてあげて下さい。それに、わたくしたちもドリンクバーだけでは申し訳がありませんし」

「……いつもこんな調子なの？　お昼にあんなに食べたのに!?」

「ええ。というか、あの、今日は控えめな方です……」

　うへえ。どういう胃袋してるんだろう。

　そして高たか槻つきさんと一緒にメニューを覗のぞき込んでいた龍りゆう造ぞう寺じさんは、首を傾かしげながら、

「……このメニュー、間違っていませんの？　お値段のゼロが足りないように見受けられますけど」

　普段の食生活の差が垣かい間ま見えました。ゼロをいくつ加える気なのかは怖くて訊きけないけど。

「えっと、あの、そういうお店なんです」

「っていうか、オトギーランドにあるレストランも似たような値段設定じゃないの？」

　庶民の感覚からすると、オトギーランドの方が若干高いだろうと思う。けど、桁けたの数を云々うんぬん言うお嬢様方からすれば誤差範囲だろう。

　龍造寺さんは少し目を逸そらして、髪の毛を指でくるくるやりつつ、

「……そういう細かいところは部下に任せておりますの」

　あ、左様ですか。なるほど、素直に「知らない」と言いたくない龍造寺さんとしては便利な答え方だ。

　そんなことをやってる間に高槻さんは呼び出しボタンを押してしまった。そしてやってきたありすではないウェイトレスに、さっき言った料理と、さらにシーザーサラダとふわふわオムレツなる料理を追加して、最後に人数分のドリンクバーを注文した。

「他ほかに注文するものは？」

　高槻さんの言葉に、僕らが首を横に振る。

「では、とりあえずそれで」

　とりあえず……？　これだけ頼んで、まだ何か追加注文する余地を残すとは……。

　僕の驚きよう愕がくをよそに、ウェイトレスは注文を復唱して一礼して去っていく。

「さ、じゃあ飲み物を取りに行くとしよう」

　早速ドリンクバーを利用すべく、高槻さんが席を立った。僕もそれに続き、

「えっと、ドリンクバーというのは……」

　とドリンクバーについての説明をする千ち紗さと、それを聞いて、

「も、もちろん知っていますわ！」

　と言い張る龍りゆう造ぞう寺じさんの二人も後をついてきた。

　ふと、厨ちゆう房ぼうの入り口の、あまり客の目からは見えないところで、ありすがさっきのウェイトレスから注意を受けているのが見えた。うーん、悪いことをしたなあ。

　おのおのが飲み物を持ってテーブルに戻ってしばし、ピザやポテトなどの軽食系の料理が続々と運ばれてきた。それらを適当につまみながら、

「それにしてもあの制服、思った以上に似合っていたな」

「わたくしもそう思います！　あんなに可愛かわいいなんて……いっそ抱きしめたいですよ！」

「……僕はそれより後が怖いんだけど」

「飲み物が最初の料金だけで飲み放題というのは斬ざん新しんですわね……」

　などと雑談に花が咲く。

　っていうか、龍造寺さん、そのシステムはすでに日本全国に普及しています。

「姫ちゃん、ピザを一切れいただきますね？」

　と言って、千ち紗さが鞄かばんから小さな瓶びんを取り出した。中には何やら赤い液体が入っている。そして千紗は、小皿に取ったピザにこれでもかと自前の赤い液体を振りかけ始めた。

「ねえ、千紗。一応訊きいておくけど、それは何？」

　おそるおそる僕が訊くと、

「はい、自家製のタバスコです」

　あー。やっぱり。

「あんまり使いすぎるなよ、千紗。それを作るマサコさんの身にもなった方がいい」

　大皿のシーザーサラダを一人でバリバリ食べながら、高たか槻つきさんが言った。

「マサコさんって、千紗のところのお手伝いさん？」

　とは言っても、僕はちょっと話に聞いただけで面識はないんだけど。

「ああ。そのタバスコは特製らしくてな、市販品より何倍も辛からいらしい。仕込むたびに手はヒリヒリになるし、喉のどもおかしくなると嘆いていた」

　激げき辛からに変身したピザを、千紗は実に美お味いしそうに口に運んでいる。マサコさん、頑張って下さい。同情……もとい、応援してます。

　そこへ、ハンバーグとオムレツをありすが運んできた。

「お待たせしましたごゆっくりなさらずとっとと食って帰りやがって下さい」

　一様に全員が苦笑する。

「いや、すまない。赤あか尾おが、是非片かた桐ぎりさんのメイド姿が見たい、絶対に可愛いはずだ、と力説するものでな」

「はあっ!?　いつ僕がそんなことを……」

「似合うとは言ったはずだ」

「い？　あー、確かにそれは言ったかも……」

「え？」

　ありすが照れて顔をほのかに赤くした。高たか槻つきさんはそれを見てニヤリと笑い、

「そして現に可愛かわいいと思ったはずだ！」

　名探偵よろしく勝手な推測で畳みかけてきた。手にしていたフォークをビシッと僕に突きつけて。

「そりゃ、思ったけど……」

　ありすはますます顔を赤くして、うつむいてしまった。

「いや、あのね？」

　なんだか気まずくなってありすに声をかけたところ、

「だっ、だからってわざわざ来ることないでしょッッッッッ！」

　と真っ赤なままのありすに怒鳴られてしまった。

「決めた！　蹴ける！　絶対に蹴るッ！　一発や二発ですむと思うなッ！」

「いやだから、僕はやめようって言ったんだってば！」

「うっさい！　黙れッ！　問答無よ……」

「片かた桐ぎりさんッッッッッッッッッ！」

　今度は店長からの雷が、ありすに落ちた。



    

  
    
      



    

  
    
      「さすがにアレはまずかったね」

　店を出て、近くの喫茶店に入りなおした。そこで座って、僕は深い溜ため息と一緒にそんな言葉を吐き出した。

「どんな理由があれ、従業員がお客様にあの暴言ですものね。それは怒られますわ」

　一応、店長さんには「僕らが悪いんです」と事情を説明して謝ってはきたけど、果たしてそれですんだかどうか。

「片かた桐ぎりさん、怒ってますよねえ……」

　千ち紗さも不安そうに呟つぶやいた。

「……まずいな。このままでは勉強を教えてもらうどころではない」

　当たり前です。っていうか、友情の危機です。

「くっ、誤算だった。まさかここまで裏目に出るとは……」

　そう漏らす高たか槻つきさんだったが、逆に訊ききたい。表が出たら何がどうなったんですか。

「あの、とにかく片桐さんのお仕事が終わったら、みんなで謝りましょう」

「っていうか、それは大前提だね。誠心誠意平謝りした上で、さらにプラスアルファを用意するくらいじゃないと。例えばプレゼントとか」

　ただし、それは物で釣るという意味じゃなくて、言い訳を用意してあげるということだ。つまり、「だったら許してやる」と言える逃げ道を。経験上、意地っ張りのありすに許しを請う場合は、それが一番の近道だったりする。

「あ、そうですよね。何ていうか、その、お詫わびの意味でも……」

「でしたら、オトギーランドにご招待なさってはいかが？　ここからなら日帰りも可能ですし。楽しんで頂けること請け合いですわ！」

「なるほど、ヤトが社長権限で招待してくれるというわけか！」

　高槻さんがポンと手を打った。が、龍りゆう造ぞう寺じさんは、

「何を仰おつしやってますの？　代表取締役にそんな権限などありませんわ。チケットは購入して頂きます」

「え？　あの、だって、代表取締役って一番偉いんじゃないんですか？」

「違いますわ。一番偉いのは、お金を払っていらして下さったお客様です。役員だろうと社長だろうと、お客様以上の権限を持つことなどありえません」

　龍造寺さんは真面目まじめな顔でキッパリと言いきった。

「そ、そういうものなのか……」

　高槻さんが本気で驚いている。いや、僕もちょっとビックリしたけど。

「ええ。福利厚生で社員割引もありますけど、お奨すすめはしませんわ。一般購入とコード識別がなされていますから、入場制限時などは後回しにされてしまいますし。まあ、行き帰りの車くらいは用意して差し上げますけれど」

「でも、ありすがオトギーランドに興味を示すかなあ……？　ああいうところが好きって話は聞いたことがないけど」

　僕は首を傾かしげた。

「それは大丈夫だろう。大人おとなから子どもにまで大人気のテーマパークだ、遊びに行こうと言われて喜ばない方が珍しいと思うが」

「そうですとも！　仮に今は興味がなかったとしても、お越しになれば絶対に楽しんで頂けると自信を持って申し上げますわ！」

　大げさに両手を広げて、自信に満ちた笑顔で龍りゆう造ぞう寺じさんは断言した。なんだかすっかり営業の人みたいだ。

「まあ、そう言う私が、興味もなければ行ったこともないわけだがな」

　それは言われるまでもなく想像できましたよ、高たか槻つきさん。

「彼女の境遇から判断するに、たぶん、好き嫌い以前に、遊園地のようなところへ遊びに行った経験自体が少ないんじゃないのか？」

　ああ、それはあるかもしれない。

「だとしたら、充分に勝ち目はある。そのためにも、赤あか尾お。この作戦、お前に是が非でも全面的な協力を頼みたい」

　ぐっ、と僕の方に身を乗り出して、高槻さんは強い語調で言った。

「は？」

「片かた桐ぎりさんを誘うのは、お前の役目だ」

「はあ？　みんなで謝りに行くんじゃないの？」

「馬ば鹿かか。全員でゾロゾロ行ったりしたらムードが……じゃなくて、また機嫌を損ねるだけだ。今日この後はお前一人で行ってもらって、私たちは明日謝った方がいい」

　つまり、僕に人ひと身み御ご供くうになれと……？

「大丈夫、お前が誘えば、彼女は必ず行くと言う」

　何を根拠に……。ほら、その作戦を聞いて千ち紗さも不安そうな顔をしてるじゃないか。

　……しかしまあ、ありすが行くと言うかどうかはさておき、確かにそれが無難かもしれない。僕が甘んじて何度か蹴けられれば、ありすの怒りも少しは収まるだろう。で、一晩寝れば冷静にもなるだろうし。

　……。うーん、結局僕が貧乏くじ引いてない？

　けど、しょうがないか。ありすがそこまで大人げないとは思わないけど、これが元で仲なか違たがいなんてことになっても困るし。やれやれ、損な性分だなあ。



　喫茶店を出て、みんなと別れて一人『マレーン』へと足を向けた。バイトが終わる時間は以前に聞いている。その時間がだいぶ近くなっていた。

　夕方とはいえ、まだ薄暗い程度だった。もうずいぶん日は長い。

　と、『マレーン』の方から歩いてくる影が目に入った。見慣れた制服、小柄な体に、長さが足りないツインテール。見間違いようもなくありすだった。

「えっと、やあ」

　近づいていって、声をかけた。

「……へー、自ら蹴けられに来たんだ。いい度胸じゃん」

　引きつった笑顔でありすは言った。……怖い。目が笑ってない。完全に怒ってる。

「いや、その……ごめん」

「一応、遺言があるなら聞いておくけど」

「うん、できれば死にたくない」

「冴さえない遺言だね」

「……自分でもそう思う」

　どうやら許してもらえそうにない。

「遺言っていうかさ、まあ、先に伝えておきたいんだけど」

「……何？」

「土下座くらいならする準備があるんだ」

「わざわざンなことしなくても、どうせ這はいつくばるまで蹴るっつーの」

　ありすは凄すさまじい闘気を発しつつ、僕に向かって一歩を踏み出した。

「いや、……じゃあ、せめて罪滅ぼしをさせてよ。どこかに遊びに連れてくとか」

「え？」

　お？　ありすの殺気が薄らいだ。たぶん、これは千載一遇のチャンス。これを逃せば二度目はない。なぜなら僕が半殺しにされるから。ここは一いつ気き呵か成せいにいかなくては。

「オトギーランドとかどう？　もちろん、全部こっちのおごりで」

　そのための軍資金は、千ち紗さが全額出すことを快く承諾してくれた。だから僕も、高校生の身分でありながらこんな大見得を切れる。はは、ちょっと情けない気もするけど。

「え？　ま……マジで言ってんの？　だって、それって…………」

　ありすは即座に食いついてきた。今までの怒りもどこへやら、驚きと嬉うれしさが入り交じったような目で僕を窺うかがっている。

　何だかいやにテンションが上がっているような。どのくらいかっていうと、頬ほおが紅潮するくらい。……あれ？　ありすってそんなにオトギーランドとか好きなんだっけ？

「ほ、本気にするぞっ!?」

「こんな状況でウソなんか言わないよ。まあ、日帰りの強行軍になるけど」

「……あ、そっか。さ、さすがにお泊まりとかは、性急すぎるっていうか何ていうか……。で、でも、展開によっては、キ、キ、キスくらいなら……」

　ありすはうつむいて、僕には聞き取れないくらいの声でブツブツと何か呟つぶやいている。

「え？　何？」

　僕が訊きき返すと、ありすはいっそう顔を赤くして、

「な、何でもないッ！　こっちの話だっ！　で、でも、そこまで言うなら、しょうがないから、ゆ、許してやるっ」

「ホントに？」

「ん。まあ、確かに怒られたけど、クビとか減給とかの実害があったわけじゃないからへっちゃらだし。そ、そのかわり、や、約束だぞっ！　絶対だぞっ！」

「もちろん。……あー、よかった。みんなも反省してるんだ。まさかあんなに嫌がるとは思わなかったからさ」

　その瞬間、ありすはハッとして、

「……あのさ、竜りゆう太た。さっきの約束って、もしかしてみんなで……？」

「え？　そりゃそうだよ。みんなでお詫わびしようって話なんだから」

　ありすがうつむいて、一〇秒ほど沈黙した。

「あ、あれ？　ありす？　どうしたの……」

「竜太の、バカぁーッ！　殺す！　超殺すッ！　死ねーッッッッッッ！」

　結局、僕はありすにしこたま蹴けられることになった。……なぜだ。



    

  
    
      


第三章　おとぎの国のありす





　もう二度と冷やかしに来ないことを約束する、という条件で、ありすはみんなの謝罪を受け入れた。ま、もともと根に持つタイプでもないから、ちょっと心配のしすぎだったかもしれない。

　かくして、僕たちの友情は週末までには元通りに修復された。つまりそれは、オトギーランドまで遊びに行くという大イベントで、誰だれも気まずい思いをしなくてすむということだ。いや、めでたい。

　さて、そして日曜日。

　学校に行くより遥はるかに早い時間に家を出て、僕は龍りゆう造ぞう寺じさんに指定された待ち合わせ場所の駅前にやってきた。日曜の早朝なので、人通りはほとんどない。

「おはよう」

　先に来ていた高たか槻つきさんと千ち紗さに歩み寄って、そう声をかける。

「おはようございます」

　僕のあいさつに返事をした千紗は、白いスカートに白いカーディガン、その下に黒のカットソーというモノトーンないでたちだった。手には、やっぱり白い小さなハンドバッグ。シンプルで主張が控えめだけど、清潔感があって、それが千ち紗さにはよく似合っていた。何より、上着が白系だと綺き麗れいな髪の毛がとても引き立って見える。

「ああ、おはよう。しかし、ヤトは何だってこんなに早い時間を指定したんだ？」

　ジーンズにスニーカー、上には黒っぽい薄手のパーカーと、超ラフな格好の高たか槻つきさんが言った。そんな服装も、背が高くて引き締まった高槻さんが着るとスポーティな感じがえらくカッコいい。

「まあ、日帰りだしね。早く出た方が遊ぶ時間も長く取れるからじゃない？」

「ああ、なるほど」

　そこへ、

「おはよ。みんな早いね」

　とオーバーオール姿のありすがやってきた。上は白いＴシャツ。あっさりしたもんだけど、少年っぽさが見事に可愛かわいさに転化している。こういう着こなしは、誰だれにでもできるものじゃない。自らの特性を活いかした、ありすらしいファッションだ。

「早い……かなあ？」

　時間は約束の五分前。ありすが言うほど早い気はしないけど。

「というか、時間厳守とか言っていたヤトが一番遅いのはどういうことだろうな」

「まあまあ、まだ時間を過ぎたわけじゃないし」



    

  
    
      



    

  
    
      「待ち合わせのときは五分前行動が基本だ」

　との高たか槻つきさんのお言葉。実に委員長らしい。

「あ、あれじゃないですか？」

　千ち紗さが指さしたのは、黒いリムジン。それがゆっくりとロータリーに入ってくる。

「うわ、目立ちまくり。ってか、長ッ！」

　ありすが言ったとおり、普通の車の三台か四台分の長さがある。

　リムジンは悠然と僕らの前までやってきて停とまり、運転手が降りて恭うやうやしくドアを開ける。んー、なんだろう、このデジャ・ヴ。

　まず、黒スーツの長髪男が降りてきた。あ、鮫さめ島じまさんだ。今日はサングラスはしていないけど。うーん、思ったより可愛かわいい目をしてる。

　で、満を持した感じでワンピース姿の龍りゆう造ぞう寺じさんが出てきた。明るい空色のワンピースは、胸元のタックというかギャザーというか、そんなディテールがエレガントだ。

　丈が膝ひざより少し上なのは、ミニスカートっぽくなるのを狙ねらってデザインされたのか、龍造寺さんの足が長すぎてそうなってしまっているのか。しかも、腰の、それもかなり高い位置にベルトっぽくリボンがあしらってあって、ただでさえ長い龍造寺さんの脚をますます長く見せている。見た感じ、靴のヒールはそんなに高くないのに。ううむ、おそろしいまでの脚の長さ、そして脚線美。白磁のような生足のなんと眩まぶしいことか。

　さらに、いつものようにナチュラルメイクもばっちり決まっていて、一分の隙すきもない。

　お嬢様だ。完かん璧ぺきなお嬢様スタイル。ドレスコードもなんのその、そのままパーティーとかに出席しても通用しそうな感じ。

「あら、もう皆さんお揃そろいですのね」

　その脇わきで鮫島さんが、

「本日、車中で皆様のお世話をさせて頂きます、鮫島と申します。よろしくお願いいたします」

　と深く礼をした。

　あ、そっか。鮫島さんが僕らの家を訪ねてきたことは龍造寺さんには秘密なんだっけ。

　みんなもそれぞれ、話を合わせて「あ、どうも」とか言っている。

　ちなみにこの人、例のファミレス事件の晩に「これをどうぞ。お嬢様には内緒ですが」と今日のチケットを持ってきてくれた。驚異的な手際のよさだと思う。

　そして、代表取締役の権限の話とかも、本音と建て前が色々複雑に交錯しているんだろうなあ、と思って苦笑いしてしまった。

「まあ、立ち話も何ですから、お乗りになって」

　どれどれ、と好奇心丸出しのありすが中を覗のぞき込んだ。そして、

「うわっ、なにこれ!?　広っ！」

　と声を上げて、弾はじかれたように飛び退すさった。

「なに、どうしたの」

　言いながら、僕も覗のぞき込んでみた。

　……なるほど、ありすが驚くわけだ。

　座席というか、長いソファが壁際に縦に設置されている。っていうか、僕が覗き込んだドアの反対側の壁は全部ソファ。

　で、その向かいはテーブルみたいになっていて、高そうなグラス類が並べられている。いや、グラスだけではなくて、何種類ものオトギーランドのガイドブックも。

　他ほかにも、そのテーブル側に大型モニターがあったりして、もう確実に僕の部屋やありすの部屋より快適に過ごせそうだ。いや、今現在ありすの部屋がどうなってるのかなんて知らないけど。

「どうでもいいですけど、早く乗って下さいません？」

「あ、うん」

　じゃあそのまま乗り込んじゃおうか、と思った瞬間、高たか槻つきさんに首根っこを掴つかまれて引っ張り出されてしまった。

「な、何？」

「いや、お前が端に座ると色々面倒なことになる」

「は？　面倒って……？」

「不公平になるからな。……まあ、その詳細をお前が知る必要はない」

　何か扱いが酷ひどくないですか。

「そうだな、まず千ち紗さが入るべきか」

「あ、はい」

　高槻さんの指示に従って、千紗がリムジンに乗り込んだ。

「次がお前だ、赤あか尾お。で、片かた桐ぎりさん。主役だし、真ん中がいいだろう。で、まあ次は私でいいか。私かヤトかは比較的どうでもいいし」

「……その順番に何の意味が」

「いいから乗った乗った！」

　今度は背中を押されて、リムジンに押し込まれた。横暴だ。おのれ『暴君』め。

　そのまま、奥へと進んで千紗のとなりに座ると、僕の後ろからありすが同様に僕のとなりまで詰めてくる。

「うーん、なるほど……とは思うけど、委員長も気の回しすぎ……」

　とか呟つぶやきながら。

「え？　どういう意味？」

　僕が訊きくと、ありすは慌てて、

「えっ？　いや、何でも」

　と首をブンブンと横に振る。

「ってか、何か落ち着かないよねっ」

「あー、うん。僕ら庶民としてはねぇ」

　物珍しさよりも、何というか、怖くて迂う闊かつに周囲の物に触れない。

「おー、こんな内装のリムジンもあるのか。いや、確かに広いな」

　そう言いながら、ありすのとなりまで高たか槻つきさんが詰めてきた。

「その口ぶりだと、高槻さんはリムジン初めてじゃないんだ」

「ああ。前に久く喜き島しま家の千ち紗さ専用車に乗せてもらったことがある」

「あの、でも、うちのはこんなに大きくないですよ」

「そりゃまあ、千紗一人が乗れさえすればいいわけだからな」

「あら、このリムジンだってさほど大きいタイプではありませんわよ？」

　高槻さんの後に乗り込んだ龍りゆう造ぞう寺じさんが言った。そして、最後に鮫さめ島じまさん。これだけの人数が乗っても、まだまだゆったりしたものだ。広いなあ。

　運転手さんが、外から丁寧にドアを閉じた。

　ほどなくリムジンは走り出したわけだけど、ややもすれば気づかないくらいスムーズで静かな発進だった。いくつも並んでいるグラスはピクリとも揺れていない。すごいな、これがプロの運転手の技術ですか。

「皆様、何かお飲みになりますか？」

　鮫島さんが言った。そうか、グラスがあるんだから、飲み物だって用意されているはずだ。冷蔵庫か、クーラーボックスのような装備もあるのだろう。

「あ、いやぁ、お構いなくっ」

　ありすが恐縮してしまっている。むしろ萎い縮しゆくというべきか。

「遠慮は要いりませんわ。それに、到着まではまだかかりますわよ？　そんなにかしこまっていては疲れてしまうのではなくて？」

　だからといって、かしこまるなというのも無理な注文だと思うけどね。

　予想通り、行きの車中、ありすから硬さが取れることはなかった。



　リムジンを降りて鮫島さんに見送られ、入り口のゲートをくぐると、そこは完全に非日常の世界だった。

　おとぎ話の世界をモチーフにしているだけあって、基本的には茅かや葺ぶき木造の古民家をデフォルメした街並みが続いている。作り物の田んぼや里山なんかまでがあって、コミカルな案山子かかしが笑っていたりと、のどかでどこか懐かしい雰囲気を見事に演出していた。

　僕らの世代では、田舎に帰ったってなかなかそんな光景にはお目にかかれないわけだけど、それでも懐かしさを感じるのはなぜだろうか。もしかしたら、遺伝子レベルで刻まれた日本人としての何かが、僕らの中にもあるのかもしれない。

　そして、少し遠くに見えるのは、日本風なようで沖縄っぽくもあり、中国のテイストも混ざったような混沌とした大きなお城だった。

　あれがオトギーランドのシンボル『竜りゆう宮ぐうキャッスル』だろうということくらいは、いかに興味が薄い僕にでもわかる。

「うわ……」

　うわごとのように、おそらく無自覚にありすの口から感嘆が漏れた。

　人工の光景と、にこやかな従業員、ハイテンションなお客たち。この場所に漂う空気そのものが浮かれていて、地に足がついていないように思える。

「それにしても、人が多いな」

　苦笑しながら、高たか槻つきさんが言った。

「日曜日ですもの。それでも、今の時期はまだマシな方ですのよ？　今日の来園者は三万人から四万人くらいだと予測されています。これが夏休みやゴールデンウィークには、倍の七万から八万まで跳ね上がりますわ」

「八万……」

　高槻さんは龍りゆう造ぞう寺じさんの説明を聞いて、うんざりしてしまっている。

「あの、でも、賑にぎやかでいいじゃないですか。雰囲気だけでもウキウキしてきますよ」

　そう言う千ち紗さ自身、かなり楽しそうでテンションが上がっているように見えた。

「さ、それより行きますわよ？　人気アトラクションには、早く並んだ方が賢明ですわ。どうせですから、効率よく回った方がよろしいでしょう？」

　栗くり色いろの長い髪と空色のワンピースを翻ひるがえして、龍造寺さんが歩き始めた。僕らは慌ててその背中を追う。

　一番詳しいのは龍造寺さんであることは間違いないのだから、どう回るか、どう遊ぶかについては彼女に任せるのがいいだろう、と来るまでの車中で相談はまとまっている。それでまあ、龍造寺さんも妙に張り切ってしまっているわけだ。

「何といっても、今オトギーランドで一番人気なのは『竜たつの子こ太た郎ろうコースター』ですわ」

　歩きながら龍造寺さんが言うには、ご自身が企画した最新のアトラクションで、その名の通り竜を模したコースターがオトギーランドの各エリアの上空を駆け巡るという代物なのだそうだ。現在、二時間三時間待ちは当たり前なのだとか。

「三時間待ち……。しかしそれだと、一日使っても遊んでる時間より並んでる時間の方が長いんじゃないのか？」

　高槻さんは信じられないという顔をしている。

「人気のアトラクションはだいたいそんなものですわ。もちろん、並んでいる間もお客様が退屈しないように工夫を凝こらしてはおりますけれど」

　たぶん、そういう細かな気遣いみたいなところが人気の秘ひ訣けつなんだろうなあ。

「行列対策として、入場予約というシステムもありますけど……予約しておけるのも一つのアトラクションだけですし、人気アトラクションの場合、予約を取るために並ぶという本末転倒な事態にもなっておりますの。ですから、どのアトラクションの予約を取るか、というのも効率よく遊ぶためには重要なポイントになりますのよ」

「結局、並ばずにすむ方法などないわけか」

　高たか槻つきさんが肩を竦すくめる。

　話しつつ龍りゆう造ぞう寺じさんが案内してくれたのは、竜りゆう宮ぐうキャッスルのお膝ひざ元もと。竜繋つながりということなのか、竜たつの子こ太た郎ろうコースターの乗り場は竜宮キャッスルのすぐ側そばにあった。

「何のために開園時間より早く着くように出てきたと思っていらっしゃいますの？」

　まあ、早めに並んでおけば待ち時間も少なくてすむ、というのは当然の理屈だ。それでもすでに長蛇の列ができているけど、さすがに何時間も待つほどの列ではなさそうだ。

　やがて列は建物の中へと呑のまれていく。

「コースターは外にあんのに、並ぶときは建物の中に入るんだ？」

　キョロキョロと物珍しそうに見回しながら、ありすが言った。それに対して龍造寺さんは、よくぞ訊きいてくれました、とでも言いたげな自信満々な顔で、

「ええ。お客様には、並んでいる間もなるべく快適に過ごしていただきたいでしょう。これから夏になれば日差しも強くなりますし、屋外のアトラクションでも人気があれば雨の日でも列はできます。それに、建物で覆ってしまった方が演出もしやすいんですのよ」

　と解説する。

　建物に入ってすぐの壁には、緑色の竜と白い竜が仲なか睦むつまじく空を飛ぶ様が描かれていた。

　少し進むと、赤ん坊を掲げたお婆ばあさんの人形があって、

『……その子には姿を見られたくありません。どうか、その子を人間として育てて下さい』

　という女性の声がどこからか響いてくる。

「なるほど、並んでいる間に物語をなぞっていく構造なんだね。ってことは、この声は犀さい竜りゆうの声か」

「サイリュウ？」

　ありすがデフォルメされた可愛かわいらしいお婆さんの人形をしげしげと見つめながら、訊いてきた。

「竜の子太郎のお母さん。さっきの壁に二匹の竜がいたでしょ。あの緑の方だよ。ちなみに犀は動物のサイじゃなくて、魚の鯉こいの一種ね。竜の子太郎の元になったお話が伝わる地域には、犀川っていう川も流れているそうだから、単純に考えれば神格化した川そのものってところかな」

「さすが文学少年、くわしいですわね」

「まあ、桃もも太た郎ろうや浦うら島しま太た郎ろうほどじゃないにしても、有名な話だしね」

　やがて竜たつの子こ太た郎ろうは自らの出自を知り、母を捜す旅に出る。母と出会った太郎は、人々のため、母とともに大岩を砕いて水の流れを変え、おかげで村には豊かな田んぼができた。あるいは、湖の水を海へと流して、人が住める土地にした。そういうお話だ。

「完全にめでたしめでたしでもないんだけどね。岩に体当たりを続けた犀さい竜りゆうの目が潰つぶれたとか、そんなバージョンもあるみたいだし」

「文学少年、ここで子どもの夢を壊すようなことは言わないで下さいません？」

「あ、ごめん」

　しかし、こんなの全然たいしたことはないんだけどなあ。グリム童話の一部が原話だと残酷だったりするのは有名だし。日本の昔話だって、瓜うり子こ姫ひめなんかは天あまの邪じや鬼くに殺されてしまうと伝わっている地方もあるし、かちかち山だってお婆ばあさんが狸たぬきに殺される。

　そんな話をしたり、物語性やギミック満載の通路を眺めているうちに、待ち時間はあっという間に過ぎてしまった。なるほど、よくできてる。

　着物っぽい衣装に身を包んだ係員に誘導されて、コースターに乗り込んだ。二人がけのシートで、となりにはありすが座る。その後ろに高たか槻つきさんと千ち紗さ。

　係員の手によって、セーフティバーが下ろされた。

「では、わたくしは出口で待っていますわね」

　どうやら龍りゆう造ぞう寺じさんは、今日は案内役に徹するつもりらしい。

　その龍造寺さんに見送られて、コースターがゆっくりと動き出した。となりでありすが身を強こわばらせている。

「あれ？　ジェットコースターとか、苦手だっけ？」

「え？　あ、いや、たぶんへっちゃら。……っていうか、こういうの初めてだから」

「あ、そっか。でもまあ、そんなに激しい感じじゃなさそうだから、大丈夫だと思うよ？」

「うん。……でもさ、このゆっくり上っていくもったいぶられ感はちょっと……」

「それが醍だい醐ご味みだよ」

　コースターはゆっくりと坂を上っていき、やがて屋内から外へと出た。並んでいた通路も緩やかな坂になっていたのだろう、思ったより高い。

　そして見下ろすと、他ほかの遊園地とはひと味違った光景が新鮮だった。作り物とはいえ昔話の世界を再現しているから、まるでタイムスリップしてしまったような錯覚に陥おちいる。たぶん、このコースターから見える光景とかも計算し尽くしたつくりになっているのだろう。

　へえ、すごいな、と思った瞬間、レールの頂点までやってきたコースターが勢いよく走り始めた。周囲から同乗者の叫び声が上がった。見やれば、となりからも。

　作り物の村や田園風景や鎮ちん守じゆの森の上を、コースターは駆け抜けていく。なるほど、これは本当に竜の背中に乗っているみたいだ。

　ただ、高度もスピードも爽そう快かい感かんも、自分の翼で飛ぶ感覚を知っている僕にとっては物足りなかった。

　そして、あっという間にコースターはゴールに到達する。コースターを降りて、終始キャーキャー言ってたありすに、

「どうだった？」

　と訊きいてみた。

「ど、どうって……べ、別に。こんなもんかなって」

　なんだか無理矢理っぽい言い方だなあ。楽しいなら楽しいって言えばいいのに。

「でも、あの、もう少しスピードがあった方が面白いと思うんです」

　僕らの後ろの席から降りてきた千ち紗さが言った。そりゃ、貴女あなたは散々僕の背中に乗って空を飛んでますからね。

「いやしかし、あれ以上速いと光景を楽しむ余裕がなくなるんじゃないのか？」

　と、やはり降りながら高たか槻つきさん。

「……光景？」

　ありすが呟つぶやいて首を傾かしげた。眺めを楽しめていない人がここにいるみたいです。でもまあ、その余裕がなかったということは、それはそれでジェットコースターを楽しめたということなんだろうけど。

　順路に従って外に出ると、龍りゆう造ぞう寺じさんが待ちかねていた。僕らの顔を見るなり、

「いかがでしたか？」

「あ、うん。楽しかったよ。オトギーランドが好きで何度も来てる人とか、詳しい人ほど楽しいかもね。今見えたのがどのアトラクションだ、とかわかったりすれば」

「もちろん、それも狙ねらいの一つですわ。ほら、ご覧になって」

　龍造寺さんが示した先には、となりのアトラクションの方にまで延びた順番待ちの列があった。僕らが並んだときより倍以上は長くなっている。

「リピーターもたくさんいらっしゃいますから、あの盛況ぶりですのよ」

　企画した龍造寺さんも鼻が高いというわけか。

「ゆくゆくは、竜やドラゴンを模したアトラクションを、もっともっと増やしていく所存ですわ！」

　……。この人は、何でそんなにドラゴンが好きなんだろう……？

「しかし、何時間も並んで楽しいのはたった数十秒か。悪いが割に合わないと思ってしまうな、私は」

　そんなことを言う高槻さんは、そもそも遊園地とかに向いていないのかも。

「確かに、その点を解消できれば一番いいのでしょうけれど……そればっかりはどうにもなりませんわ」

　龍りゆう造ぞう寺じさんが肩を竦すくめる。はは、そりゃそうだ。

「さ、次はこっちですわよ」

　龍造寺さんがそう言って、また歩き出した。

「代表取締役に特権はないと言いましたけど、実は一つだけあることに気がつきましたの」

「え？　あの、それは何ですか？」

　千ち紗さが訊きくと、龍造寺さんはいたずらっ子のような顔で声を潜ひそめて、

「どのキャラクターがいつどこにいるのか、そのスケジュールを把は握あくできることですわ」

　なるほど。

「ああ、そういえばこんなものも持ってきていたんだ」

　高たか槻つきさんが思い出したように、パーカーのポケットからデジタルカメラを取り出した。

「まあ、用意したのは千紗なわけだが」

「……それをどうして高槻さんが持っているの？」

　僕の質問に、高槻さんはニヤニヤと笑って、

「決まっているだろう。どちらかといえば、千紗も撮とってほしい側だからだ」

「あの、ちょ、姫ちゃん……！」

　少し慌てたように、千紗が高槻さんにすがりつく。

「大丈夫、このくらい言ったってわかりはしないさ」

　……何が？　っていうか、誰だれが？

　そんな話をしつつも歩みは進み、大きな門というか鳥居に到達した。

「ここからは『もののけエリア』ですわよ。お化けや妖怪のキャラクターが住んでいる場所ですわ。もちろん、キツネの狐こ太た郎ろうも」

　確かに、鳥居をくぐると雰囲気が大きく変わっていた。茅かや葺ぶきの民家が減り、木々やボロボロの神社、墓場などがあちこちに見える。……どれもデフォルメされているし、人も多いから、全然怖いという感じではないけど。

「こっちですわ。もうすぐ出てくるはずですけれど」

　腕時計を見ながら龍造寺さんがそう言った瞬間に、古い稲荷いなり神社の扉が開いて、三頭身くらいのキツネが飛び出してきた。頭の上に葉っぱを乗っけているのはお約束か。

「おお、ドンピシャとは。さすが」

　と高槻さん。

　キツネの狐太郎は一番近くにいたお客さんだったからか、それとも社長の龍造寺さんを見つけたからか、自ら手を振りながら僕らの方へと歩み寄ってきた。そして、その大きな手でありすの頭をなでた。

「……子ども扱いされてない？」

　むくれたようなことを言ってはいても、ありすだって女の子なわけで。で、女の子というのは、えてして可愛かわいいものが好きなわけで。つまり、何というか、今の言葉は照れ隠しだと思う。

「えっと、人懐っこいキャラクターなんですよ、きっと」

「そーかなー？」

　とか、千ち紗さの言葉に半信半疑の目をしつつ、ありすは手を伸ばして狐こ太た郎ろうの体に触れた。

「おー、すごい。ふわふわだ。ってか、これホントに着ぐるみ？　何か毛の下も柔らかいし、温かいし……」

　確かに、見れば尻尾しつぽやヒゲが動いていたり、芸が細かい。精巧なのが売りだとは聞いていたけど、本当に生きてるみたいだ。

「着ぐるみではありませんわ。化けギツネの狐太郎はああいう生き物で、このオトギーランドに住んでいるのです。先ほども言いましたけど、そういう子どもたちの夢を壊すような発言はなさらないで下さいな」

「あ、そっか。ごめん」

「それより、写真を撮とらないか。ほら、周りに人も集まり始めている。オトギーランドの人気者を私たちだけで独占するのも悪いだろう」

「では、カメラを貸して下さいませ。わたくしがお撮りしますわ」

「いや、ダメだよ、龍りゆう造ぞう寺じさん」

　僕が言うと、龍造寺さんは「え？」と首を傾かしげた。

「せっかくみんなで来たんだから、みんなで写らなきゃ」

　周囲を見回すと、黒子姿で小振りな箒ほうきとちりとりを持って巡回しているスタッフが目に入った。いや、黒子姿とはいえ、さすがに顔は隠していないけど。

「すみませーん、写真、お願いできますかー？」

　そう声をかけると、黒子さんは仕事の手を止めて、イヤな顔一つせず「はい、もちろん」と応じてくれた。

「……でも、よろしいんですの？」

　遠慮がちにというか、戸惑い気味に、龍造寺さんは訊きいてきた。

「ダメな理由なんて何もないじゃない、友達なんだから。むしろ一緒に写るのが当たり前でしょ」

「……ナチュラルにこういう対応をするんだからやっかいだな」

　高たか槻つきさんが苦笑しながら言った。

「……ですよね」

「同感」

　千紗とありすもうなずいている。

　……えっと、何が？

「まあ、そこまで仰おつしやるなら、一緒に写って差し上げますわ」

　髪の毛をいじくりながら、ちょっとはにかみ気味に言って、龍りゆう造ぞう寺じさんも狐こ太た郎ろうや僕らに歩み寄ってきた。

　狐太郎の側そばは女の子たちに譲って、僕は端っこに立っていよう、と脇わきに寄った。端の僕から順に、龍造寺さん、高たか槻つきさん、狐太郎、千ち紗さ、ありすという並び。

　そして、高槻さんからカメラを受け取った黒子さんの「はーい、撮とりますよー」の声に、みんなが三頭身のキツネを中心にしてカメラに顔を向ける。

　そしてシャッターが……、

　高槻さんがイタズラっぽい笑顔で龍造寺さんと強引に肩を組んだ。

　龍造寺さんは高槻さんの馴なれ馴なれしい行為に少し驚いて、そして少し照れたような顔で固まってしまった。

　千紗がいそいそと僕の脇へと移動してきた。

　それを見て、ありすも僕のとなり、というか僕の前へとダッシュしてきた。

　気がつけば、主役であるはずの狐太郎が一番端へと追いやられている。

　……シャッターが、押された。

「あのー、すみません、狐太郎が三分の一くらいに切れちゃったんですけど……」

　黒子さんが申し訳なさそうにそう言った。律りち儀ぎにも、撮る直前の千紗やありすの位置変更に対応してくれたらしい。むしろ、すみませんはこっちのセリフだ。

　っていうか、みんな何をやっているんですか。

「もう一枚撮ります？」

「あー、いいですいいです。ありがとうございました」

　高槻さんが、カメラの液晶で写真を確認して、面白そうに笑いながらそう言った。

「たぶん、この写真以上にいい写真はなかなか撮れないですから」

　首を傾かしげながら、黒子さんは「はあ」とか言っている。もう狐太郎も他ほかの家族に愛あい嬌きようを振りまき始めていた。

「写真を撮るときくらい、なんでジッとしてられないかな」

　思わずぼやくと、

「まあ、それもいいんじゃないのか？　とても我々らしい写真になったと思うぞ」

　高槻さんはさも楽しそうに言うのだった。



　その後、『河童かつぱの川下り』とかいう船を使ったアトラクションやら『一寸法師のお椀わん』と銘打ったいわゆるティーカップに乗ってみたり、竜りゆう宮ぐうキャッスルの真下で『赤鬼青鬼のコブ取りダンス』とかいうパレードを見物したりした後、昼食を取るべく『花咲爺じいさんの花見茶屋』というお店に入った。

　茶屋といいながら、メニューに定食や麺めん類るいまで揃そろっているのはいかがなものか。

　そのお店で千ち紗さがマイ七味を取り出して山菜そばが真っ赤になるまで投入し、高たか槻つきさんが腹八分目と言いながらヒレカツ定食と鴨かも南蛮そばを平らげ、ありすが僕の天ざるセットから天ぷらを二つほどかっさらっていくような食事風景の後、

「午後は何か一つアトラクションを回って、その後はお買い物を、と思っているのですけれど、何か遊びたいアトラクションの希望はありまして？」

　と龍りゆう造ぞう寺じさんがみんなの顔を見回して言った。

　珍しいことに、龍造寺さんの問いに「はいっ」と真っ先に手を挙げたのは千紗だった。そしてどういうわけか顔を真っ赤にして、

「あ、あの！　わ、わたくし、お化け屋敷に行きたいですっ！　そ、そしてっ、竜りゆう太たさんと一緒に入りたいですっっっ！」

「おおー、千紗、頑張った！」

　高槻さんが何のつもりか手を叩たたいて感心している。

「え？　え？　何で僕と？」

「えっ？　あ、あの、その、午前中はずっと片かた桐ぎりさんとばっかり乗って、ずる……あ、じゃなくて！　えっと、その、……」

　何で千紗は、そんなにいっぱいいっぱいなんだろう。

「まあアレだ、せっかくだからペアの組み合わせを替えて親しん睦ぼくを深めるのもよかろう、と千紗は言いたいわけだ」

「は、はいッ！　そ、そういうことですっ！」

　はあ。だったらむしろ千紗は、ありすととか、一度もアトラクションで遊んでいない龍造寺さんと組んだ方がいいような気もするけど。

「……くっ、やられた……ッ！　しかもお化け屋敷って……なんてベタな……」

「え？　ありす、何か言った？」

「……別に」

　ぷい、とありすは横を向いてしまった。

「はは、油断したな、片桐さん。ま、そういうことだから、次は千紗とだ、赤あか尾お」

「そりゃまあ、僕は全然構わないけど……」

　楽しそうな高槻さんと嬉うれしそうな千紗。対照的に仏頂面のありすと、龍造寺さんまでが困った顔をしている。

「お化け屋敷……。うーん、言っておきますけれど、オトギーランドのお化け屋敷はそんなに怖いつくりにはなっていませんわよ？」

「え？　あの、そうなんですか？」

「ええ。小さなお子さんからお年寄りまでが一緒に等しく楽しめる、というのが基本理念ですもの。ですから怖いというより、むしろ、ユーモラスだったり幻想的だったりというテイストで作ってありますの」

「だって。へへー、残念だったねー、千ち紗さポン」

「むー。で、でも、それでもいいですっ」

「え？　だから、何の話？」

　何でみんな僕から目を逸そらすんですか。あ、いや、龍りゆう造ぞう寺じさんだけはいつもと変わった様子はないけど。

　……たぶん、僕同様に龍造寺さんも何かがわかっていない。そしておそらく、それをわかっていないことにさえも気づいていないに違いない。

「さ、行き先が決まったならさっさと行こうか」

　一番たくさん食べたはずなのに一番早く食べ終わっていた高たか槻つきさんが、そう言って席を立った。

　みんなも高槻さんに続いて立ち上がる。

　結局、誰だれもわかるように説明はしてくれないわけですか。

　……やれやれ。



　千紗の希望で僕らが向かったのは、写真を撮とった『もののけエリア』にある『妖怪屋敷稲生いのう邸』というアトラクションだった。

　順番待ちに並ぶ建物は、今回は日本家屋風。時折、可愛かわいらしい座ざ敷しき童わらしのホログラムが走り抜けていったりする。

　しかし、並びながらそのアトラクションについて説明してくれた龍造寺さんは、

「……それはお化け屋敷と言えるのか？」

　と腕組みプラス苦笑の高槻さんに言われてしまっていた。

　それは、ホログラムの妖怪たちを見て回るものらしい。二人乗りのコースターというか、動くシートに乗って。確かにお化け屋敷とは言い難い。

「ですから、最初にお断りしましたわよ？　他ほかに『鬼退治エリア』に行けば『鬼ヶ島アドベンチャー』とかもあるのですけど……」

「それはどんなヤツなの？」

　ありすが訊きくと、

「専用の刀を持って、ホログラムの鬼たちを斬きり倒していくアトラクションですわ。点数によって景品が変わるようになっていて、『竜たつの子こ太た郎ろうコースター』と並ぶ人気のアトラクションですのよ」

「うーん、そっちもお化け屋敷という感じではないな」

「でも、そっちの方が面白そうじゃん？」

「そのかわり、並ぶ時間も長くなりますわ。それに、そこのおっとり娘の希望ですし。体を動かすのが得意でない人には、あまり向いているアトラクションではないと思いますの」

　龍りゆう造ぞう寺じさんもちゃんと考えてるなあ。確かに僕と千ち紗さのペアじゃあ、点数は悲惨なことになりそうだ。

「次に来たときには、委員長とチビッコでペアを組んで挑戦なさってはいかが？　体育の授業を見ている限り、かなりの高得点が期待できそうですもの」

「……ってかさ、そのチビッコって呼び方、いい加減やめてくんない……？」

　しかし、龍造寺さんはごく自然にその訴えをスルーした。

「さ、そろそろ順番ですわよ」

　乗り場では日本家屋風の建物にふさわしく、女中さんっぽいコスチュームの女性係員が乗り込みの手伝いを、そして若わか旦だん那な風のお兄さんが口上を述べていた。

「山さん本もと五ご郎ろう左ざ衛え門もんと申します。この先、私の手下たちがみなさまの歓待の準備をしておりますので、存分にお楽しみ下さい」

　シートに乗り込みながらその口上を聞き、

「山本……稲生いのう……そうか、『稲生いのう物怪もののけ録ろく』か。なるほど……」

「いのうもののけろく……ってなんですか？」

　となりに乗り込んできた千紗が訊きいた。

「武士の子どもの主人公が、三〇日にわたって化け物たちとやり合う話だよ。っていっても、戦うっていうよりは度胸試しみたいな感じだけどね。音読みで『いのうぶっかいろく』とするべきだ、って説もあるそうだけど……。山本五郎左衛門っていうのは、もののけたちの親玉、魔王の名前。僕の記憶では武士の姿だったはずだけど」

「魔王……。ずいぶん穏やかな魔王さんですね」

「だねえ」

　シートが動き出し、暗いコースの中へと走り出した。

　進路の左右に行あん灯どんが一つずつ見えた。それが、突然燃えだして、一瞬で燃え尽きる。

　怖いというより、綺き麗れいな印象。耳元のスピーカーから聞こえる効果音も雰囲気を盛り上げている。

「わあ」

　と、千紗も幻想的な光景に見入っていた。

　次に屏びよう風ぶが見えた。その屏風から可愛かわいらしい女性が顔を出し、その首がにゅーっと伸びていく。やっぱりどこかコミカルで、怖いという感じではない。

　さっきの魔王といい、このろくろ首といい、さすがに中身は稲生物怪録のままではないらしい。名前だけ借りてきて、その実はオトギーランド流の演出を見せる、ということか。

　演出はどんどん派手になり、一度に登場する妖怪の数もどんどん増えていく。今はもう、百鬼夜行が僕らのシートと併走している。

「すごいですね、ホログラムって、まるで本物みたいです」

「うん、まあ、確かに怖くはないけど、これはこれで面白いね」

　目の前に現れた一つ目のお坊さんが、どんどん大きくなっていく。見越し入道ですか。大きくなって大きくなって、もっと大きくなって、見越し入道はぱちんと弾はじけて消えた。

「……えっと」

　千ち紗さが口ごもった。

　少しの沈黙。目の前に展開する妖怪たちの競演に目を奪われて、ややもすれば会話がなくなってしまう。

「あの……ずっと、言おうと思っていたんですけど」

「え？」

　千紗の方を向くと、僕を見ていたのか、千紗と目が合った。目が合った瞬間に、千紗はほのかに頬ほおを染めてうつむいてしまったけど。

「あ、ありがとうございますっ」

　うつむいたまま、千紗は振り絞るようにそう言った。

「……はい？　何が？」

「あの……、この間、乙おと姫ひめさんの引き抜きをキッパリ断ってくれたじゃないですか。わたくし、あのとき、すっごく嬉うれしかったんです！」

「あー。いや、それほどのことじゃ……」

　苦笑混じりに僕がそう答えると、千紗はようやく顔を上げて、

「いえ！　ありがとうございます。えっと、河か川せん敷じきのことだけじゃなくて、今まで守って頂いたことですとか、仲間になって下さったことも含めて……。それで、あの！　わ、わたくし、竜りゆう太たさんに何かお礼をしたいんですけど、何をしたらいいですかっ！」

「え？　いいってば。僕自身、わりと楽しんでやってるし」

「いいえ、ダメです！　竜太さんには辛つらい思いや痛い思いをいっぱいさせてしまいましたから……。わたくし、竜太さんのためならメイド服だって着ちゃいます！」

　千紗は上気した顔をまっすぐ僕に向けて、かなりテンパッた感じで言った。

「はあ？」

「……そ、その、片かた桐ぎりさんほど、可愛かわいらしくはないかもしれませんけど…………」

「いや、ちょっ……」

「あ！　竜太さん、チャイナドレスがお好きなんですよね！　帰ったらすぐ仕立てさせます！　それで、このお団子ももっと中華っぽくまとめて、竜太さんのためにチャイナドレスを着ます！　何でしたら、語尾にアルとかつけて片言っぽく喋しやべってもいいです！」

　何ですと？　それは、かなり見たいかも。スタイルのいい千ち紗さには、体のラインがハッキリ出るチャイナドレスはすごく似合うはずだ。まあ、喋しやべり方とかはアレだけど……。

　いや、じゃなくて！

「待ってってば！　ちょっと、千紗、何言ってるのさ」

「……ダメですか？　わたくしは、竜りゆう太たさんに喜んでほしいんです。そのためなら、何だってします。何だってできます！」

　その必死さに思わず苦笑い。

「ありがとう。でも、その気持ちだけで充分だよ。それに、女の子が軽々しく何でもするなんて言っちゃダメだって」

「……………………こんなこと、竜太さん以外の人に言ったりしません」

「え？」

「あ、いえ……えっと、遠慮しないで下さい。実のところ、わたくし、ちょっと不安なんです。もし竜太さんが引き抜かれてしまったらって思うと……。竜太さんに限ってそんなことない、ってわかってるんですけど、それでも……。ですから、竜太さんのために何かさせてほしいんです！」

「約束したでしょ、裏切りは控えるって。だから、そんな心配は無用だよ」

　そう、微笑ほほえみかけた。



    

  
    
      



    

  
    
      「……はい。でも、わたくし……その、…………その、ずっと、ずーっっと竜りゆう太たさんに一緒にいてほしくて……それで……」

　そう言う千ち紗さの顔は、シートを取り囲むように跳び回る提ちよう灯ちんお化けの大行列のせいで真っ赤に染まって見えた。

「わかってるって。ずっと世界征服は手伝うし、約束は守るよ」

　顔を隠すようにうつむいた千紗は、ちょっと拗すねたように小さな声で、

「……いいえ、竜太さんは、何にもわかってないです」

「え？　今、何て？」

「あ、いえ、何でもないですっ。……あ、あの、そういえば、竜太さん、お父様とは仲直りできたんですかっ？」

「は？」

　おおっと。何でまた突然、そんな話を。いや、確かにちょっと今までの話題もアレなので、話題を変えてもらえるのはありがたいんだけど。

「仲直り、ねえ……」

　阿あ久く津つの騒ぎで色々あったとき、ちょっとした行き違いから、千紗は阿久津を僕の父親だと思い込んでいた。それ以来、もしかしたらずっと気にしていてくれたのかもしれない。

　いやでも、特別父とケンカをしていたわけでもない。

　母と離婚して出て行った父を僕は決して好きではないけれど、どちらかといえば僕が一方的にわだかまりを持っているというだけっぽい。だから、仲直りっていう言い方も何か少し違う気がする。

「うん、まあ、あの後電話はしたよ」

「本当ですか？　あの、よかったです。ホッとしました」

　千紗は自分のことでもないのに、とても嬉うれしそうに、そしてとても優しそうに微笑ほほえんだ。

「まあ、微妙な行き違いというか、変な誤解をされちゃったみたいなんだけど」

「えっ？　誤解って……大丈夫なんですか？」

　一転、千紗が心配そうな顔をする。

「あ、大丈夫大丈夫。そんな深刻な問題じゃないし、むしろ笑いごと程度だから」

　学校での爆弾テロ騒ぎとか、阿久津との決戦とか、そんなことがあって家に帰れなかった日に、僕が女の子と過ごしていたらしい、と思われてしまったのだ。

　まあ、実際千紗やありすと一緒にいたのは間違いないけど、父が思うような色っぽいことなんて何一つなかったわけで。

「そ、そうなんですか？　だったらいいんですけど……」

「うん。千紗の言うように、少し接し方を考えてみようと思うよ」

「あ……、はい！　絶対その方がいいですよ！」

　両親を失ってしまった千ち紗さとしては、親に対して色々思うところのある僕が歯がゆかったりしたのだろう。

「かもね。あ、もう出口みたいだよ」

　並んでいたときに見た座ざ敷しき童わらしが、こっちだよ、と前方のふすまを指さし、僕らに背を向けて駆け出した。そしてシートはその背中を追うように、ばん、と開いたふすまをくぐって明るい降車場に入り、停止する。

　降車場には、やはり先回りした龍りゆう造ぞう寺じさんが待っていた。

「龍造寺さんも一回くらいは乗ればいいのに」

　シートから降りて僕が言うと、

「いいえ。わたくしが乗れば、その分一人のお客様が楽しむのが遅れますでしょう？」

　うーん、さすが代表取締役。プロだ。

　千紗が降りて僕らの乗っていたシートがどこかへと走り去っていき、次のシートが到着する。そこに乗っていたありすと高たか槻つきさんも降りてきた。

「いや、なかなか馬ば鹿かにしたものでもなかったな。私は好きだぞ、このアトラクション」

「そう？　あたしは鬼を斬きり倒す方に行ってみたかったなー」

　しかし、にやっと笑って高槻さんは、

「あれ？　片かた桐ぎりさんも充分楽しんでるように見えたがなあ。お化けが出てくるたびに『うわあ』とか『おおう』とか言ってビビッてたじゃないか」

「いっ!?　い、言ってないっ！　へっちゃらだっ！　委員長、何言ってんだっ！」

　顔を真っ赤にしてムキになっていては、説得力も何もあったもんじゃないけど。

「まあ、楽しんで頂けたのでしたら何よりですわ」

「だーかーらーっ！　言ってないんだってばっ！」

「次は買い物だっけ？」

　高槻さんはありすの言い分には耳も貸さず、龍造寺さんにそう訊きいた。訊きながら、すでに出口へと向かっている。

「うがーっ、聞けーっ！」

　何だか引っ込みがつかなくなっているありすに、僕は、

「まあまあ。ほら、何か買ってあげるから、機嫌を直して」

　と声をかけた。

「子ども扱いすんなっ！」

　強烈な二連のミドルキックを流れるようなコンビネーションで僕に入れて、ありすも「ふんっ」とか言いつつ出口へのっしのっしと歩いていく。

「だ、大丈夫ですか……？」

　千紗がちょっと心配そうに、蹴けられた僕に言った。

「うん。ま、慣れてるから」

　言った言わないで引っ張るよりは、この方が落としどころとしては無難だろうしね。



　買い物をするのに連れてこられたのは、『恩返しエリア』だった。昼食を取った『花咲爺じいさんの花見茶屋』があるエリアだ。

　で、買い物コースの最初は『ブティック夕ゆう鶴づる』というお店だった。名前からわかる通り、衣類を売るお店だ。店員たちが着ている袖そでの一部だけが黒く染まった白い着物は、明らかに鶴をイメージしたものだろう。『鶴の恩返し』の鶴が開いているお店、というコンセプトなわけか。

　オトギーランドは様々なブランドと提携しているらしく、ファッションには疎うとい僕でさえ名前を知っている有名ブランドとコラボレーションした商品も数多く並んでいた。それはつまり、オトギーランド側も力を入れているということなのだろう。パーク内のお店だというのにかなりの広さがある。

「あのさ……いくら全部おごりっていっても、さすがに服まで買ってもらうのは気が引けるんだけど……」

　傍若無人なように見えて、こういうところはありすも常識人だ。

「いいえ、ダメです！　おごられる人が遠慮しちゃいけませんっ！　どうせですから、この際、片かた桐ぎりさんをめいっぱい可愛かわいくしちゃいましょう！」

　ぐっ、と握った拳こぶしを振り上げて、千ち紗さが宣言した。

「お、いいね。スポンサーのお許しも出たことだし、片っ端から着せてみようか？」

「あら、楽しそうですわね。そういうことでしたら、とっておきの服がありましてよ」

「な、ちょ、アンタら、あたしを着せ替え人形か何かと……」

「ごちゃごちゃうるさいですわ。さ、試着室はこちらですわよ」

　三人に連れ去られるようにして、ありすは店の奥へと消えていく。さすがのありすも、高たか槻つきさんに掴つかまれては逃げることもできないか。

　さて、こうなってしまうと僕はやることがないわけで。仕方がないので、店の壁にもたれて待たせてもらうことにした。

　……。

　いやしかし、店内は女の子ばっかりだなあ。

　……。

　何か、ちょっといづらいなあ……。

　そんな居心地悪さに耐えながら、待つことしばし。

「いーやーだーっ！」

　と喚わめくありすを引きずって、高槻さんが僕のところへやってきた。その後ろから千紗と龍りゆう造ぞう寺じさんもくっついてくる。で、さらにその後ろから、面倒を見てくれていたと思おぼしき店員さん。

　思ったより早かったなあ。もっと待たされるかと思ったのに。

　……あ、そうか。買う買わないで迷う必要がない分早いんだ。気に入ったら全部買っちゃえるわけだし。うーむ、恐るべし、久く喜き島しま家の財力。

　で、連れてこられたありすはというと。

　浴衣ゆかた姿だった。

　白地に、ヒマワリの花が大胆に大きく描かれている。ど派手な黄色がちょっとポップな感じ。なんていうか、元気なありすにはピッタリの柄に思えた。

　あ、ヒマワリの黄色の中から、やっぱり黄色い狐こ太た郎ろうがこっそり顔を出したりしている。うーん、さすがオトギーランド・ブランド、こんなところにまで遊び心が。

　で、帯はピンク。それもまたアクセントになっていた。

「季節外れだっ！　夏どころか、まだ梅つ雨ゆも明けてないっつーの！　あたし一人だけこんなカッコして、馬ば鹿かみたいじゃんかっ！」

　照れからか恥ずかしさからか、ありすの顔が赤い。

「先取りと言ってほしいですわ。これから夏に向けて、我が社が力を入れている新商品ですのよ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「そうですっ！　可愛かわいいから、そんなのは誰だれも気にしません！」

　千ち紗さが力強く断言した。……が、そういう問題だろうか。

「その証拠に、ほら！　注目の的ですよ！」

「それは季節的にありえない格好させられてるからだーっ！」

　いや、ぎゃーぎゃー騒いでいるからだと思う。まあ、半分くらいは「あの子かわいーねー」的な囁ささやき声なのは認めるけど。

「んー、とりあえず、赤あか尾お。感想を一言。可愛いだろ？」

「え？　僕？」

「何のためにここまで引っ張ってきたと思っているんだ」

　半ば呆あきれ気味に、高たか槻つきさんが言う。

　……僕に見せるためですか。しかし、わざわざ僕にまで訊きく必要があるのだろうか。女の子三人が寄ってたかって吟ぎん味みしたわけだし、否定する要素なんかどこにもない。

「そりゃ、可愛いに決まってるよね。似合ってると思うよ」

「……っ!?」

　ありすが顔をさらに赤くして、絶句する。

「はい、お買い上げー。いやあ、夏休みが楽しみだな？　お祭りとか花火大会とか」

　揶や揄ゆするように高槻さんに言われて、ありすはただでさえ赤くなっていた顔を耳まで真っ赤にしてしまった。

　何かが爆発したっぽいありすは、自分の右手をがっちりと握った高槻さんの腕にいきなりチョップをかました。

「痛っ」

　そして思わず手を放した高槻さんから逃れると、

「き、きっ、着替えてくる！」

　と、脱だつ兎とのごとく駆け出していった。

「では、手伝ってあげて下さいな。あの浴衣ゆかたも含めて、お買い上げの商品は全部宅配の手続きをお願いしますわ」

　龍りゆう造ぞう寺じさんにそう言われた店員さんも、「かしこまりました」と一礼してありすを追いかける。

「いやー、楽しかった」

　高槻さんがチョップされた腕をさすりつつ、笑って言った。

「ですね。可愛すぎです。えっと、例のアレなんか、もう反則だと思います」

「あー、アレな。本人も気に入ってたんじゃないのか？　アレのときだけは文句も少なかったし逃げ回らなかったし」

「アレ以外のどの服も可愛らしかったですわよ。服の選び甲が斐いもありましたわ」

　アレってどんな服だろう……？

　それはともかく、やっぱりこの三人、ありすを着せ替え人形だと思ってるんじゃないだろうか。機嫌を悪くしてなきゃいいけどなあ。

　しかし、そんな僕の懸け念ねんをよそに、着替えて戻ってきたありすはむしろ上機嫌に見えた。照れや恥ずかしさがまだ残っているのか、多少なりむくれてはいたけれど。

　……それはそうか。可愛かわいい服をたくさん着る、ってことは、女の子にとっては嬉うれしいことには違いないだろう。

「堪たん能のうしていただけましたかしら？　では、次に参りましょう」

　自分もめいっぱい堪能したっぽい龍りゆう造ぞう寺じさんがそう言って、次に向かったのは、『ショップ笠かさ地じ蔵ぞう』なる店舗だった。入り口には可愛らしいお地蔵様が並び、五体が笠を、一体が手ぬぐいを被かぶっている。こちらは笠地蔵が恩返しに持ってきてくれた贈り物を元手にお爺じいさんとお婆ばあさんが始めた店、というコンセプトらしい。

　そこはいわゆるお土産みやげ屋さんで、いつか見た『人形焼き』から人気キャラクターのぬいぐるみ、携帯ストラップやら何やらとキャラクターグッズがこれでもかとひしめいていた。

「ここがラストですわね」

　腕時計をちらりと見て、龍造寺さんが言った。

　確かに、ここで買い物を終えた頃ころには五時を回りそうだ。帰りの移動時間も考えれば、妥当な判断だと思う。

「……あのさ、竜りゆう太た」

　ありすは少し躊ちゆう躇ちよを見せつつ、僕の服の裾すそをちょん、と引っ張った。

「お化けのアレを降りたところでさ、何か買ってくれるって言ったよね……？」

「え？　あ、うん。欲しいものは買ってもらえばいいじゃない」

「ダメ。言った以上は、竜太が買ってよ。高いものじゃなくていいからさ」

「え？　うーん……そりゃ、別にいいけど」

　確かに言ったけど、誰だれがお金を出したって同じじゃないのかなあ。まあ、確かにありすの言うことには一理あるような気もするけど……。

「あ、じゃあ、あれはどうかな」

　と、僕は近くの棚に飾られていた写真立てを指さした。写真が入るべきフレームに、小さな狐こ太た郎ろうと、茶ちや釜がまに手足と頭が生えて唐から傘かさを手にした二番人気のキャラクター、分ぶん福ぶく茶ちや釜がまのタヌキ『茶ちやヶが丸まる』が寄りかかって座っているようなデザインだった。

「今日はみんなで写真も撮とったし、高たか槻つきさんがあの後も結構撮ってたみたいだから、飾るのにちょうどいいんじゃない？」

「あ、うん。じゃあ、あれにする」

「決断早っ。別に、まだ時間はあるからゆっくり選んでもいいよ？」

　しかし、ありすは首を横に振った。

「ううん、あれでいい。ってか、あれがいい」

「じゃあ、ちょっと待ってて」

　僕はその写真立てを持ってレジに並ぶ。一〇分ほど待たされて購入し、オトギーランドのロゴが入った袋に入れてもらったそれを「はい」とありすに手渡した。

「……ありがと」

　それをちょっと照れながら嬉うれしそうに受け取って、ありすは小さな声で言った。

「いやに素直だね」

「な、なによ。それの何が悪いんだっ」

　いつもなら蹴けりが飛んできそうなパターンだけど、その気配はない。ふくれっ面にはなったものの、ありすの顔色にはさほど怒った様子もなかった。むしろむくれながらも、喜んでいるのを隠しきれていない感じ。そんな顔で上目遣いに僕を見るありすに、僕は不覚にもドキッとしてしまった。

「いや、別に」

　ちょっとバツが悪くなって顔を背け、頭を掻かきながら照れ隠しに苦笑する。

　まったく、いつもこのくらいしおらしければ可愛かわいいのになあ。





　　　＊



　帰りも龍りゆう造ぞう寺じさんのリムジンだ。冷静に考えてみれば、何だかものすごい豪華な日帰り旅行だと思う。下へ手たな泊まりよりも贅ぜい沢たくをしている気が。

　で、その車中。来るときは高たか槻つきさんもありすもあんまり興味を示していなかったガイドブックだったけど、帰途についた今になって大人気になっていた。

「次は『雪女のアイス屋さん』に行こう。これから暑くなってきたら美う味まそうだ」

「あの、この『三枚のお札ライド』も面白そうじゃないですか？」

「あたしは鬼を斬きるヤツがいい。絶対、最高得点の特大ぬいぐるみを獲とる！」

　などとガイドブックを手に盛り上がっている。

「アイス屋さんの店員は全員雪女の衣装ですのよ。それと、三枚のお札では順番待ちの通路に小さな狐こ太た郎ろうが隠れていますの。中には何度捜しに来られても見つけられないお客様もいらっしゃるそうですわ」

　と、龍造寺さんも話題に出たところの耳寄り情報なんかを披露している。

　……はは。これは、次回の企画が持ち上がるのも時間の問題かもなあ。

　そんなことを思いつつ、僕もガイドブックに目を落としている。いや、僕は行きの段階から結構読んでいたんだけど。活字中毒ですから。

　しかし、気がつけば車内は妙に静かになってしまっていた。

　あれ、どうしたんだろう、とガイドブックから顔を上げて見回すと、千ち紗さが僕の服を引っ張って、

「しー」

　と人差し指を唇に当てて囁ささやくように言った。そして反対側の僕のとなり、ありすを指さす。見れば、ありすが高たか槻つきさんにもたれて小さな寝息を立てていた。

　……遊び疲れて寝ちゃったのか。あはは、まるっきり子どもじゃないか。

　さらに千紗の指は高槻さんの反対側のとなりに向いた。

　あ。龍りゆう造ぞう寺じさんまで、高槻さんにもたれて眠っている。

　黙っていれば美人の二人の寝顔は、おそろしく可愛かわいらしい。

　高槻さんは身動きが取れなくなって、困り果てたように笑っていた。

　思わず釣られて苦笑してしまった僕に、高槻さんは二人を起こさないよう最低限の動きでテーブルの上を示した。

　そこに置いてあったのは、デジタルカメラ。

　……撮とれと？　僕に撮れと？

　まるで僕の心を読んだように、イタズラっぽい顔で高槻さんがうなずく。

　しょうがないなあ。

　僕は音も振動も立てないようにそっと手を伸ばして、高槻さんを中央に寝ている二人を収めてシャッターを押した。

　フラッシュを焚たいてしまって、思わずヒヤリとする。けど、幸いにも二人はほぼ無反応でうたた寝を継続中。千紗も胸をなで下ろしていた。

　そんな様子に鮫さめ島じまさんも微笑ほほえんで、

「本日はありがとうございました」

　と小声で言った。

　何のお礼だろう、と僕らが首を傾かしげると、

「私はもうずいぶん長くお嬢様のお側そばにおりますが、こんなに楽しそうにはしゃいでおいでのお嬢様を見たのは初めてです」

　……楽しそうだったんだ。かなりクールに案内に徹してたように見えたけど。

「今後とも、お嬢様をよろしくお願いいたします」

　僕らは一度顔を見合わせて、うなずいた。

　少なくとも僕は、言われるまでもなくそのつもりだったしね。



    

  
    
      


第四章　夢の裏側





　僕らデーモンテイルが何かしら活動を始めると、色々な人が集まってくる。

　例えば活動場所のご近所の人たちや話を聞きつけた野次馬が様子を見に来たり、一緒に手伝ってくれたりとか、テレビ局が取材と称して邪魔をしにくることも珍しくはない。いやまあ、今日はテレビクルーは来ていないけれど。

　さらに最近増えたのが、差し入れを持ってきてくれる人や企業だった。

　企業で最初にそれをやり始めたのが、かつてレッドキャップ隊に強盗に入られた宝石店だった。その宝石店はある日、『被害届を取り下げる』と発表して世間を驚かせた。その真意を聞き出そうと殺到した取材陣に、その店のオーナーは、

「確かに当店は被害を受けましたが、本当に悪いのは裏で糸を引いていた阿あ久く津つとかいう大臣でしょう。しかも、今レッドキャップ隊の皆さんは日々奉仕活動に精を出しておられる。私はその姿勢を評価したいのです」

　と饒じよう舌ぜつに語ったのだった。

　あまつさえ、カメラの前で『当店では、デーモンテイルの奉仕活動を応援しています』などという張り紙を店舗に張ってみせる始末だった。その様子はワイドショーや夜のニュースで各局が流したため、実にいい宣伝になったらしい。

　後日には報道陣を引き連れて、ゴミ拾いをする僕らのところへ飲み物の差し入れを持ってきたりして、店舗名を連呼したりもしていた。その宝石店の被害額がいくらくらいだったのかはよく知らないけど、一連の宣伝効果を考えると、簡単に元を取ってしまったのではないだろうか。おそらく保険なんかもかけていたんだろうし。

　そして二匹目のドジョウを狙ねらって同じことを言い出す企業が続出した。ある程度その流れが一般化すると、その流れに乗り遅れた企業のイメージがダウンするような空気が蔓まん延えんし、結果的に、あれだけ世間を賑にぎわせた盗賊団への被害届がすべて取り下げられるという妙な事態になってしまっていた。まあ、もっとも、だからといって罪が消えるわけではないけれど。

　とにかく、世間では「レッドキャップ隊の逮捕とか、もういいじゃん。警察も他ほかにもっとやることあるでしょ」みたいな論調になりつつある。人気取りなのか何なのか、最近では政治家の中にもそんなことを言い出す連中がいて、真面目まじめすぎる父は「それが政治に携たずさわる者の発言か」と憤ふん慨がいしているのだとか。

　ま、要するに、僕らが河か川せん敷じきで作業を始めたという情報が流れれば、周りは騒がしくなるのだ。今日も、野次馬を含めて二〇人くらいの人がいつの間にかやってきていた。

　最盛期に比べればずいぶんと減ってはいるけれど、平日の放課後の活動であることを考えれば結構な数なのではないだろうか。

　僕らとしてももう慣れっこなので、いちいち野次馬に反応もしない。ただ、聞きつけるたびにやってきて手伝ってくれるお爺じいさんなんかとはレッドキャップ隊のみんなも仲良くなったりしていて、「ほら、爺さん無理すんなって」とか「俺おれたちがやるから、爺さんは重いもの持つなっての」なんてぶっきらぼうに言いながら気遣ったりもしている。

　そして、集まってくる人々の中には招かれざる客もいる。テレビカメラ嫌いのラプンツェルにしてみればテレビ取材なんかもその中に含まれるんだろうけど、目下一番面倒というか鬱うつ陶とうしいのは、

「ご機嫌よう！　デーモンテイルの皆様、そしてリンドヴルムさん！」

　土手の上に停とめたリムジンから降りて高笑いをしている、青いカスタム・ミニスカ着物にロボット装甲手足のこいつだ。

　今日は半魚人どもの乗った装甲車バスの数は少なめで、馬ば鹿かでっかいトレーラーを一台引き連れている。

「……今度は何の用だ、乙おと姫ひめ」

「もちろん、貴方あなたを連れに来たのですわ！」

　やっぱりか。やれやれ。

「何度来ても結果は同じだ。作業の邪魔だから帰れ」

「そうですっ！　リンドヴルムは、貴女あなたのところへなんか行きませんっ！」

　とラプンツェル。

　リトル・レッドフードはもう何を言うでもなく、あかんべーをしている。

「……不愉快ですわね、貴女たち。これだから品のない人たちはいやですわ」

「金にものを言わせて引き抜き工作するヤツにも品はないと思うけどー？」

　リトル・レッドフードが揶や揄ゆたっぷりに言った。

　いやしかし、真っ正面から交渉してくる乙姫の手口でも工作とか言うのかな……？

「ふん、よく回る口ですこと。言うことを聞かないなら、力ずくで聞かせるまで！」

　言いながら、乙姫が手を挙げて何かの合図をした。

　それに呼応して、トレーラーの荷台が、ぶしゅーっ、とか音を立てて開いていく。

「好条件を呑のんでおけばよかった、と後悔しても遅くてよ！」

　荷台から姿を現したのは、リンドヴルム状態の僕より一回り大きなゾウっぽい鉄塊。僕も含めて、それを見た全員が言葉を失っていたに違いない。

「さあ、今日は無理矢理でも連れて帰りますわよ！　わたくしのペットとして！」

「誰だれがペットだッ！」

「問答無用ですわ。ご安心を、殺したりはいたしません。ふふ、反抗的な猛獣を時間をかけて手なずけるのもまた一興ですものね。ほら、そこ！　撃たれたくなければ退どいてらっしゃい！　巻き込まれたら命はなくてよ？」

　荷台からよたよたと不格好な鉄塊が降りてくる。なるほど確かにそれには翼が生えていた。その体に比べてあまりにも小さかったけれど。

　その鉄塊には、確かに尻尾しつぽがあった。むしろ五本目の足としての機能しか備えていないように見えたけれど。

　その鉄塊の首はドラゴンのように長く、その先の頭には確かに角が生えていた。角は左右で大きさが違ったけれど。

　その鉄塊の口には、僕のような牙きばはなかった。そのかわり、口からは機銃が覗のぞいていた。

　そして、その鉄塊には僕にはないパーツもあった。おそろしいことに、それは背中から突き出た戦車並みの砲身だった。その不細工な姿とは裏腹に、物騒この上ない装備だ。

「ラプンツェルッ、レッドフードッ、レッドキャップ隊もッ！　手伝いに来てくれた皆さんを連れて急いで避難しろッ」

　叫びつつ、似ても似つかない僕の偽にせ物ものに向かう。メカ・リンドヴルムも、不格好な足を駆使して、がっしょん、がっしょん、と音を立てつつ器用に土手を駆け下りてくる。

　ヤツの首が、つまり機銃が持ち上がった。

　舌打ち。後ろにはデーモンテイルの仲間のみならず、一般市民もいる！　それはつまり、意地でも弾丸を後こう逸いつはできないってことだ！

　口の機銃が火を噴いた。フルオートの連つらなった銃声が響き、背後から銃声に怯おびえる悲鳴がいくつも上がった。

　僕は自ら銃身の前に出て二足で立ち上がり、翼を広げる。

　鉛なまりの弾が容よう赦しやなく僕の体に叩たたきつけられた。

　痛い痛い痛い痛いっ！

　さすがに拳けん銃じゆうよりも遥はるかに強烈だ。

「いい加減にしろこの出来損ないがッ！」

　なんとか掃そう射しやをやめさせようと、翼を広げたまま銃弾の雨の中を突進する。

　その僕の動きに対応して、メカ・リンドヴルムもちょこまかと足を動かして僕から遠ざかろうとしていた。そして、背中の砲身が仰々しく動いて僕へと向けられる。

　マジですか。いや、それはさすがに洒落しやれにならない。熱は無効化できたとしても、着弾の衝撃や爆風によるダメージは防ぎきれない予感。

　くっ、どうする？

　炎を吐けば……いやしかし、それで戦車砲の弾なんぞをどうこうできるものか？　目くらましになったとしても、撃たれてしまったら色々やばい。僕に当たっても致命的だろうし、外れても着弾点によっては巻き込まれる人が出そうだ。

　手詰まりか……。だったら、やりたくはないけど、体で受けるのが最善か……？

　と、悲壮な覚悟を決めようとした瞬間、

「えーいっ！」

　飛んできた粗大ゴミの冷蔵庫がメカ・リンドヴルムの背中に直撃した。ヤツはその衝撃によろめいて、戦車砲の狙ねらいが僕から大きく外れる。

　ちらりと見やれば、ラプンツェルが次弾の洗濯機をピンク色の髪で持ち上げ、ブンブンと振り回し始めていた。

　……はは。いや、ナイスフォロー。

「やあーっ」

　洗濯機、発射。洗濯機もメカ・リンドヴルムの足に命中する。

　お見事。メカ・リンドヴルムが大きくバランスを崩した。

　ラプンツェルがつくってくれた隙すきを活いかして、僕はメカ・リンドヴルムへと一気に間合いを詰めた。そして、首を絞めるような格好でメカ・リンドヴルムの喉のどを両手で掴つかみ、上を向かせる。それでも機銃は弾を吐きだし続けていたけど。機銃の振動が、僕の手の中で暴れている感じだった。

　これで鉛なまりの雨からようやく解放された。

　機械の首を握る手に力を込める。爪つめがめり込んだあたりからはバチバチと火花が散っていたけど、完全に破壊するにはもう少しかかりそうだった。

　戦車砲が、また僕の方へ向こうと動き始める。さすがにこの至近距離で撃たれたら、と思うとゾッとする。

　ええい、どうにでもなれッ！

　僕は覚悟を決めて長い首を伸ばし、戦車砲の砲身に真横から噛かみついた。牙きばが砕いた鉄の味と、オイルのイヤな臭においが口の中に広がる。不快だ。でも、早いところ戦車砲を封じてしまわないことには、被害拡大のリスクを消すことはできない。僕に向けられていなくても、適当にだって撃たせるわけにはいかない。

　顎あごに力を込める。

　砲身がメキメキと音を立て始めた。喉から右手を離し、振り上げ、砲身に叩たたきつける。僕が噛みついていた部分から、砲身は地面に向かって折れ曲がった。

　よし！　あとは口の機銃だけだっ！

　爪を立て、喉の装甲を引き裂いて配線だか何だかわからない何かを掴み、思いっきり引っ張った。ちぎれた配線から発せられるスパークが少し鬱うつ陶とうしいけど、構っている余裕はない。

　装甲が剥はがれた喉に噛みついて、牙で引き裂き、噛み切った。メカ・リンドヴルムの頭がガシャンと地面に落ちる。それでようやく、機銃が沈黙した。

　赤いワンボックスカーの陰から、レッドキャップ隊の歓声が上がる。……そんなとこで見てたのか。危ないんだから、もっと遠くまで逃げろっつーの。

　……まあいい。とにかく、さっさとケリをつけてしまおう。

　頭を失ってだらりと垂れた首から手を放し、胴体の装甲に掴つかみかかった。そして、渾こん身しんの力を込めて一気に引きはがす。

　と、装甲の下から現れたのは操縦席だった。

　そして、そこに乗っていたのは……何だか近未来的なバイザーつきのヘルメットを被かぶった、三頭身のキツネだった。

「な……」

　唖あ然ぜんとして手が止まってしまった。目が点になる。

　そのキツネは「しまった」と口走って、機敏な動きで操縦席から飛び降り、土手を駆け上がって装甲車バスの中へと転がり込んだ。

　うーん、なんだろう。ムダのない俊敏な動きだったけど、いかんせん三頭身のキツネなので、どうにもコミカルさがにじみ出ていた。

「さすがリンドヴルムさん。試作品に武器をくっつけた程度では歯が立ちませんわね」

　土手の上で高見の見物を決めこんでいた乙おと姫ひめが、他人事のように言った。

　冗談じゃない。これ以上強力なのを持ってこられたりしたらマジで命に関かかわる。

「まあ、今日のところは大人おとなしく退散いたしますわ。ごめんあそばせ」

　そう言って高笑いをする乙姫の脇わきで、運転手半魚人がリムジンのドアを開ける。そのまま乙姫はリムジンへと乗り込んだ。

　半魚人全員も黙々と装甲車バスに消えていく。そして車は走り出し、竜りゆう宮ぐうフォースの皆さんは、実に手際よく撤退してしまった。

「なんだったんだ……」

　ワンボックスカーの陰から出てきて、三号が呟つぶやいた。三号に続いてリトル・レッドフードや他ほかの隊員たちもぞろぞろ出てくる。さすがに、ご近所の皆さんは逃げてしまったようだったけど。いや、まあ、怪け我が人が出なくてよかった。

「あの、リンドヴルム、大丈夫ですか？」

　ラプンツェルが駆け寄ってきた。

「ああ。助かった、ありがとう」

「いえ！　このくらい、何でもないですよ」

　まるで褒ほめられた子どものように、ラプンツェルは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。小さくガッツポーズまでしている。

「それよりさ、リンドヴルム」

　リトル・レッドフードも歩み寄ってきつつ、言った。

「あのメカの中に乗ってたのって……」

「ああ」

　当然、思っていることは同じだったのだろう。

「あの、今日はもう、世界征服作戦どころじゃなさそうですね」

「同感だ。一度基地に帰って、対策を練るべきかもしれんな。交渉を持ちかけてくるだけなら放置してもいいが、あんなものを度々持ち出されたのでは身が保もたん」

　僕が破壊したばかりの鉄塊を見やりつつ、全員が真剣な面持ちでうなずいた。
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「あれって、狐こ太た郎ろうだよね。オトギーランドの」

　基地に戻って円卓に着くなり、ありすが言った。スイッチ一つで変身する僕や千ち紗さと違って、まだリトル・レッドフード姿のままだった。さすがにフードは被かぶっていないけど。

「ですよね。どう見ても」

　千紗がありすの言葉にうなずいた。

「なんだって遊園地の着ぐるみが、一二〇ミリ砲積んだ五足戦車から出てくるんだ？」

　と三号。

　僕らもその理由を知りたいです。

『それなのですが』

　ドクターの声が響いてきた。

『回収したその戦車を見る限り、妙なことに単座、つまり一人乗りでした』

「何が妙なの？」

　ありすが首を傾かしげる。

「隊長。通常、戦車は一人では操縦できないのですよ」

　答えたのはドクターではなく、一〇号だった。

「指揮をする車長、運転を担当する操縦手、主砲の照準と射撃を担当する砲手、主砲の廃はい莢きようや装そう填てんをする装填手、の四名が一般的なんです。最近では装填システムの自動化も進んでいるようなので、三名の場合もあると聞いていますが……。少なくとも、移動と火器の操作を同時に行うというのは、普通の人間には難しいでしょう。いえ、まず不可能だと言っても過言はないはず」

『その通りです。私は不可能とまで言う気はありませんが、まともに戦うのはさすがに無理でしょう。まして、首の機銃まで制御するとなれば、並の人間では手が回りません』

「それを着ぐるみを着てやってのけたって？」

　呆あきれ気味に一号が言った。

「ちょっと待って……。あのさ、ドクター。例えば、竜りゆう太たとか千紗ポンみたいな改造人間だったら、一人で戦車の操縦とかできるかな？」

『一概には言えませんが、改造の方向性によっては可能かもしれません』

「待ってくれよ、隊長。じゃあ、隊長はあの着ぐるみが改造人間だってのか？」

「だって、オトギーランドで触ったとき、作り物だとは思えなかったんだもん。ドクターが言いたかったのもそういうことでしょ？」

『ええ。あくまで可能性の話ですが』

「しっかし……遊園地で改造人間を使うって、どういう神経してんだ？」

「いや、まだそうと確定したわけじゃないけどね。……限りなく黒に近い気はするけど」

　決めつけた八号に、僕は思わず言った。

　その一連の流れに、千ち紗さが不安そうに僕らの顔を見回した。

「あの……、竜りゆう太たさん、片かた桐ぎりさん。それって、もしかして……乙おと姫ひめさんはヤトさんだってことですか？」

「うーん……必ずしもイコールとは限らないけど……」

　背格好や顔も似ている気はする。でも、さすがに顔を隠してあそこまで奇抜な格好をされると、似ているからといって断定はできない。

「いやいや、隊長たちの話じゃ、その子はオトギーランドの社長なんすよね？　だったら、仮に本人じゃなくても事情は把は握あくしてるはずなんじゃないっすか？」

　確かに。龍りゆう造ぞう寺じさんはリンドヴルムに並々ならぬ興味を示してたしなあ。

「しかし、天下のオトギーランドがこんな馬ば鹿かげた真ま似ねをするかなあ？」

「例えば、リンドヴルムを仲間に引き込んで見せ物にしようとか？」

「それって、オトギーランドのコンセプト的に旨うま味みは少ないだろ」

「話題性は抜群っぽいけどな」

　口々に言うレッドキャップ隊の声に、千紗は、

「でもでも、ヤトさんはそんなことする人じゃないと思うんです」

「そうかなー。結構強引だよ、あの子。それに、一度そうかと思ったら、もうヤトちゃんとしか思えないじゃん。あのしゃべり方とかあの態度とか」

「……同じ感覚を誰だれかさんでも感じたような」

　僕が苦笑混じりに言うと、千紗もありすを見てくすくすと笑みをこぼした。

「悪かったわね」

　拗すねたありすが仏頂面で頬ほお杖づえをつく。円卓のあちこちから笑い声が上がった。

「それはともかく、ボス。隊長も」

　ひとしきり笑って、一〇号が真面目まじめな口調で言い、手を挙げた。

「このような事態ですので、ゴミ拾い……世界征服作戦の一時凍結を提案します。そして凍結している間に、我々はオトギーランドについて調査してみたいと考えているのですが、承認していただけますか」

　えっと、と千ち紗さは僕に視線を向けてきた。どうしたらいいのか困っているのだろう。

「お願いしてもいいんじゃないかな。調査とかだと、高校生の僕らにできることなんかたかが知れてるし、そもそも学校がある時間は動けないし」

「あの、じゃあ、お願いしてもいいですか……？」

「お任せを」

　そう言った一〇号に、ありすは、

「じゃあ、これを持ってきなよ」

　と首から提げていた認識偏向時計を外し、円卓の上を滑らせるように放ほうった。次いで、ポケットから取り出した専用のねじ巻きも滑らせる。

「お借りします」

　一〇号が器用に円卓を滑ってくるその二つをキャッチして、ポケットにしまった。

「それから、もしヤバそうだと判断したら迷わず中止して帰還すること。安全第一だかんね、わかった？」

「了解です」

　一〇号が立ち上がり、他ほかのメンバーもそれに倣ならった。

「えっと、あの、気をつけて下さいね……？　いきなりあんな戦車で攻撃を仕掛けてくる人たちが相手ですから。決して無茶はしないで下さい」

　そう声をかけた千紗に、レッドキャップ隊の面々は顔を見合わせた。

「……いや、いいもんだね。仕事行くのに気遣ってもらえるってのは」

「だなあ。アンシーリーコートなんか怪け我がしようが何しようがノルマ優先だったもんなあ」

「というか、前のボスには殺されるところだったし」

「俺おれ、デーモンテイル、好きだ」

「ま、居心地はいいやな」

「じゃあいっちょ頑張りますか！　我らが貧乳隊長のためにも！」

　無駄口を叩たたきながら、陽気に笑ってレッドキャップ隊がゾロゾロと出口へと向かう。

「……誰だれが貧乳だッ！」

　ありすがその後ろ姿に、ブーツを脱いで投げつけた。「うへえ」だの「どひゃあ」だの、悲鳴だか楽しいんだかよくわからない声を上げつつ、レッドキャップ隊の面々は走って大広間から逃げていく。

　……うーん、大丈夫かなあ。ちょっぴり不安だ。
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　朝。教室で、メンバーが揃そろうなり高たか槻つきさんは、

「日曜の写真が現像できたから、渡しておく」

　と僕ら四人に結構な厚さの封筒を手渡した。

「注文とかを受けつけるのが面倒だったから、全員に全部の写真を配ることにした。ま、私の金じゃないがな」

　へえ、と言いながら中身を出してみる。千ち紗さもありすも龍りゆう造ぞう寺じさんも、僕と同じ行動を取っていた。

　一番上にあったのは、狐こ太た郎ろうと撮とった集合写真だった。黒子さんが言っていた通り、狐太郎が入りきらずに三分の一どころか半分近くはみ出してしまっている。オトギーランドに行ってこんな写真を撮るのは僕らぐらいだろうなあ。

「あら。わたくしも結構写して下さいましたのね」

　写真を見ながら、龍造寺さんが意外そうな顔をする。

「んー、まあ、せっかく一緒に行ったんだしな。鮫さめ島じまさんのこともあるし」

「鮫島？　鮫島がどうかなさいまして？」

「あ、いや、ははは、何でもないぞ」

　余計なことを口走った高槻さんが、慌ててすっとぼけた。

「……やっぱり、姫ちゃんの写真が少ないですよ」

　そんなやりとりをよそに、写真を一枚一枚チェックしていた千紗が言った。

「そりゃまあ、カメラを持っていた人間が写っているはずはないな」

「では、次に行くときはわたくしもカメラ係を務めますわ」

　その龍造寺さんの発言に、千紗とありすが微妙な顔をする。

　ま、気持ちはわかる。次があるといいですね、龍造寺さん。貴女あなたが竜りゆう宮ぐうフォースの関係者ではないことを切に願っています。

「それにしても、みんなで行ったわりには、ツーショットが多いですわね」

　言われてみれば、確かにそんな気が。そして、写っている回数を見ると、僕はずいぶん優遇されている気もする。

「んー……はは。気のせいだろう」

　高槻さんが言った。そこはかとなく、目が泳いでいるような……。

「……千紗ポンの方が多くない？」

「そんなことはないですよ。それに、あの、片かた桐ぎりさんは写真立てを買ってもらったんだからいいじゃないですか」

「それとこれとは話が別だっつーのッ」

「別じゃないですっ」

　何だか最近、この二人は妙に張り合ってるっていうかじゃれ合ってる気がする。仲が良いなあ。

　さらに、次の写真に目を落とす。

「あ、これ、服屋さんで試着した写真だね。そういえば、僕、浴衣ゆかたしか見てないんだった」

　ありすが真っ白いワンピースを着た写真。次は赤基調のチェック柄のスカート。ワンピースではないけれど、上下揃そろいの服だ。そして少しフォーマルな感じの、黒っぽいイブニングドレス。もちろん、例の浴衣もある。

　その後にはストライプのシャツだったりゆったりしたチュニックだったり、カジュアルっぽい服が少し続いて、そして、思わず噴き出してしまう写真が出てきた。

　バラのコサージュとフリルが山ほどついた、ゴスロリっぽい衣装の写真。

　いや、何ていうか、ある意味似合いすぎ。嫌がりながら照れてギャーギャー言っているのであろう表情以外は。っていうか、高たか槻つきさんが後ろからスリーパーホールド的に押さえ込んでいるところを見ると、撮とられまいと逃げ回っていたのだろう。

「あ、メイド服もあるんだ」

　マレーンの制服とは違って、膝ひざ上うえのかなり短いスカート、大げさなほどフリルがついたエプロン、見た目重視で実用性皆無の頭飾りホワイトブリム。露骨すぎるデザインなだけに、可愛かわいらしさもマレーンの制服とは比較にならない。こういう服を着ると、ありすでさえ従順そうに見えるから不ふ思し議ぎだ。いや、もちろんそんなの錯覚に決まってるんだけど。ありすだしね。

　ってか、何でこんな服まで扱ってるんですか、ブティック夕ゆう鶴づるは。

「……このメイド服は逃げなかったんだ」

　むしろその写真のありすは、嬉うれしそうにはにかんでいるようにさえ見える。あ、あのときに三人が言ってた『アレ』って、もしかして……。

「そりゃあ、メイド服が好評なのはあのファミレスで実証ずみだからな。特に誰だれかさんが褒ほめたとなれば……」

「ぎゃーっ！　だっ、黙れーっ！　委員長なに言ってんだッ！　りゅ、竜りゆう太たも！　見んなっ！　絶ッ対見んなッ！」

　一瞬にして顔を真っ赤にし、ありすは自分が持っていた写真を床に落としてまで僕の手から写真を奪い取ろうと襲いかかってきた。しかし、そのありすを高槻さんが電光石火の早業で羽は交がい締めにしてしまう。そして高槻さんはニヤリと笑って、

「そう言うな。せっかく可愛く撮れたんだから」

「うがーっ」

　赤い顔のまま、ありすはジタバタともがいている。それを完全に押さえ込んでいる高槻さんの膂りよ力りよくたるや、さすがの一言だ。

　千ち紗さはありすが落とした写真を拾い上げて、

「そうですよ。あの、それに、着せ替え中の写真より、もっと可愛らしい写真だってあるんですから」

　と、その順番を入れ替えて、羽は交がい締めにされたありすの手に持たせた。

　一番上にあった写真は、帰りに寝入ってしまったありすと龍りゆう造ぞう寺じさんが高たか槻つきさんにもたれている写真。

「な……っ！」

　絶句したありすと、

「ななななな、何ですのッ、この写真はッ！」

　と絶叫した龍造寺さん。あはは、二人とも耳まで真っ赤にして照れている。

「えっと、あの、可愛かわいく撮とれてるじゃないですか」

「そういう問題じゃなぁーいッ！」

「そ、そうですわ！」

「ははは、寝顔ぐらいでゴチャゴチャ言うな。だいたい、油断して寝てしまう方が悪い。違うか？　撮ったのは赤あか尾おだが、撮れと指示を出したのは私だ。文句があるならいつでも果たし状を持ってきなさい」

　二人とも、何か納得いかないって顔をしているけど。

「……次は絶っっっ対に眠ったりいたしませんわ！」

　その決意もどうかとは思いますが。

「まあ、何だな。次の話をするなら、カメラ係やら眠らないやらもいいが、ヤトも一緒に遊ぶべきだと思う」

　寝顔写真に目を奪われて大人おとなしくなったありすを解放し、お決まりの腕組みで高槻さんが言った。

「代表取締役としてのプロ意識は結構だが、やはり一緒に遊びに行ったのなら一緒に楽しむのが筋というものだ」

　でも、と言いかけた龍造寺さんを、高槻さんは首を横に振って制した。

「それが友達ってものだろう。一人が遠慮していたのでは、こちらだって気を遣う。それに、客の目線に立ってこそ見えるものだってあるんじゃないのか？」

　少し言いよどんで、龍造寺さんは、

「……仕方ありませんわね。委員長がそこまで仰おつしやるなら、考えておきますわ」

　と僕らから目を逸そらして言うのだった。

　そして、まだ食い入るように自分の寝顔の写真を見つめていたありすは、

「……………………何で反対側にもたれなかったかな」

「あの、えっと、大丈夫ですよ、片かた桐ぎりさん。その場合、わたくしが速攻で叩たたき起こしていましたから」

　ありすの耳元で、イタズラっぽく千ち紗さが囁ささやく。

「この女は……」

「……え？　二人とも、何か言った？」

　よく聞き取れなかったので、写真から顔を上げて訊きくと、

「なっ、何でもない！」

　とありすが赤い顔のまま言った。

「ええ、何でもないですよ」

　そう、千ち紗さも微笑ほほえんだ。



　翌日の昼休み。

「文学少年、ちょっといらっしゃい」

　いつものようにみんなで昼食を取った後、学食を出たところで、急に立ち止まった龍りゆう造ぞう寺じさんに呼ばれた。

「何？」

「いいから、早くなさい」

　千紗とありすも怪け訝げんな顔をしている。ま、それはそうか。乙おと姫ひめ疑惑がある以上、警戒するに越したことはない。

　龍造寺さんが乙姫であるにせよないにせよ、僕に用があるとすれば、リンドヴルムについて訊きたいのだろう。

　……逆に、上う手まく誘導すれば、何か確証を引き出せるかもしれない。

「はいはい、仰おおせのままに」

　仕方ないなあ、というニュアンスを前面に押し出して、僕は答えた。

「よろしい。さ、こっちでしてよ」

　龍造寺さんは教室へ続く階段とは真逆の方向へと、一人でスタスタと歩き始めた。長い足で闊かつ歩ぽするものだから、その歩調は男子並みに速い。

「先に行ってて」

　不安そうな千紗と、むすっとしたありすに見送られつつ、僕も龍造寺さんを小走りで追いかける。龍造寺さんは僕がついてきていることを疑ってもいないようで、一度も振り返ることなく歩き続けた。

　で、着いたのは我が校の図書館。

　龍造寺さんに続いて図書館に入ると、司書教諭の津つ島しま響きよう子こ先生がカウンターの中で今日の当番の生徒と雑談をしていた。が、それを中止して僕らの方へと目を向ける。

「おや、少年。図書委員の当番じゃない日は別の女を連れているのか。なかなか隅に置けないな」

　そして面白そうにニヤニヤと笑った。

「そんなんじゃないです」

　っていうか、僕が連れられている感じなんですけど。

　龍りゆう造ぞう寺じさんはそんなやりとりを完全に無視してカウンターの前を通り、視聴覚室に入ってパソコンが並ぶ区画へと直行した。

　蔵書管理用データベースの端末以外にも、図書館には何台ものパソコンが設置されている。ネット環境も万全だ。ただ、学校の端末である以上、当たり前のようにアクセス制限がかかっていたりはするけど。

「さ、ここですわね」

　ようやく龍造寺さんが振り返る。

「……つまり、僕にこれを操作しろと？」

「図書委員なのでしょう？　調べ物の手伝いをするのは当たり前ではなくて？」

　いや、今日は当番じゃないんですけど。しかし、言っても聞いてもらえそうにない。

「やれやれ」

　不承不承、僕はパソコンの前に座った。

「で、何を調べるの？　やっぱりリンドヴルムのこと？」

「いいえ、むしろ飼い主のことかしら。あの女たち、ラプンツェルとか、リトル・レッドフードとか……何者なのか、調べられて？」

　ラプンツェルやリトル・レッドフードのこと、か。

　リンドヴルムの仲間となれば、興味を持つのは自然だろうか？　今までの龍造寺さんの言動を考えるに、少し不自然な気がするけど……。

「それがわかったら、もう大ニュースになってると思うけどなあ」

　そう言いつつも、ネットで検索くらいはかけてみようとキーボードを叩たたく。しかし、僕たちの正体についてなんて、核心に迫る情報があるはずもない。

「でも、どうしてラプンツェルやレッドフードを？」

「どうしてって……リンドヴルムと彼女たちがどういう関係なのかとか、気になるのは当たり前ではなくて？」

「そりゃまあ……。まさか、リンドヴルムをオトギーランドに引き抜くつもり？」

　少し冗談めかして訊きいてみた。

「え？　え、ええ、それが可能なら是非そうしたいですわね……」

　うーん。そりゃ、普段からあれだけドラゴンドラゴン言ってたんだから、龍造寺さんがそう言うのは別におかしくはないか。

「そういえば、会いには行ったの？」

「……いえ、まだですわ。何でも奇妙な一団が出没しているらしくて、それで『危険ですからおやめ下さい』と鮫さめ島じまに猛反対されていますの」

　お、鮫さめ島じまさんの口調の真ま似ねとか、結構似てる。

　……じゃなくて！　いや、確かに言っていることに矛盾はない。竜りゆう宮ぐうフォースとオトギーランドが無関係だと仮定したなら、鮫島さんならそう言うだろうなあ、とは思うし。

　ただ、答えるまでに少し間があったのも気になる。この回答が単に事実を述べただけなら、考えたり迷ったりする時間は必要ないはず……。

「うーん、やっぱり正体とかは憶おく測そくばっかりだよね。どうして映像も写真も顔が確認できないものばっかりなんだ、って部分も含めて」

「……ですわね。顔を隠しているわけでもないのに正体が掴つかめないなんて」

「でも、むしろ、つい最近派手な銃撃戦とかがあったってニュースの方が話題としては大きいね。はは、銃撃戦って。そりゃ鮫島さんも反対するわけだ」

　事実、かなり騒ぎになっているようだった。検索にヒットするのも、ほとんどがその話題だ。ニュースやワイドショーなどでは、居合わせたご近所の人たちのインタビューなども放映されているのだとか。そのおかげで、世間ではデーモンテイルが一方的に何者かに襲われている、と正しく認識しているらしい。

「……ええ」

「どうやら銃撃戦のお相手も、リンドヴルムを狙ねらってるみたいだけど」

「今やこの街のみならず、日本中の話題を独り占めしているドラゴンですのよ？　知名度や人気を考えれば、欲しがる企業や団体なんか、掃いて捨てるほどあるはずですわ」

　なるほど。それも一理あるか。

「あとは、過去報道された彼らの映像とかもあるけど、見る？」

「ええ、一応。見たことのない映像があるかもしれませんし」

「んー、更新はなさそうだから、期待されても困るけどね」

　順に、画像を再生させる。龍りゆう造ぞう寺じさんはモニタを食い入るように見つめていた。

　飛ぶ姿や川で男の子を助ける映像なんかは携帯で撮とったような粗あらい映像ばかりだったけど、テレビカメラで撮られた銀行での一件や学校での爆発などは鮮明に記録されている。特に学校での爆弾騒ぎの映像は人気が高いらしい。傷ついたリンドヴルムがラプンツェルを守ろうとするところとか。かなり明めい瞭りように音声まで入っているし。

　僕としては、見ているだけで傷口が痛み出しそうなんだけどね。特に上空での爆発。いや、凄すさまじいよ？　あまりの眩まぶしさで、画面が真っ白になっちゃうくらい。いやはや、よく助かったもんだ。

「……リトル・レッドフードたちは、元々は別の組織の人たちなのでしたわね？」

　真剣な目で映像に見入りながら、龍造寺さんが訊きいてきた。

「あ、うん。こないだ逮捕された阿あ久く津つって大臣が組織した、『アンシーリーコート』っていう犯罪結社の実行部隊だったらしいね」

「どうしてそんな連中が一緒にいるのかしら？」

「色々あったみたいだよ。ネットで生中継されてた阿あ久く津つ邸でのやりとりを聞く限りだと、打倒阿久津の利害が一致して手を組んで、そのまま仲間になっちゃったみたいだね」

「では、リトル・レッドフードやレッドキャップ隊は、ラプンツェルとは違って普通の人間ですのね？」

「……さあ、どうだろうね」

　これは、一般人赤あか尾お竜りゆう太たとしては断言できることではない。

　でも、何でそんな質問を？

　こんなことを訊きかれれば、乙おと姫ひめが敵情を探ろうとしているようにしか聞こえない。うーん、言っていいものだろうか。とにかく、無難な答えでかわしていこう。

「少なくとも、ラプンツェルの髪の毛みたいな特殊能力は今のところ確認はされていないはずだけど」

「結局、何もわかりませんのね」

　龍りゆう造ぞう寺じさんが溜ため息をついた。

「そりゃあねえ」

　そう、結局何もわからない。さすがに少しくらいカマをかけたところで、龍造寺さんもボロを出すことはなさそうだった。
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「ふーん。じゃあ、ずっと調べ物を手伝う振りしながら、ヤトちゃんがボロを出さないか見張ってたんだ」

　秘密基地で、なぜか僕は千ち紗さとありすに「お昼は龍造寺さんと何をしていたのか」と問い詰められていた。レッドキャップ隊がいない分、基地も閑散として寂しい感じだ。当然、ことあるごとに入る茶々もないから、話の逸そらしようもない。

「だから、何度もそう言ってるじゃない。っていうか、何でそんなことにこだわるの」

「えっと、何でって……」

「ねえ」

　二人が顔を見合わせる。なぜそこでほのかに頬ほおを染めるのか。

　と、通路の方からガヤガヤと陽気な話し声が響いてきた。

「あれ、帰ってきたのかな？」

　ありすが通路の方を振り返る。それとほぼ同時に、広間へ赤い野球帽に目出し帽の一団が入ってくる。

「ただいま帰還しました」

　軽く敬礼して、一〇号が言った。他ほかの面々も、口々に「ただいま」とか言っている。

「皆さんご無事ですか？」

「もちろんっすよ。すぐにでも報告できるよう、調査結果もまとめてありますぜ」

　得意げに一号が、小こ脇わきに抱えたノートパソコンを指さした。

「でも、疲れてるんじゃないですか？」

　僕が訊きくと、一〇号は、

「大丈夫です。ゴミ拾い以外の初のまともな仕事で、みんなテンションが上がっているのですよ。逆に、報告まできちんと終わらせないと落ち着きません」

「あれだって、れっきとした世界征服活動ですよう」

　とか言いつつも、千ち紗さは「どうしましょう？」と訊いてきた。僕はうなずいて、

「じゃあ、お願いします」

　レッドキャップ隊のみんなは喜々として円卓に着く。一号がノートパソコンを開き、ドクターにプロジェクタとスクリーンを用意するよう頼んだりしていた。

「さて」

　準備が整うなり、一〇号が立ち上がって言った。

「オトギーランドですが、ご存じの通り、日本では最大、世界でも有数の規模の巨大テーマパークです。

　代表取締役は隊長たちもご存じの龍りゆう造ぞう寺じ八や都と子こ嬢、彼女は祖父である先代の跡を継いだ形の二代目です。就任前にも、それこそ小学生の頃ころからアトラクションの企画などに携たずさわっているとか。彼女がアイデアを出したアトラクションはどれも大当たりで、外れ知らずだということです。

　敷地は舞台裏も含めれば二五〇ヘクタールに及び、ここ一〇年の年間来場者数平均は二五〇〇万人をコンスタントに超えています。従業員数は準社員やアルバイト、パートタイマーも含めるとおよそ二万人強」

　なんちゅー規模。それだけでも驚きよう愕がくですが。

「いや、すごいぜ？　敷地内にさ、従業員用のコンビニが二軒もあるんだ。来園者が入れない場所にだぜ？　他にも床屋とかマッサージ屋とか、社員食堂も五個もあるし」

「そうそう。従業員を運ぶためのバスが三路線も走ってるしな。ありゃもう街だぜ」

「えー？　コンビニって……マジで？」

　ありすが驚いて、レッドキャップの面々に訊いている。

「マジっす。あと、オトギーランドの関連商品が格安で買える社員用ショップもあったかな。従業員用のロッカールームとか、壮観ですぜ？　見渡す限り、ずーっとロッカーロッカーロッカーロッカー……」

「更衣室にはシャワー室とかも完備してたしな。ＡＴＭとかもあちこちにあったし、もう外に出なくても生活できるよな」

　一〇号は咳せき払ばらいを一つして、

「静せい粛しゆくに。とにかく、それだけの規模を誇るオトギーランドですが、結論から言えば、その母体は我々同様に秘密結社です」

　と断言した。

「まず、これをご覧頂きたい」

　一〇号が言うなり、一号がパソコンを操作した。スクリーンに銃器がずらりと並んだ写真が映し出される。

「これは七号がオトギーランド・コーポレーション本社ビル地下施設に潜入して撮とってきた写真です」

　一〇号の説明に、七号が得意げに胸を張った。

「隠れたり忍び込んだりならお任せだぜ！」

　……以前にどんな犯罪をやっていたのかが窺うかがい知れます。

「あの、これ……本物ですか？」

「ええ。他ほかにも地下には、一般の従業員の通行証では立ち入りできない『機密エリア』が点在しています。おそらくは同様の武器庫や、研究施設などがあるのでしょう。ちなみに、キャラクターたちの着つけや衣装管理も『機密エリア』で行われている、と従業員には説明されています。これも、『夢を守るための措置』なのだそうです。さらに、これを」

　次に映し出されたのは、何かの設計図のようだった。この形は……まさか、メインキャラクターの狐こ太た郎ろう……？

『改造人間ですね』

　今度はドクターが断言する。

『……中途半端な技術です。可哀かわい相そうに、この機構では人間の姿には戻れないでしょう』

　つまり、『機密エリア』では狐太郎たちの着つけをしているのではなく、彼らが生活しているということか。それを見せないことが最大の機密の一つである、と。

　っていうか、つまり何ですか？　オトギーランドが言い張っている、『狐太郎や茶ちやヶが丸まるは着ぐるみなどではなく、実在のキャラクターである』ってアレ、まぎれもない真実だってこと？　嘘うそぉ。恐るべし、オトギーランド・コーポレーション。いや、その狐太郎たちの生活の様子を想像するだに、とても微笑ほほえましい気もしてくるんだけど……。

「他にも、メカ・リンドヴルムの設計図や、乙おと姫ひめが装備している腕や足の強化装甲、人造人間としてのドラゴン開発計画などの書類も複数持ち出しに成功しています。これらは、後でドクターにチェックして頂いて、対処法などを検討すべきでしょう」

「ドクター、データは転送しておきますぜ」

『了解です』

「さらに、この議事録。三年前のものですが、これにはオトギーランドの世界展開計画について話し合われた内容が残っています。内容を要約しますと、候補地は該当国の軍事基地の分布図に基づいて選出すること、となっています」

「あの、それって……つまり、世界征服の……？」

「ええ。ボスのお察しの通り、おそらくは布石でしょう。世界各国に拠点を置き、一斉に、電撃的に主要な軍事基地を叩たたく……実に効果的な作戦かと」

「でもさ、何で世界征服を目もく論ろむ秘密結社が遊園地なんてやってんの？」

　ありすが訊きいた。もっともな質問だ。

「これは私見なのですが……」

　と一〇号は少し考え込んで、

「隠れ蓑みのではないでしょうか。基地としての広大な敷地を確保しながら、『子どもの夢を守る』という建前で秘密を堅守できるわけですから」

　なるほど。現に、オトギーランドはそのお題目を盾に、舞台裏に関する取材を一切受けつけないことで有名だ。

「もしかしたら、人質確保、って意味もあるのかも」

　ふと思いついて、僕も言った。

「だって、毎日何万人もの人が来園するんでしょ？　その人たちが巻き込まれることを考えたら迂う闊かつには攻め込めないし、逆に何か行動を起こす際にだって有効だよね」

　お客さんだけじゃなくて、事情を知らない末端の従業員も人質になりうるとしたら、いったい一度に何人の人質が取れるというのか。

「単純に資金調達のためって気もするけどなあ」

　と六号。もちろん、それもありそうだ。

「何ていうか……おそろしいほどの効率だね。一石で何鳥落とせるんだろう？」

　言いつつも、僕は何だか怖くなってきた。テーマパークを隠れ蓑に、なんて一見馬ば鹿か馬ば鹿かしいように見えるけど、実はすごく緻ち密みつな計算の上に成立しているのかもしれない。

「その分、投資額も労力も莫ばく大だいですがね。失敗のリスクを考えれば、かなり分の悪い賭かけでしょう。問題はその賭けに勝ち、軌道に乗ってしまっていることですが」

「じゃあ、あの、やっぱり彼女がリンドヴルムを狙ねらうのは、世界征服に利用するためなのでしょうか……？」

　おずおずと、千ち紗さが誰だれにともなく訊いた。

「かもね。あるいは、竜りゆう太たの体に仕込まれた技術の解析が目的だったりとか」

「両方ありそうですなあ」

　二号はそう言うけど、僕は龍りゆう造ぞう寺じさんの趣味って線が濃厚だと思うなあ。

「とにかく、問題は、今後あたしたちがどうするか、ね」

「そうだね。安全を考えるなら、しばらくは外に出ないことなんだろうけど……」

「なんか、負けたみたいでイヤじゃねえか？」

　僕の言葉に、三号が不満を隠しもせずに言った。うなずきながら四号も、

「いつまで隠れてりゃいいのかもわかんねえしな」

「えっと、そうですよね。いつまでも河か川せん敷じきが綺き麗れいにならないのは、困りますよね。このままでは、いつまで経たっても河川敷を領土にできませんし……」

　それはちょっと違う気がするけど。

　っていうか、ゴミ拾いをやって綺麗にするイコール支配下に置く、っていう超理論はどこから出てきたんですか。まあ、誰だれも困らないからいいんだけどさ。

「だとすれば、また襲撃があることを覚悟の上で出て行くことになるね」

　僕がそう言うと、千ち紗さは困ったような顔をした。

「またあんな戦いになるのは、ちょっと……。あの、どうにか説得できないでしょうか」

「そりゃ無理でしょ。ヤトちゃん人の話聞かないもん」

　同感。それができるなら、最初に断った時点で解決しているはず。いやまあ、極限まで黒に近いとはいえ、まだ龍りゆう造ぞう寺じさんだって確証はないんだけどね。

「いいじゃねえか、とっちめてやれば。言ってわかんねえなら、もう来たくなくなるようにしてやるしかねえって」

　三号は何だか戦う気満々だ。うーん、いざ戦いとなれば銃を撃ち放題だろうしなあ。銃を撃つのが大好きな三号は、そりゃあ開戦派だろう。

「どちらにしても、向こうが世界征服を目もく論ろんでいるのであれば看過はできない気がするのですが」

　その一〇号の言葉に、ありすがうなずいた。

「そっか。そだねー、千紗ポン的には、オトギーランドの世界征服を許すわけにはいかないもんね」

　しかし、千紗は不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげる。

「あの、どうしてですか？」

「は？　だって、世界征服はデーモンテイルがやるんでしょ？　だったら、先を越されちゃったらダメじゃん」

　レッドキャップ隊のみんなも、うんうんとうなずいている。

　それでも千紗はキョトンとした顔をして、

「でも、あの、それで世界がなくなるわけじゃありませんから、世界征服はできるじゃないですか」

「はあ？　え？　……そ、そうなの？　それでいいの？」

「えっと……あの、何か問題がありますか？」

　何だかレッドキャップ隊まで呆ぼう然ぜんとしている。あはは、みんなわかってないなあ。

「いやあ、うちのお姫様は大物だよねえ」

「大物っていうか……うーん」

　ありすは困ったような呆あきれたような顔をしている。

「いや、私が言いたいのはそういうことではなくてですね」

　一〇号が苦笑しながら、

「軍事力にものを言わせた世界征服となれば、犠ぎ牲せいになる人々や酷ひどい目に遭う人々も少なからず出るでしょう。そして、そうした場合に真っ先に傷つくのは、戦う術すべを持たない民間人です。もしかしたら、いつも公園の掃除を手伝ってくれるお爺じいさんが巻き込まれて撃たれたり、リンドヴルム目当てに寄ってくる子どもたちが殺されるかもしれません。それを放ほうっておいていいのですか、という意味です」

「そっ、そんなのは、ダメですっ！」

　即、千ち紗さが叫んだ。勢い余って立ち上がってしまっている。

「まあまあ、落ち着いて。まだそうなると決まったわけじゃないし、彼らの目的が本当に軍事力を使った世界征服かどうかも確定してないんだから」

　千紗をそうなだめて座らせつつ、僕は、

「でもまあ、備えは必要かもね。あんな戦車もどきも出してきたわけだし、次だって戦闘になる可能性は高いとは思う」

「だったら、ゴムスタン弾が欲しい。どんな理由があっても、人殺しはしたくない。千紗ポン、用意できる？」

「えっと……どうですか、お祖じ父い様さま」

『問題ありません。銃器そのものも含めて、発注しておきましょう』

　発注って……どこに？　独自のルートをお持ちなんですか、ドクター。

「銃器なら阿あ久く津つ邸からかっぱらってきたのがいくつかありますぜ、隊長」

「じゃあ、一〇号。こいつらは好きに使っていいから、在庫のチェックと必要なもののリストアップ、やっといて。あたしはベレッタが二丁とイングラムがあればいいや」

「Ｍ92ＦとＭＡＣ10ですね。しかし、アサルトライフルの方がいいのでは？」

「やだ。重いんだもん」

「……了解です」

　ベレッタは拳けん銃じゆうとして、イングラムってサブマシンガンでしょ……？　他ほかにもアサルトライフルとか……。サラッと言ってるけど、それって女子高生のセリフ？

「じゃ、準備が整い次第、戦闘開始ってわけだ」

　楽しそうに三号が言った。対照的に千紗は、困ったような、悲しそうな顔をする。

「あの、それはちょっと……。やっぱり、できたら説得したいです……」

「そうだね。乙おと姫ひめが龍りゆう造ぞう寺じさんである可能性が高いなら、なおのこと戦闘は避けたいな」

「ボスも竜の字も甘いって。あのなあ、銃の撃ち合いなんて、先手取った方が圧倒的に有利なんだぜ？　こっちはただでさえ使うのがゴムスタン弾でハンディ背負ってんのに」

　そう言う三号に歩み寄って肩をポンと叩たたき、一〇号は笑った。

「だが、それが我らの愛するデーモンテイルだろう」

　三号がやれやれと肩を竦すくめる。

「どっちにしても武器が揃そろってからの話でしょ。それまではゴミ拾……世界征服作戦もお休み、と。まあ、どうせ明日は竜りゆう太たの家で勉強会だしねー」

　ありすが椅い子すの背もたれに体重をあずけて言った。

　いやしかし、銃器の調達とか戦闘の想定とかと一緒に勉強会が語られる僕らの日常って問題あるんじゃないかなあ。

　……そうでもないか。世界征服とか言ってる時点で。



    

  
    
      


第五章　逆襲の乙姫





　僕の家は、学校から徒歩で一〇分くらいのところにある。

　この位置だと、自転車通学の許可が下りなかったりしてちょっと微妙だ。今回のように、溜たまり場として利用されることもあるし。

　というわけで、翌日の放課後。

　いつものメンツを引き連れて、僕は溜め息と一緒に帰宅した。

　きっと、僕の部屋は容よう赦しやなく散らかされ蹂じゆう躙りんされるに違いない。彼女たちが帰った後の惨状を想像するだに、気が重くなる。

「お、今日は車庫閉めてあんね。感心感心」

　ありすが言った。

　……閉めたっけ？　っていうか、ここ何日かは母が帰っていないので、いつ閉めたのかも記憶があやふやだ。

　ま、いいか。

　鍵かぎを外し、玄関のドアを開ける。

　後ろに向かってどうぞ、と言う前に、

「お帰り竜くーんっ！　ってか、お腹なか空すいたー。カルボナーラ作ってー」

　とか勝手なことをまくし立てながら、リビングから母が飛び出してきた。

　研究者然とした眼鏡めがね、無造作に束ねた髪、化粧っ気のない顔、ムダに明るい笑顔と子どものような言動、そして白衣。ってか、白衣のまま帰ってくるなっての。だらしないなあ。

「な……なんでこういう日に限って帰ってんのさ！」

　思わず声がうわずってしまった。

「何よその言い方。愛する息子の手料理が食べたくなって、お昼からずっとこうして待ってるのに！」

　母は左手を胸に当て、右手と目線をどこか天井の方に向けて、まるでタカラジェンヌが舞台で見せるようなポーズを取り、大げさな抑揚をつけて仰おつしやった。

　ってか、馬ば鹿かですか。もう何時間待ってるんだ。自分で作るか買えばいいのに。

　だいたい、貴女あなたが僕を愛しているのは『使い勝手がいいハウスキーパー』としてであって、息子だからじゃないでしょ。

「小お母ばさん、お久しぶりです！」

　ありすが僕の脇わきから顔を出した。

「あら、ありすちゃん！　ちょっと見ない間に大きく……」

　母は少し言いよどんで、

「えっと、可愛かわいくなって！」

　大きくなってないことに気づいて言い直したらしい。っていうか、ありすはこの家に度度来てるんだぞ。週二回か三回は確実に。なのに久しぶりってどういうことだ。

「あ、あの！　は、初めましてッ！」

　そして、いつもは控えめな千ち紗さまでが前に出てきた。自分から出てきたわりには、何だかガチガチだけど。

「わっ、わたくしっ、りゅ、竜りゆう太たさんのクラスメイトのっ、久く喜き島しま千紗ですっ」

「あら？」

「あ、どうも。クラスメイトその二とその三です」

　と高たか槻つきさんが、ご丁寧に龍りゆう造ぞう寺じさんまで玄関に引っ張り込む。

「ちょっと、委員ちょ……ホホホ、ご機嫌よう」

　高槻さんへの抗議を呑のみ込んで、龍造寺さんも母にあいさつをした。

「あらあら？」

　驚いて、母はみんなの顔を順にまじまじと確認していった。その顔が、イタズラっ子のような笑顔へと変わっていく。

「ふーん、竜くんはぁ、お母さんがいなかったらぁ、こんなに女の子を連れ込んで何をする気だったのかなー？」

　で、その顔が最後は僕の方に向いて、わざとらしい口調でそんな質問をするわけだ。

「勉強だよ」

「またまたぁ」

　逆に何を想像したのさ。

「あ、小お母ばさん、本当です。友達になった子の成績がちょっと可哀かわい相そうなことになってるんで、みっちり教えようっていう計画で」

　見かねたのか、ありすがフォローしてくれた。

「あら、そうなの？　つまんなーい」

　別に貴女あなたを面白がらせるために人生やってるんじゃありません。

「でも、この中に本命の子もいるんでしょお？　お父さんに恋人を紹介する約束したって聞いたけどー？」

　ぶっ！　な、何を言い出すんだこの人は！

　ありすが驚いて僕を見た。千ち紗さも。高たか槻つきさんは楽しそうに笑みを浮かべ、龍りゆう造ぞう寺じさんは一人我関せずで澄ました顔をしている。

「な、な、な、……何で」

「馬ば鹿かねー。あのロクデナシに隠しごとなんてできるわけないでしょ」

　役立たずーッ！

「いや、ちょ……ッ。あ、あれは父さんの早とちりで勘違いなんだってば！」

　っていうか、何で僕は狼ろう狽ばいしてるんだ。

「うんうん、もちろんお母さんは愛する息子の言葉は信じるわ！　でも、女の子たちにはちゃんと説明した方がいいみたいねぇ、この色男！」

　……いっそ、一人暮らしのありすが羨うらやましい。

「まあ、玄関で立ち話も何だから、上がってちょうだい？　じゃあ、竜くん、カルボナーラよろしくー」

　母は場を散々引っかき回して、リビングへと消えていった。

「まったく、なんて勝手な……」

　頭を掻かいて溜ため息をついたその瞬間、

「で、竜りゆう太た。恋人って誰だれ？」

　真顔でありすが迫ってくる。何だか目が怖いんですけど。

「いや、ちが……誤解なんだってば！」

　詰め寄られた分後ずさりして、僕は答えた。

「あの、誤解って、どういうことですか？」

　何で千紗まで詰め寄ってくるの……？

「だから、連絡が取れなかったときに、父さんが勝手に女の子といたもんだと早とちりしたの！　僕だって、次会うときに紹介しろとか言われて困ってるんだよ！」

　僕の弁明に、ありすと千ち紗さが顔を見合わせた。

「……考えてみれば、この竜りゆう太たがそんなに器用に彼女なんかつくれるわけないか。しかも、あたしや千紗ポンに見つからないようになんて」

「……はい。あの、何となくですけど、どのタイミングで誤解が生まれたのかも、見当がつきました」

　そりゃそうだ。元はといえば、君たち二人にだってものすごく関係がある事件が原因なんだから。

　とにかく、誤解が解けて一安心……。

「あ、あの！　そういうことでしたら、わ、わたくし、竜太さんに協力しますっ！」

　千紗がまた僕に詰め寄ってきた。なぜか盛大に頬ほおを染めて。

「え？　な、何が？」

「は、はい、あのっ、誤解が解けないなら、わ、わわわ、わたくしがっ！　こ、こ、恋人役で……っ」

「待ったぁ！　それってあんときでしょ！　だったらあたしの責任なんだから、あ、あ、あたしが協力すんのが筋ってもんだっ！」

　ありすまでがムキになって千紗に食ってかかり始める。何なんだ、いったい！

「いえ、違いますっ！　ずーっと遡さかのぼっていけば、わたくしの責任ですっ！」

「屁へ理り屈くつを言うな！　直接の原因はあたしだっ！」

「違いますってば！」

「だいたい、天然な千紗ポンには任せておけないっつーの！」

「な……っ！　そ、それを言うなら、ついうっかりでキックを出しちゃいそうな片かた桐ぎりさんこそ適任じゃないです！」

「いやあの、二人とも、少し落ち着いて……」

　これ以上続けると、デーモンテイル関係者だとバレるような発言まで飛び出しそうだ。しかし、なだめにかかった僕に二人は、

「ダメだっ！　ここは譲れない！」

「そうです！　竜太さんには、わたくしが協力するんですっ」

　いや、当事者の僕を置き去りにしてそんなに白熱されても。

「あー。あのね、もう気持ちだけで充分だから！　二人ともありがとう！　それより、今日は高たか槻つきさんと龍りゆう造ぞう寺じさんの勉強が第一でしょ！」

　二人は僕の言葉にとりあえず黙ったものの、それでも睨にらみ合いを続けている。なんでそんなに意固地になるかな。

「それに、阿あ久く津つ大臣の騒ぎとかで父さんもしばらくは忙しいから、会う機会もずっと先になるだろうし。そのときが来たら、また二人には相談するから！」

　二人はまだ何か言いたそうだ。僕にというよりお互いに対して。

「はい、この話はこれでおしまい！」

「おお、強引にまとめたな」

　完全に他人事の高たか槻つきさんが笑う。

　あーもう、まったく！　とにかく、このまま流れを変えてしまおう。

「……ありす、みんなを僕の部屋に案内してよ。で、先に勉強を始めてて。僕は母さんのご飯作るついでに、何か食べるものでも用意するから」

「う、うん」

「あ、それとさ、千ち紗さ。例の自家製タバスコ、今も持ってる？」

「え？　ええ、ありますけど……」

「ちょっと貸してもらえるかな？」

「はい、どうぞ」

　千紗は鞄かばんから小こ瓶びんを取り出して、僕に手渡してくれた。

「頼むから私たちの食べるものに使ってくれるなよ」

　苦笑しながら高槻さんが言った。

「わかってるって。さ、それより入って入って」

　みんなを二階へと押しやって、大きく息を吐いた。なんだかドッと疲れた……。

　手の中の小瓶を見やる。

　さ、部屋の方も気になるし、さっさと料理をすませてしまおう。



　カルボナーラの材料はないから、とアラビアータを作った。

　唐辛子を利かせたトマトソースのスパゲッティだ。ペンネというマカロニみたいなパスタを使う場合も多いけど、さすがにそんなものは常備していない。普通のスパゲッティなら使い勝手がいいから結構な量をストックしてあるけど。

　僕流のスパゲッティ・アラビアータは、ベーコン、タマネギ、ピーマン、アスパラガスなど大きめにカットした具がゴロゴロした食べ応えのあるパスタだ。

　女の子ばかりだし、と気を遣ってニンニクはオリーヴ・オイルに風味をつける程度で取り出して、みんなの味の好みもよくわからないので唐辛子も控えめに。ソースも市販品ではなくトマトピューレから作ったので、味も思い通りに仕上がっている。

　……千紗仕様の分以外は。

　それを母がいるリビングに届けて、ついでにロールパンの背を割いて残りのスパゲッティ・アラビアータをちぎったレタスやモッツァレラ・チーズと一緒に挟んでみた。

　何か食べ物を作らされる予感はあったし、勉強中につまむなら手で掴つかんで食べられるものがいいだろう、と先読みしてパンは多めに買っておいたのだ。

　いや、なんだかんだ言ってこうして念入りに準備をしちゃうあたり、ハウスキーパー根性が染みついてしまっている気がして少し自分の人生に疑問を感じてしまう。

　高たか槻つきさんが食べる量を考慮して大量に作ったアラビアータパンを大皿に積み、味つけを変えた千ち紗さ用のパンは別の皿に載せて事故防止策も万全。それらと飲み物やコップをトレイに載せて、階段を上り自室へ。

　両手が塞ふさがっているのでドアの前で声をかけると、何だか中でバタバタ慌ただしい音が聞こえてきた。千紗がドアを開けてくれたのは、そのおよそ一〇秒後。

「……何か騒がしかったけど？」

　怪け訝げんに思って訊きいてみると……いや、訊く以前に、本棚や勉強机に物色の跡が。

「あのさ、別に本棚くらい好きに漁あさってもいいけど、ちゃんと元通りに戻してよね。何冊か、逆さになってるよ。あ、そこ、『秘本三国志』の順番がメチャクチャになってるし」

「あ、いや、赤あか尾お。別にエッチなものがないかチェックしていたわけじゃないぞ？」

　……。

　勉強しろ、勉強。

「それにしても、すごい量の本ですわね」

「そう？　こんなもんじゃない？」

「いや、普通は部屋の壁二面が天井まで本棚で埋め尽くされてるとか、ありえないから」

　そう言うありすだけは、僕の部屋にも何度か立ち入っているので驚いてはいない。立ち入るどころか、小学生の頃ころから図書館代わりにちょくちょく本を借りていくし。

「まあ、文学少年らしい部屋だとは思いますわ」

「そりゃどうも」

　褒ほめ言葉だと受け取っておこう。

　答えつつ、フロアテーブルにトレイを置き、全員にコップを配った。

「おお、美う味まそうだな。ナポリタンでも挟んだのか？」

　早速、山盛りのパンに目を輝かせて高槻さんが舌なめずりをした。

「いや、アラビアータ。こっちのお皿は千紗用の味つけだから、他ほかの人は食べるなら自己責任で。僕も味見はしてないから、色々保証できないよ」

「どういうことですの？」

「食べてみれば？　たぶん一口でわかるから」

　首を傾かしげた龍りゆう造ぞう寺じさんに、ありすが言った。罠わなにかける気か。

　昼食を一緒に食べていても、もう誰だれも千紗のおかずをもらおうとは思わない。龍造寺さんも、他人のお弁当に興味を示したりはしないから、最近では千紗のお弁当については誰も話題にしなくなっている。あえて避けている、という気もするけど。

「あんまりお奨すすめはしないけど」

　僕がそう苦笑した瞬間、階下から絶叫が聞こえてきた。

「今のって……小お母ばさん……？」

「……赤あか尾お。まさか、千ち紗さのアレを……」

「アラビアータってさあ、直訳すると『怒り』って意味なんだよね。知ってた？」

　笑顔で、僕は言った。実は地名のアラビアとは無関係。カッカと怒っているように辛からいからこう名づけられたらしい。怒りんぼ風、などと訳されたりもする。

「なんておそろしいことを……」

　高たか槻つきさんが戦せん慄りつしている。

　ま、母用にも、『こっちは辛くありません』とメモをつけたアラビアータの皿をキッチンに用意しておいた。こういうところ、僕もまだまだ甘い。

「大丈夫、大皿のパンには千紗のタバスコは使ってないよ。辛いのが苦手な人がいると悪いから、むしろ辛さは控えめにしてあるし」

「そういうことなら！」

　と、ありすが早速大皿のパンを手に取った。それを皮切りに、千紗以外はみんな大皿へと手を伸ばす。

「つまり、おっとり娘用のパンはおそろしく辛い、ということですのね？」

「ん、異常なほどにね」

　口の中にパンを詰め込んだまま、ありすが答えた。

「……別にいいですよう。竜りゆう太たさんが、わたくしのためだけに作ってくれたんですもん」

　拗すね気味に、千紗は一人千紗用のパンを「頂きます」と手にして、一口。

「美お味いしい！」

　拗ねていた表情が吹き飛んだ。

　……へえ、美味しいですか。それ、作ってるときにトウガラシ成分が目に染みたんですけど。マサコさん、貴女あなたの苦労がほんの少しだけわかりました。

「味見してないものを褒ほめられてもなあ」

「いや、こっちのも旨うまいぞ。このチーズが絶妙だな。具が大きめなのもいい感じだ。タマネギのシャキシャキ感とか、カリカリに焼いた厚いベーコンとか。この歯ごたえはアスパラか……？　いや、想像以上だ。そのへんのパン屋で買うより旨いんじゃないか？」

　と高槻さん。うわ、もう三個目だ。速ッ！

「竜太の料理は何でも美味しいよ」

　……褒めてくれるのは嬉うれしいけど、口元にトマトソースがべったりだよ、ありす。

「粗野な味ですわね。……でもまあ、これはこれで趣おもむきがありますわ」

「ヤトちゃん、素直に美味しいって言えばぁー？　二個目に手を伸ばしながらじゃあ説得力ないって」

「ですから、趣おもむきがあると言ったでしょう。粗野というのは別にけなしているわけではありませんのよ？　フレンチにだってジビエ料理というものがあって……」

「しかし、赤あか尾おはずいぶん家庭的な男だな。手早くこんな美お味いしいものも作れるし、部屋も綺き麗れいにしているし」

「部屋だけじゃないよ。この家、掃除も洗濯も全部竜りゆう太たがやってるから」

「……本当か？」

　高たか槻つきさんがかなり真剣に驚いている。

「うん。小お母ばさん、ホントに帰ってこないから。週に一回くらい？」

「最近はそれより少ないかも。っていうか、帰ってきてもやんないし。たまに帰ってきたと思ったら、あの調子で何が食べたいとかあれはイヤだとか、わがままばっかり言ってる」

「ふうむ。私が保証しよう。赤尾はいいお嫁さんになれる」

「いや、保証されても。僕は男だし。だいたい、このご時世に野郎を養ってくれる女性なんて、そうそういるもんじゃないでしょ」

「何を言っているんだ」

　呆あきれ顔で、高槻さんは、

「医者でも弁護士でもホイホイなれそうで、なった後もバリバリ稼ぎそうな天才とか」



    

  
    
      



    

  
    
      　とありすを見やり、

「そもそも働く必要なんかまったくない大富豪とか」

　と千ち紗さを見やり。

「すでに日本を代表する大企業の代表取締役とか」

　と龍りゆう造ぞう寺じさんを見やり、最後に視線を僕に戻して、

「お前の周りはそんなのばっかりじゃないか」

　……いやまあ、言われてみれば確かに。

「残念ですけれど、文学少年はわたくしの趣味ではありませんわ。ごめんあそばせ」

　バサッと右手で栗くり色いろの髪を後ろに跳ね上げて、龍造寺さんはふふん、と鼻で笑った。

　いや、……え？　ちょっと待って下さい。なんでそういう話になってるんですか。

「家事炊事も使用人がいますからポイントにはなりませんし。やっぱり、殿方はあのリンドヴルムのようであるべきですわね！　強くたくましく、実直で勇壮に。文学少年とは言わば対極ですもの」

　はあ。いやあ、本人なんですけどねえ……。

「あはは、気を落とすな、竜りゆう太た！　ドンマイ！」

　落とした覚えもないけど。っていうか、何でそんなに嬉うれしそうなんだ、ありすは。

「そうですっ！　わたくしたちは、竜太さんのいいところをいっぱい知ってますから！」

　千紗にまで慰められてしまった。けど、千紗まで満面の笑顔なのはどうして？

「いや、あの……なんで僕、告コ白クったわけでもないのに振られたみたいになってんの……？」

　高たか槻つきさんが腹を抱えて笑っている。釈然としないなあ。

　そんなこんなで、結局この日は、ほとんど勉強は進まなかった。



　　　＊



　翌日の放課後。

　いつもの秘密基地も、ずらりと銃器が並んだりすれば、かなり奇異な印象を受ける。僕はその光景をいかがなものかと思ってしまったし、千紗なんか露骨に怯おびえて僕の後ろに隠れてしまっている。

　一〇号はじめ、レッドキャップ隊の面々はそれらを手に手にチェックしている。それはありすも同様だった。サブマシンガンの各所動作を確認する様など、実に手慣れたものだ。

　あ、いや。リトル・レッドフード、と言うべきか。フードを被かぶってはいないものの、すでに格好は赤ずきんのそれだから。

「なんか、ゲリラの巣そう窟くつみたいだね」

　思わずこぼすと、

「大差ないでしょうよ。悪の秘密結社ですぜ？」

　アサルトライフルのチェックに余念がない三号に言われてしまった。

「一応、実弾もある程度は揃そろえてあります。万が一の事態に備え、これらも装備に加えるべきかと。隊長もお持ち下さい」

　一〇号がリトル・レッドフードに拳けん銃じゆう用の弾倉を手渡しつつ、言った。

「原則、使用不可だよ」

　と、リトル・レッドフードはそれを受け取ってマガジンベルトにしまう。

「もちろん、それは徹底させます」

「なら、まあいっか」

　リトル・レッドフードは二丁のピストルを脇わきのホルスターに収め、レッドキャップ隊一同を見渡した。

「今後、武器は各々の責任で管理すること。出動後は偶数班と奇数班に分かれて、清掃活動に従事する班と警護、警戒を担当する班と交代制で作業を分担する」

「了解！」

　レッドキャップ隊が声を揃えて言った。……ゲリラっていうか、軍隊そのものっぽいノリになってきた。

「物々しいなあ」

「売られたケンカじゃん」

　あっけらかんとリトル・レッドフードは言うけど、ケンカっていうか戦争でしょ？　これじゃ。

「これでも、あの戦車に比べたら可愛かわいいものですよ」

　それは一〇号の言う通りかもしれないけど。

『その通りです、赤あか尾お君。くれぐれも気をつけて下さいよ。あのメカ・リンドヴルムとやりあった君ならわかっているとは思いますが、敵は実弾を使用しています。リンドヴルムはともかく、ラプンツェルも含めて、他ほかの皆さんは機銃で撃たれれば死ぬんです』

　……確かに。

『それに、設計図を見る限り、乙おと姫ひめの衣装や装甲も、一言で言うならパワードスーツのような代物です。カツラにも防弾性能まで持たせてありますし、足のパーツは高出力スラスターを備え、短時間なら飛行を可能にしていますし、腕のパーツにはスタンバトンやグレネードなど、物騒な装備がコンパクトにまとめられています。特にグレネードは小型のわりに高威力で、装弾数八発、連続発射も可能。設計書によればそれらを脳波でコントロールするシステムのようですね。これは秀逸の一言です。どうやら敵方の開発チームは、改造人間よりもこうした装備品の開発設計の方が得意分野なのでしょう』

　おそろしいことを。

「あ、あの青い髪ってウイッグなんだ。そっか、いちいち染めてたら大変だもんね」

　とありす。

「ウイッグはともかく、スタンバトンって……スタンガン仕込んだ警棒ですよね。電気って、僕の鱗うろこで防げるんですか？」

『基本的には問題ありませんよ。落雷ほどの電気となればまずいかもしれませんが、スタンガン程度でしたら口の中にでも突っ込まれない限りはオモチャみたいなものです』

　それを聞いて、少しホッとした。

「……なあ、隊長。やっぱゴムスタン弾なんて甘いんじゃねえ？」

　三号が不安げに言った。

「ダメ。向こうだってこっちを殺すことが目的じゃないんだから」

「いざとなったら、また僕が盾になるよ」

「でもなあ。……やっぱ、専守防衛に徹するなら、もうちょっと装備の防御面を充実させたいよな。リンドヴルム並みの硬さの防弾チョッキとか」

「言えてる。普通の防弾チョッキじゃ、九ミリ弾だって腫はれるもんな。ドクター、何かパパッと作れねえ？」

『いくら何でも、そう簡単には……』

「お前ら、ゴチャゴチャうっさい！　ほら、さっさと準備して！　出発するぞっ！」

　リトル・レッドフードに一いつ喝かつされて、レッドキャップ隊の面々は慌てて準備を再開する。

　彼らが手にした武器を使うことなくすめばいいんだけど。

　とにかく、説得してみて……それでダメなら、何か根本的な解決のための方策を考える必要がある。



　そしてその後。もう放課後というよりは、夕刻に近い時間だった。

　やっているのは河か川せん敷じきの掃除だというのに、五人のレッドキャップ隊がアサルトライフルを肩から提げて歩ほ哨しように立ったりしているものだから、まるで軍事行動のように見える。

　僕らがメカ・リンドヴルムと派手にやり合った件については報道もされているので、今日は近寄ってくる人も少ない。仮にいても、事情を説明してすぐにお帰り願っている。

「……こんなの、楽しくないです」

　ラプンツェルがポツリと漏らした。

「そうだな。まあ、仕方ないさ。向こうが引き下がってくれないことにはな」

　答えながら、長いこと放置されて錆さびだらけになった自動車のドアであったと思おぼしき残ざん骸がいを地面から引っこ抜く。引き抜いた瞬間に割れてしまったけど。

　さて、問題は奴らがいつやってくるかだ。こういう事態になっていれば、当局だって過敏になっているはず。警察や自衛隊に出てこられても面倒だが……。

　と、土手の上での警備に回っていた五号が、

「隊長！　リムジン、来た！」

　と叫びながらこちらへと駆け下りてきた。

「お出ましだっ！　全員作業やめ！　戦闘準備ッ！」

　リトル・レッドフードもゴミ袋を投げ出して、ワンボックスカーの陰に身を隠しつつサブマシンガンを構えた。レッドキャップ隊もそれぞれ、木陰やら藪やぶやらへ飛び込んで身を隠す。

　いつものように装甲車バスを引き連れてやってきたリムジンからは、お馴な染じみとなりつつある乙おと姫ひめが降りてきた。トレーラーを連れていないところを見ると、今日はメカ・リンドヴルムは持ってきていないらしい。っていうか、試作品がどうこう言ってた気もするし、あれで打ち止めであってほしいんだけど。

　ただ、バラバラと装甲車バスから降りてきた半魚人たちは手に手に拳けん銃じゆうを持っていた。

　そして、半魚人たちに交じって、覆面っぽい布きれで顔を隠した三頭身のキツネと茶ちや釜がま胴体のタヌキが一匹ずつ。いや、それ、正体を隠してるつもり……？

「お久しぶりですわね！　待ちわびましてよ」

　僕はすぐ側そばのラプンツェルを翼で隠し、

「手伝いをするのでなければ帰れ、と以前に言ったはずだ」

「それはそちらの都合。わたくしたちはこちらの都合で動くだけですわ」

「まったく、聞き分けのない……ッ」

「それはこちらのセリフですわよ！　貴方あなたが素直にわたくしに従えば、このようなムダな戦闘は避けられますのに！」

　乙姫の足パーツのスラスターに火が入った。スラスターから噴き出る熱風が陽炎かげろうのように揺らめいて見える。ち、やる気満々か。

「さあ、やってしまいなさい！　ただし、普通の人間への発砲は控えるように！」

「ラプンツェルッ、離れていろ！　すまない、みんな、ラプンツェルの移動を援護してやってくれッ！」

　叫ぶ。それと同時に、乙姫が着物の袖そでとコロネなポニーテールをなびかせて飛んで突っ込んできた。その後ろから、着ぐるみコンビや魚人軍団が土手を駆け下りてくる。

　僕の目前まで宙を駆けてきた乙姫の右手パーツの手の甲あたりから、棒状の何かがせり出してきた。

　あれがスタンバトンか！

　振り下ろされたバトンを右腕で受けた。金属同士がぶつかり合うような音が響く。同時に、ぴりぴりと刺激がきた。

　ワンボックスカーの陰から、リトル・レッドフードと何人かのレッドキャップ隊が射撃を開始した。特に三号は「ひゃっほう！」とか叫びながら喜々としてゴムスタン弾をバラ撒まいている。……なんだかなあ。

　所しよ詮せんはゴムスタン弾、さすがに着ぐるみ怪人には効いている気配がなかった。けど、土手を滑り降りてくる半魚人たちは、ゴムの弾をしこたま食らって「いてててててて、降参降参！」とか「助けて！」とか口々に喚わめいている。

　……半魚人軍団、弱っ。すでに総崩れの様相だ。いやまあ、ゴムスタン弾とはいえ、アサルトライフル対拳けん銃じゆうじゃあなあ。

　で、ラプンツェルはというと、

「きゃあぁーっ」

　とか何とか悲鳴を上げながら、雑木林の方へと逃げていった。両耳を塞ふさいでいるところを見ると、そこかしこで鳴っている銃声が怖いらしい。

「よそ見をしている暇があるのかしら？」

　乙おと姫ひめは器用に空中で姿勢を制御しつつ、僕に対して執しつ拗ようにスタンバトンを振り下ろしてくる。

「いい加減にしろ。俺おれ様さまの攻撃が当たれば、その細い体がどうなるか想像できないわけではあるまい」

　両腕を使って乙姫の攻撃をさばきながら、言った。

「あら、お優しい貴方あなたにそれができて？」

　しかし、乙姫は揶や揄ゆするように笑って、攻撃の手をゆるめない。

「確かに、俺様は人を傷つけることは望まない。だが、攻撃されてまで無抵抗を貫くほど聖人君子でもないっ！」

　左腕でバトンを弾はじき、右手で横殴りに薙ないだ。

　ひらりと空中で後退して、乙姫はその攻撃をかわす。

「甘いですわね。ホホホ、捕まえてご覧なさい」

　甘いのはどっちだ。

　最初から、右手の攻撃が当たるなんて思っていない。言わばフェイントだ。

「警告はしたぞ」

　その言葉と一緒に、僕は乙姫に向かって炎を吐いた。もちろん、大おお火傷やけどを負ったりしないように加減はしているが、少しくらいの水ぶくれは我慢して頂こう。

　ごうっ、と真っ赤な炎が僕の口から伸びていく。

　が、乙姫はすんでのところで炎の奔ほん流りゆうから身を逸そらした。くっ、乙姫の足パーツ、思った以上に機動性が高い！

「な、な、何をなさいますのっ!?　女の子に火を吐くなんて……ッ！　火傷でも残ったらどう責任を取るおつもりッ!?」

「それが戦車砲まで載せた兵器をけしかけた人間のセリフかッ！　そういう戦いを仕掛けてきたのはお前たちだろう！　傷つくのがイヤなら、さっさと諦あきらめて帰るがいいッ！」

「そういうわけにはいきませんわ！　貴方あなたが降参すればいいのですッ！」

「断ると言ったッ！」

　さらに爪つめを振るう。狙ねらいは右の腕パーツ、スタンバトンの無効化。しかし、乙おと姫ひめは僕の攻撃を避けて大きく数メートル後退した。

　追いかけようと前に出る。が、その瞬間、乙姫の左手パーツが大きく開いた。

　乙姫がニヤッと笑った。そして、大げさな動作で左手をリトル・レッドフードやレッドキャップ隊の半数が盾にしているワンボックスカーへと向ける。まるで、僕にその意図をわからせようとしているみたいだった。

　……あの装備は何だ？　ドクターは何と言っていた？

　確か……グレネードとか……。……グレネードぉ!?

　舌打ちをして翼を開く。飛ぶというより、走るに近い移動で射線に割り込んだ。

　乙姫の左腕から、グレネードが一発、射出される。グレネードは僕の腹にぶつかって炸さく裂れつした。その衝撃で土煙が舞う。爆発の熱はともかく、衝撃がかなりきつい。たぶん、人間なら簡単に死ねる。飛散する破片もかなり痛かった。

　ぐっ、とうなり声が漏れた。が、歯を食いしばって踏ん張った。アンシーリーコート特製の爆弾に比べれば、こんなものは屁へでもないさ！

「リンドヴルム！」

　リトル・レッドフードが叫んだ。心配そうな声に、

「大丈夫だ」

　と答えて、次弾に備え身構える。が、土煙が晴れると、乙姫は身を翻ひるがえして雑木林の方へと飛んでいた。

　狙いは……ラプンツェルかっ!?

「お優しいのも考えものですわね？」

　冷笑し、乙姫は僕を一いち瞥べつ。そのまま、ラプンツェルめがけて襲いかかる。

　グレネードは僕の動きを封じるために撃ったってわけか！　くそっ、やってくれる！

「ラプンツェルッ！」

　慌ててそちらへ向かおうとするが、

「させるかッ！」

　と狐こ太た郎ろうと茶ちやヶが丸まるが割り込んできた。狐太郎の両手からは、しゃきーん、と鋭い爪が飛び出した。同様に、茶ヶ丸が振りかざした唐から傘かさの先端からは槍やりのような穂先が飛び出す。

「姫様の邪魔はさせんぞッ！」

　叫んで、狐太郎が斬きりかかってきた。

　左腕で受ける。鱗うろこが少し削けずれたようだったが、そう簡単に貫かれる気配はない。

「邪魔だ、どけぇッ！」

　振り払おうとする僕の爪つめから、狐こ太た郎ろうはちょこまかと動き回って逃れた。

「それはできんな」

　入れ替わるように、茶ちやヶが丸まるが傘の槍やりで突きかかってくる。

「わからんのかッ！　お前らの爪も槍も、俺おれ様さまには通じないのだぞ！」

「だからどうした。貴様がそうであるように、我々とて姫様に忠誠を誓っている！　身を挺ていすることに躊ちゆう躇ちよなどあるものか！」

「その通り！　我らの悲願のため、姫様は必要なお方なのだ！　その姫様のためなら、この命、惜しくはないわッ！」

「ええい、知るかっ」

　焦あせれば焦るほど、繰り出す攻撃も雑になる。狐太郎と茶ヶ丸は、かなり余裕を持って僕の攻撃をかわしているようだった。

　そうして僕が手間取っている隙すきに、乙おと姫ひめがラプンツェルに迫っていた。ラプンツェルも髪の毛を使って防御しようとしてはいたが、いかんせん最初から腰が引けてしまっている。

　ほどなく、乙姫は髪の毛の防御網をかいくぐり、ラプンツェルにスタンバトンを押し当てた。白い体がぐったりと崩れ落ちる。そのラプンツェルを抱きとめて、乙姫はやはり右手のパーツから飛び出した針のようなものを無防備な首筋にチクリと刺した。

　くっ。

　……麻酔薬か。確かに、スタンガンに相手を気絶させる効果はない。一時的に神経網を刺激して体の制御を奪うだけだ。それで自由を奪って薬で眠らせる、というのは確実だし理に適かなっている。

　乙姫はラプンツェルを小こ脇わきに抱え、ホホホ、と笑って土手の上のリムジンまで一直線に飛んだ。そしてそのまま、リムジンの中にラプンツェルを押し込めて、自分も乗り込もうとする。

　連れ去ろうというのか！

「ラプンツェル――ッ！」

　させまいと、邪魔に入る狐太郎と茶ヶ丸を無視して僕も飛び立った。

「我らを無視するか！　ならばッ！」

　わざわざ叫んだ着ぐるみ怪人コンビは、身を翻ひるがえしてワンボックスカーへと向かう。

「くっ、このッ！　撃て撃てぇーっ！　弾幕薄いぞッ！」

　と、リトル・レッドフードやレッドキャップ隊も応戦するが、ゴムスタン弾は狐太郎のもこもこの毛や茶ヶ丸の鉄てつ釜がま装甲に阻はばまれてほとんど効果を上げていない。

　……二に兎とは追えない。くそっ、悔しいが上う手まい作戦だ。

「チクショウッ！」

　叫んで、僕も旋回し、狐こ太た郎ろうたちを追った。ほぼ同時に、リムジンが走り出す。

　……千ち紗さ。千紗ッ！

　いや、落ち着け。大丈夫だ。わざわざラプンツェルをさらったのは、交渉材料にするため。だったら、危害は加えないだろう。今は他ほかの仲間を守ることを優先するべきだ。

　急降下して、茶ちやヶが丸まるを左足で踏みつけた。そのまま左足に力を込めて、倒れ込んだ鉄てつ釜がまの体を押さえ込み、狐太郎の尻尾しつぽを掴つかむ。自慢じゃないけど、一度飛んでしまえばスピードで負ける気はしない。それは、急降下の速度だって例外じゃない。

　僕の足下で茶ヶ丸は「むぎゅう」と苦しそうな声を上げ、尻尾を掴まれた狐太郎も、僕に逆さ吊づりにされてバタバタともがいていた。

「やめやめ！　撃ち方やめっ！」

　サブマシンガンを下ろして、リトル・レッドフードが言った。半魚人たちを追い回していたレッドキャップたちは「え？　やめんの？」などと口々に言いながらも、命令に従って戦闘を停止する。

　追いかけられていた当の半魚人たちも、不ふ思し議ぎそうに顔を見合わせていた。

「もうこれ以上戦う意味もないでしょ。あたしたちの負けよ。悔しいけど、まんまとやられたわ」

「……ですね」

　一〇号がうなずいた。

「リンドヴルム、その二匹も放してあげなよ」

「む。しかし……」

　僕が逡しゆん巡じゆんすると、リトル・レッドフードは、

「じゃあどうすんの？　殺すの？　それとも、捕ほ虜りよにする？」

　むう。

「くくく、我々など所しよ詮せん捨すて駒ごまよ。捕虜にしたところで、たいした価値もないわ。さあ、殺すがいい」

　逆さ吊りの狐太郎が言った。

　やれやれ。僕は尻尾を掴んだ手を放し、踏みつけていた足も茶ヶ丸からどけた。

「……どういうつもりだ」

　茶ヶ丸が僕を見上げて、訊きいた。

「我々は、いかなる理由があっても人は殺さない。それだけだ」

　三号が肩を竦すくめている。甘い、と言いたいのだろう。

「ただし」

　と、僕は狐太郎たちに顔を近づけてすごんで見せた。

「もしラプンツェルに少しでも危害を加えてみろ、その場合はポリシーもモットーもかなぐり捨てて、貴様らを八つ裂きにしてやる。乙おと姫ひめにもしっかりと伝えろ」

「……恩には着ないぞ」

　狐こ太た郎ろうの肩を借りて立ち上がり、茶ちやヶが丸まるが吐き捨てた。

「もとよりそんな気はない。さっさと行け」

　半魚人たちと着ぐるみ怪人コンビがよろめきながら引き上げていく。明らかにダメージは向こうの方が大きいのだろうが、負けたのは我々だ。

「さ、気持ちを切り替えなきゃね。さらわれたお姫様を救い出さなきゃ」

　ことさらに明るく、リトル・レッドフードが言った。

「ですね。まあ、当面ボスが酷ひどい目に遭わされる可能性は低いでしょうから、作戦会議を開く余裕くらいはあるでしょう」

　一〇号の言葉に、リトル・レッドフードが首を傾かしげた。

「んー、そう言いきれる？」

「もちろん、絶対とは言えないかもしれませんが……向こうはリンドヴルムがボスに忠誠を誓っていると思っているようですから、目的がリンドヴルムである以上、不必要に怒らせるような真ま似ねはしないはずでしょう。むしろ、ボスを懐柔しようとする可能性の方が高い、と私は踏んでいますが」

　なるほど。主君を擁ようしてしまえば、配下である僕も素直に従うだろう、という考え方か。ましてデーモンテイルも世界征服を標ひよう榜ぼうしているのだ。目的が同じなら、組織ごと取り込むという選択肢も……。

「だからってのんびりはできないけどね」

　リトル・レッドフードは少し考え込んで、

「ん、閃ひらめいた。こっちも人質を取ろうじゃん」

　と言い、にんまりと笑った。

「……隊長、誰だれを人質に取る気で？　そりゃ乙姫を捕まえられりゃそれに越したことはないけど」

「それができりゃあ苦労はないっすよ」

「さっきの着ぐるみ野郎も帰しちゃったし」

　レッドキャップ隊が口々に言う。

「あのね、人質ってのは相手にとって大事なものじゃなきゃ意味がないの。あの二匹の言葉がホントかどうかはともかく、捨すて駒ごま使って交渉なんてできないって」

「では、誰を？」

　僕が訊きくと、

「オトギーランドそのものよ。アンタが火を吐けることは身をもって知ってもらったわけじゃん。だから、ボスを帰してくれなきゃオトギーランドを火の海にするぞ、って脅すの」

「いくら何でも、あの広い遊園地を全部燃やすのは骨が折れるんじゃないっすか？」

「だったら、ガソリンでも爆弾でも持ってけばいいじゃん」

「あ、なるほど」

「プラスチック爆薬だと何キロぐらいあればいけるかな？　Ｃ４とか」

「ナパーム弾でもぶっ放した方が早いって」

　っていうか、皆さん好き勝手言いすぎです。

「……それを実行したら大悪人だな、俺おれ様さまたちは」

「世界征服を目もく論ろむ秘密結社のナンバーツーが何言ってんの」

　……ごもっとも。

「しかし、やはり乱暴すぎるように思うのだが」

「いや、案外いいのでは」

　僕らのやりとりを聞きながら思案していた一〇号が口を開いた。

「ボスがどこに連れ去られたのかは不明ですが、オトギーランドにいなくても、あそこになら幹部の一人くらいはいるでしょう。少なくとも、乙おと姫ひめに連絡はつくだろうと思われます。確実に交渉を持てる、その点がまず一つ。

　さらに、相手からの要求を待たずにこちらから乗り込むことで、主導権を確保できるという点が一つ。

　しかも、オトギーランドは彼らにとって大切な基地であり資金源であると同時に、アキレス腱けんでもあります。大火事にでもなって消防や警察の手が入れば、公にしたくない秘密や地下施設まで暴かれることになりかねません。多数の武器弾薬は言うに及ばず、兵器の製造や人体改造の証拠が世間に公表されたらどうなるか……」

「なるほど、社会的に致命傷になりうる」

　僕が漏らした言葉に、一〇号は「その通り」とうなずいた。

「人質としては着ぐるみ怪人なんかよりよっぽど価値がある、ってことだな、兄貴？」

「おもしれえ！　やられっぱなしじゃ腹の虫が収まらないし、俺は乗るぜ！」

「俺も、やる。ボス、助ける」

　俺も、俺も、と次々に賛同の声が上がる。ノリがよすぎです、皆さん。

「……わかった。ただし、決行は夜、オトギーランドからお客がすべて出た後だ」

「そだね。一般人巻き込むのはイヤだし」

「とにかく、一度基地に戻ってドクターにも相談しましょう。それと、作戦の細部を詰める必要もあります」

　おー、とレッドキャップ隊が勝手に鬨ときの声を上げている。

　まあ、ドクターには相談より謝る方が先だろうけどね。



    

  
    
      


第六章　塔の上のラプンツェル





『そうですか』

　僕らの話を聞いたドクターは、いつもと変わらない口調でそう言った。

「すみません」

『いえ、麻酔針まで用意していたのは、最初から向こうの目的が千ち紗さだったということでしょう。私自身、甘く見ていたことは否めません。赤あか尾お君のせいではありませんよ』

「過ぎたことは言ってもしょうがないよ。とにかく、今は千紗ポンの奪還に専念しないと」

『片かた桐ぎりさんの言う通りです。作戦の概要は理解しましたので、ワンボックスカーにナパーム弾用のランチャーを取りつけましょう。大丈夫、すぐに終わります。ついでに機銃でも取りつけておきますか？　必要とあれば、リンドヴルムが手に持って使用するための三〇ミリガトリング砲くらいなら用立てますが』

　……は？

「ちょ、ドクター……？」

　全然冷静じゃないし！

「まあまあ、竜りゆう太た。戦車砲よりマシじゃん？」

　どっちもどっち。似たようなもんでしょ。

「ま、武器などあって困るものではありませんよ。ナパーム弾も、所持するに越したことはありません。脅迫にせよ交渉にせよ、カードが切れる状態にあることは重要です」

　一〇号までがそんなことを。

「そんな無茶な」

　しかし、

「ボスをさらうような真ま似ねをした方が悪いね」

「同感。先に手を出してきたのは向こうだし」

「おいらたちを怒らせたらどうなるか、キッチリ教えてやった方がいいと思う」

　……どうやら孤立無援です。

「ま、甘く見た結果がこれだからねー。準備は過剰なくらいでいいんじゃない？　使う使わないは現場の判断でいいわけだし。基本、使わせないけどね」

　それでも、三〇ミリガトリング砲は要いりません。

「ブラフを張るにはある程度テクニックが必要になります。相手に信じ込ませるリアリティ、見破られないための度胸。どちらもそんなに簡単ではないでしょう。しかし、単に事実を背景に脅すのであれば、技術は必要ありません」

「そりゃそうでしょうけど……」

「交渉を行うのは君なんですよ、赤あか尾お君。乙おと姫ひめの目的は君なんですから」

「……」

　結局押しきられるんですね。……まあ、いいか。千ち紗さの救出が第一だし。



　思えば、背に誰だれも乗せずに飛ぶことなど稀まれだ。どうにも軽すぎて落ち着かない。

　並んで飛ぶのは、お馴な染じみの赤いワンボックスカー。助手席の窓からリトル・レッドフードが身を乗り出し、後ろにある左右の窓からは、オトギーランドが見えてきたあたりから三号と一〇号が箱乗り状態で上半身を乗り出してライフルを構えていた。

　閉園後のオトギーランドは、周囲のイルミネーションに比べてあまりに暗い。特にその外周には、帰途につく車のヘッドライトがひしめいているからなおさらだ。

　夜の遊園地なんてそんなものなのだろうか。しかし、完全に真っ暗ではないのは、何かしら作業をしている人間がいるということなのだろう。考えてみれば、三六五日営業しているとなれば、メンテナンスや本格的な清掃は深夜に行うしかないわけだ。

　僕らが竜りゆう宮ぐうキャッスルの真上に近づいた瞬間、何基かのサーチライトが点灯し、僕らの周囲を光が交錯した。くそ、眩まぶしい。

「見つかった？」

　片手で光から目を庇かばいながら、リトル・レッドフードが言った。

「だろうな」

　わざわざサーチライトを点つけて僕らを照らそうとしているんだから、そうなのだろう。

「お任せを」

　ワンボックスカーから身を乗り出した一〇号が言い、次の瞬間に銃声が轟とどろいた。おそらく三号も一緒になって撃っているのだろう。銃声は数発続き、一発ごとにサーチライトが一基ずつ消えていった。

「ちょ、お前たち！　それ、ゴムスタン弾じゃないなっ!?」

「お叱しかりは後でお聞きします。もちろん、人は狙ねらいませんよ」

　何ともまあ、一〇号もしれっと言う。確かにライトに照らされて狙い撃ちされたんじゃあ堪たまらないけど。

「俺おれ様さまは降りるが、お前たちはどうする？」

　ワンボックスカーに向かって訊きいた。

「行くに決まってんじゃん」

　当たり前だろう、と言わんばかりの表情でリトル・レッドフードが即答した。

「ええ、お供しますとも。どのみち交渉が大前提、結果次第でこの車両の取るべき行動も変わるわけですから、交渉の中身が聞こえる位置まで降りないわけにはいきません」

　一〇号もそう言い、そして車内の仲間に、

「というわけで、八号。降下を。ただし、エンジンは切らないように。いや、いつでも動けるようホバリングで低空待機」

　運転席から「了解」の声。ってか、そのワンボックスカー、ホバリングまでできるんだ。

　竜りゆう宮ぐうキャッスル前の広場に降り立った。すぐ側そばに地上三〇センチの高さでワンボックスカーもホバリングする。

　そして、竜宮キャッスルの中から乙おと姫ひめが姿を現した。周囲からバラバラと半魚人や狐こ太た郎ろう、茶ちやヶが丸まるたちが出てきて僕らを取り囲む。うわ、狐太郎も茶ヶ丸も、他ほかのキャラクターもそれぞれ五、六匹いる。夢ぶちこわしの光景だなあ。

「ごきげんよう。そちらからいらしてくれて助かりましたわ。実は連絡先がわからなくて途方に暮れていましたのよ。あのピンク髪のお姫様も何も喋しやべってくれませんし」

　……なんて間抜けな。

「そんなことより、ラプンツェルは無事なのだろうな」

「もちろんですわ。貴方あなたが逃がして下さった狐太郎たちからメッセージは承っておりますもの。わたくしも、貴方に八つ裂きにされたくはありませんわ」

　あ、狐太郎って言っちゃったし。いやまあ、この場所で対たい峙じしている時点で隠す意味もないだろうけど。

　乙姫が手を挙げた。

　と、竜宮キャッスルの天守閣部分がゴゴゴと音を立てて左右に分かれ、中から無骨な鉄骨の集合体のような馬ば鹿かでっかいクレーンが姿を現した。その先端から伸びるワイヤーには一辺が三メートル程度のガラスの箱が吊つられ、その中にラプンツェルがいた。箱のところどころには金属のパーツが取りつけられている。その一つは開閉用のフタであるらしく、取っ手と鍵かぎ穴あながついていた。

　……なるほど、縛りつけるだけでは髪の毛で何をされるかわからない、しかし眠らせたままでは訊ききたいことも訊けない。なかなか苦肉の策っぽい処置だ。

　ラプンツェルは箱の中から僕らの姿を見つけ、

「リンドヴルム！　レッドフードさんっ！」

　と叫んだ。髪の毛で拳こぶしをつくってガラスを何度も叩たたくが、ガラスはびくともしない。

「ムダですわ。そのガラスの硬さは、リンドヴルムさんの鱗うろこといい勝負でしてよ。空気も声も通しますから窒ちつ息そくの危険はありませんけれど、その程度で割れたりはしませんわ」

　だろうな。でなきゃ意味がない。

「あのクレーンも含めて、突貫であれだけのものを作るのは大変でしたのよ？」

「知るか」

　というか、必要なのか、あんな大がかりな仕掛けが。どうして秘密結社の連中は、こういう大仕掛けが好きなんだろう……？

「とにかく、貴方あなたのお姫様はかすり傷一つついていませんわよ。これで満足していただけましたかしら？」

「結構。では、彼女を返して頂こう」

「あら、ホホホ。タダで返すと思って？」

「ダメですっ！」

　吊つるされた箱の中から、ラプンツェルが叫んだ。

「リンドヴルムを使って世界を征服しようなんて、そんなの、絶っ対にダメなんです！」

「……」

「ってか、アンタが言うか、それを」

　呆あきれ顔でリトル・レッドフードが呟つぶやいた。レッドキャップ隊も、みんなそれにうなずいている。僕もまったく同感だ。

「世界征服？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい、いつの時代の話をしていらっしゃいますの？」

　乙おと姫ひめが、冷ややかに言った。

「世界征服になど興味はありませんわ！　もちろん、する気も。強しいて言うならば、わたくしたちの世界征服は、世界中にオトギーランドを建設し、昔話をモチーフにしたアニメーションを片っ端から制作して全世界に配信し、世界中の子どもたちの部屋を狐こ太た郎ろうや茶ちやヶが丸まるたちのぬいぐるみと夢でいっぱいにすることですわ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　高らかに宣言した乙おと姫ひめの言葉に、周囲から割れんばかりの歓声が上がった。

「乙姫様万歳！」

「オトギーランド万歳！」

「世界に夢を！　子どもたちに昔話を！」

「世界中に可愛かわいいものを！　子どもたちに笑顔を！」

　……え？　何この変な狂乱振り。

　呆あつ気けにとられて一〇号を見やると、一〇号は首を捻ひねって「もしや」と呟つぶやいた。

「兄貴、これっていったい……？」

　三号が訊きくと、一〇号は、

「これは推測なのですが……彼らは、テーマパークの経営が楽しくなって、当初の目的である世界征服などどうでもよくなってしまったのでは」

　そんな馬ば鹿かな。だってそれじゃあ……その目的って、普通の企業だし！

「でも、リンドヴルムもどきとか、乙姫のパワードスーツとか、物騒なものがいっぱいあったし、涼しい顔して使ってたじゃん！」

　一〇号の言葉に、リトル・レッドフードが言った。

「それはおそらく、過去の遺物です。世界征服を志していた頃ころの名残として、武器や兵器と一緒に体質や組織構成も残っていたのでしょう」

「ちょっと待て、乙姫。だったら、なぜ俺おれ様さまを配下にしようなんて思ったんだ！」

「あら、決まっていますわ。わたくしの趣味です！」

　……趣味。ああ、やっぱりですかこのわがまま娘めっ！

「つき合いきれんな」

　深い溜ため息をついて、僕は、

「勝手にやっているがいい。さっさとラプンツェルを返せ」

「そうはいきませんわ」

「タダとは言わん。今黙って返すなら、オトギーランドは火の海にならずにすむ」

「……なんですって？」

「あのワンボックスカーには、大量のナパーム弾や爆薬が積んである。俺様の吐く炎も合わせれば、オトギーランド全体を二回か三回は焼き尽くせる量だ。迂う闊かつに撃ち落とすこともお奨すすめはしないぞ」

　周囲の半魚人たちからざわめきが起きる。

「そんな！　オトギーランドを焼くなんて！」

「子どもたちの夢を焼こうというのか！」

「なんてヤツらだ！」

　……兵器使ったり誘拐までやっておいてそんな世よ迷まよい言ごとを仰おつしやいますか。

「そ、そんなことをしようとすれば、ラプンツェルがどうなっても知りませんわよ！」

「ほう。では、言っておく。ラプンツェルに手を出すようなら交渉は即、決裂だ。ここを火の海にしてから、ゆっくりと助け出すことにする」

「……くっ」

　乙おと姫ひめが言葉に詰まった。

　その瞬間、いつの間にワンボックスカーから降りたのかリトル・レッドフードが僕にすすっと近づいてきて、

「リンドヴルム、時間を稼いで。あたし、ラプンツェルをこっそり助けてくるから」

　と首から提げた認識懐中時計を示しつつ、小声で言った。

「しかし、あの高さだぞ……？」

「大丈夫、へっちゃらだ。任せろっ」

　リトル・レッドフードは自信たっぷりにニッと笑ってサムズ・アップ。

　……迷っている暇はないか。僕が仕方なく小さくうなずくと、リトル・レッドフードの姿がかき消えた。

　さて、では、どう時間を稼ごうか。少し考えて、

「乙姫。お前はラプンツェルを盾に俺おれ様さまを服従させようとしたのだろうが、それが目的なのだとしたら、そもそもその作戦自体、無理があったとは思わんか？」

「な、何ですって？」

「お前は俺様に忠誠を誓ってもらいたいのだろう？　だとすれば、人質を取るなど愚の骨頂だ。お前はもう少し人の心というものを学んだ方がいい」

「何を言っていますの？　最終的に結果さえ出ればいいのですわ」

　……やれやれ。

「わからんか。ならば、そうだな……例えば、三国志に登場する徐庶じよしよという人物を知っているか」

「じょしょ？」

「そうだ。字あざなを元直げんちよく、主人公の劉備りゆうびに仕え、有名な諸葛孔明しよかつこうめいを紹介した人物でもある。有能な人で、劉備はライバルだった曹操そうそうの軍勢を彼の助言によって打ち負かした。そこで曹操サイドは彼を自分の陣営に引き入れようと、一計を案じた」

「一計？　……なんですの？」

「徐庶の年老いた母親を人質に取ったのだ」

　正確には、老母の筆跡を真ま似ねた『自分は囚とらわれている』という内容の手紙でおびき寄せたんだったかなあ。まあ、どっちでもいいか、この際。

「……！」

「結果、徐庶は曹操の陣営に加わることになる。が、曹操のために役に立とうとはしなかった。それどころか、赤壁というところでは曹操そうそうが不利になるような進言さえして、曹操を大負けさせている」

「……」

「まあ、演義、つまりは物語での話だ。史実で彼がそんなことをしたという記録はない。とはいえ、その能力に見合わないほど低い位しか与えられていなかったそうだ。少なくとも、遺い憾かんなく実力を発揮した、ということはなかったようだな。ま、親しい人間を人質に取るような輩やからに、忠誠を誓う気にはなれんだろう」

「……回りくどいですわね」

　面白くなさそうに、乙おと姫ひめは低く言った。

「ほう、俺おれ様さまの言いたいことは理解できたか。ま、忠誠云うん々ぬん言っている時点で、お前は勘違いをしているがな。俺様とラプンツェルは主従ではない。以前にラプンツェル自身が言っていただろう？　仲間だ、と。俺様もそう思っている。仲間、あるいは友人だとな。

　少し、自分の立場に置き換えて考えてみろ。大切な友人をさらって言うことを聞け、なんてほざくヤツと仲良くできるか？　忠誠なんぞ誓えるか？」

「……友人……？　貴方あなたは友達のために、痛い思いや辛つらい思いを我慢して体を張っていらっしゃいますの？」

「そうだ。というか、友人の危機なら救いたいと思うのが当たり前だろう。友人が困っているなら手を差し伸べるものだろう。そんなことさえ理解できんのか」

「……」

　乙姫はうつむいて、黙り込んでしまった。果たして何を思っているのか。

　と、半魚人たちが上を見て騒ぎ始めた。

　その視線を追いかけると、ワイヤーを伝ってラプンツェルが閉じ込められた箱へと下りようとしているリトル・レッドフードの姿があった。

　姿があった、って……認識偏向時計の効果時間が切れたのか！

　さすがに乙姫も、騒ぎに天守閣を見上げる。ち、気づかれたか。だとすれば、もうここで乙姫の相手をしている必要はない。翼を開いて、地面を蹴けった。

「お、おのれ！　騙だましましたわねッ！」

　僕を追いかけてくるつもりなのか、両足のスラスターに火が入った。

「させるかよッ！」

　重なるように二発の銃声。三号が言うと同時にライフルを撃ったらしい。一〇号も。その弾はそれぞれ、両足のパーツに命中し、派手にスパークが散った。壊れてしまったのか、スラスターの火が勢いを失っていく。

「そのパワードスーツの構造と弱点は解析ずみでしてね」

　と、一〇号がにやりと笑った。

「姫様！　おのれっ」

　半魚人の何人かがワンボックスカーに銃を向ける。が、

「よせッ！　本当にナパーム弾が積んであったらどうする気だっ」

　と叫んで狐こ太た郎ろうの一人が制止をかけた。その隙すきにワンボックスカーも高度を上げ始める。

「……馬ば鹿かにしてッ！」

　乙おと姫ひめが左腕をリトル・レッドフードとラプンツェルの方に向ける。左腕のパーツがガコン、と口を開けた。

　ちぃっ！

　グレネードが発射された。僕は急いで二人を庇かばえる位置まで飛んで、背中でグレネードを受け止める。そのグレネードは、当然僕の背中で爆発した。

　くっ、相変わらず痛い。

「リンドヴルム！」

　リトル・レッドフードが叫んだ。

　僕はリンドヴルムの体に組み込まれた反重力何とかをめいっぱい稼働させて、二人を庇う位置に体を固定しようとする。昆虫やハチドリじゃあるまいし、空中で静止するのはそう簡単じゃない。そして事実、この図体だと想像以上にきつい。そう、休みなく腕立て伏せを続けているくらいには。さて、いつまで保もつか。

「い、いいから、早いところラプンツェルを助けろッ！」

「う、うん」

　するするとワイヤーを滑り降りて、リトル・レッドフードはガラスの箱に足をつけた。よつん這ばいでところどころに付属している金属部分を掴つかみ、ゆっくりとガラスの箱の上を移動していく。

　リトル・レッドフードはその箱の天井部の縁で、金属部分を片手で掴んで、もう片方の手でポケットから何かを取り出した。

　あ、いつか四号から没収した万能キーか！

　それを、リトル・レッドフードは手を伸ばして鍵かぎ穴あなに差し込んで……。

　その瞬間、乙姫は、

「このおっ！　この！　この！　狡ずるいですわ、その女ばっかりッ！」

　とヒステリックに叫んだ。

　逆ギレですか！　でも、グレネードを乱射し始めたりしたから洒落しやれにならない。

　もう一発が背中に命中、爆発。くっ、痛い以上に、その衝撃で姿勢制御の微調整をしなければならないのが辛つらい。そりゃ辛いでしょ？　腕立て伏せばりの苦労継続中に背中で爆発とかさあ。

　けど、乱射されたグレネードのほとんどは狙ねらいもいい加減だった。外れたグレネードが竜りゆう宮ぐうキャッスルや周囲の建造物に当たって爆発を起こしている。

　いくつもの爆発音と閃せん光こうがあちこちで爆はぜた。

　いや、それどころか、どうやらクレーンにも何発か命中したらしい。その振動で、クレーンががくんと大きく傾き、吊つるされた箱が大きく揺れた。

「わあっ」

「きゃあっ」

　ほぼ同時にリトル・レッドフードとラプンツェルが悲鳴を上げた。リトル・レッドフードの手が箱から離れる。鍵かぎ穴あなに差さりっぱなしの万能キーからも。

「え？　ちょ、うわあああぁぁっ！」

　リトル・レッドフードの体が宙に投げ出された。

　そして、揺れた拍子に箱の中で転がったラプンツェルは壁に派手にぶつかり、どうやらすでに開いてしまっていたらしい箱の入り口から、

「きゃあぁぁぁっ」

　と、夜の闇やみに飛び出した。

「ラプンツェルっ！　レッドフードを髪の毛で掴つかめッ！」

　言いながら、落ちていく二人を追った。

「ええええーっ!?」

　落ちながら首を巡らせて、ラプンツェルがリトル・レッドフードを探す。

　とりあえず、手近だったラプンツェルの尻尾しつぽを掴んだ。タダでさえ色っぽい格好のラプンツェルが逆さ吊づりになってすごいことになっている。けど、それを眺めている暇はない。

　ほぼ同時に、ラプンツェルの髪の毛がリトル・レッドフードの足に絡みついた。が、僕はラプンツェルが髪を縮める前に落下するリトル・レッドフードに追いついて、小こ脇わきに抱える感じでキャッチした。ふう。

「あ、あ、ありがと……ってか、死んだかと思った……」

　リトル・レッドフードは引きつった半笑いで言った。

「あの、絶対に助けに来てくれるって思ってました！」

　逆さ吊りのままラプンツェルは言って、髪の毛を僕の首に巻きつけた。

　僕が尻尾から手を放すと、ラプンツェルは髪の毛を器用に操って定位置である僕の背中に乗る。そして、僕が抱えていたリトル・レッドフードを髪の毛で持ち上げて、いつかのように自分の前へストンと収めた。

「……でも、狡ずるいですよう。どうしてレッドフードさんはちゃんと抱きかかえるのに、わたくしは尻尾なんですか」

「はあ？　ってか、助けられたのアンタの方が先だったじゃん」

　また始まったか。やれやれ。

「あのな、助け方にも順番にも他意はない。余計なことを考えている余裕などなかった、それがわからないわけでもあるまい」

　とにかく、これで一件落着……。

　そう思いかけて、背後にギイ、という何かが軋きしむ音を聞いた。

　振り返ると、ラプンツェルを吊つっていたクレーンがさらに傾き始めていた。グレネードの爆発で根本が破損していたらしい。

　あー。突貫で作ったって言ってたしなあ……。

　ラプンツェルが閉じ込められていた箱は相当に重かったらしく、クレーンは急速に曲がっていき、ついに折れて落下を始めた。

「リンドヴルムッ！　あれをっ！」

　叫んだリトル・レッドフードが指さしたのは、凍りついたように上を見上げる乙おと姫ひめの姿だった。見上げる先には、天守閣から落下を始めたクレーンとガラスの箱。

　よりによってそこに落ちるか！

「リンドヴルムっ！」

　ラプンツェルの声を聞く前に、僕は動き出していた。

「おうっ！　助けるぞッ！」

　我に返った乙姫も逃げようとしたのだろう、スラスターがうなりを上げるが、一向に出力が上がらない。一〇号と三号に撃ち抜かれた両足のパーツは、どうやら完全に壊れてしまっているようだ。

「動いて……！　このっ、動けぇッ！」

　おそらく、飛行時以外にもパーツの機能によるサポートがあるのだろう。素材に何を使っているのかは知らないが、あれだけの金属塊、重さだって相当なはず。

　つまり、逆に言えば、乙姫は自力では逃げるどころか一歩たりとも動けないのでは。

　乙姫に迫るクレーンとガラスの箱に、半魚人や狐こ太た郎ろうが絶望的な悲鳴を上げた。

「リンドヴルム！　わたくしが髪の毛で彼女を掴つかみますから、貴方あなたは飛ぶことだけに専念して下さいっ！」

　背中からの声に、

「おう、任せたッ！」

　と短く答えて、速度を最大まで引き上げた。距離的には目と鼻の先。でも、落下してくるガラスの箱は真っ逆さまの直線距離。僕らの今の位置よりは、確実に乙姫に近い。

　細かな建材の欠片かけらが降り注いできた。

　急げ。速度を上げろ。

　はた迷惑な女ではあるが……乙姫は、いや、龍りゆう造ぞう寺じさんは友達だろう。助けないわけにはいかないじゃないかっ！

　だから……速く。

　もっともっと速く！　もっと！　もっとッ！

「うおおおおおおおおぉぉぉぉ――――ッ！」

　無意識に雄叫おたけびが出ていた。

　地面すれすれにまで高度を下げて、全意識と全能力を前方に向ける。

　間に合ええぇぇーっ！

　落下するクレーンの下をすり抜けた。ラプンツェルの髪が乙おと姫ひめに伸びる。

　僕が通り過ぎた後ろで、ガラスの箱が砕け散る派手な音が聞こえてきた。クレーンが地面に突き刺さる。その轟ごう音おんが、衝撃波のように僕らの体にビリビリと伝わってきた。

　その時点で、ようやく僕はラプンツェルの髪の毛の先を確認した。見事、その先端は乙姫の腹部に巻きついていた。当の乙姫は唖あ然ぜんというか呆ぼう然ぜんというか、何が起こったか理解できないような顔で我を忘れていたけど。

　速度を落として、地面に降り立つ。ふう、と大きく息を吐いた。

「姫様っ！」

　半魚人や狐こ太た郎ろうたちが叫びながら駆け寄ってくる。ラプンツェルが、そっと乙姫を駆け寄ってきた彼らの側そばに下ろした。乙姫はへなへなと座り込んでしまったが。

「あの、お怪け我がはありませんか？」

　僕の背中からラプンツェルにそう問われて、ようやく乙姫は我に返った。

「ど……どうして」

　僕らを見上げた乙姫は、ようやくそれだけを言った。

「ん？　なぜ助けたか、という意味か？」

　乙姫がおずおずと首を縦に振る。

「あたしたちデーモンテイルは、どんな場合でも人命を最優先すんのよ。人は殺さないし、可能な限り人は助ける。それがどんな人間だったとしても、ね」

　僕の背中から、リトル・レッドフードが言った。

「でも、わたくしは……ラプンツェルをさらったりしたのですよ？　メカ・リンドヴルムで襲ったり、グレネードを撃ったり……」

「そうですね。でも、あの、だから見捨ててもいいなんてことはないと思います」

　キッパリとラプンツェルが言いきった。

「……」

　乙姫は信じられない、という顔をする。

「ま、これに懲こりたらつまらないことは考えず、お前の夢のために邁まい進しんすることだ」

　そして狐太郎たちを見据えて、

「お前たちも、盲目的に従うだけが忠誠ではないぞ。本当に乙姫のためを思うなら、間違いは正すよう諫かん言げんすべきだろう」

「……返す言葉もない」

　恥じ入るように、狐こ太た郎ろうの一人がうつむいた。

「姫様、我々の負けです。さ、助けて頂いたのですから、お礼を」

　半魚人の一人が言った。声からして、たぶん、鮫さめ島じまさんなんじゃないかと思う。

「……」

　しかし、バツが悪そうにそっぽを向いた乙おと姫ひめは何も言わない。

「姫様！」

　子どもを叱しかるように半魚人が語気を強めた。

「なに、構わんさ。頼まれたわけでもないし、恩を売る気もない。何より、お前たちの悲願には乙姫の発想や企画力が不可欠なのだろう？　だとしたら、彼女の存在は我々にとっても有益ということになる」

「……は？　どういう意味ですの？」

　半魚人の言葉には無視を決め込んでいた乙姫が、僕の言葉に反応した。

「言葉通りの意味だ。我々もオトギーランドは嫌いではないのでな。だろう？」

　背中の上に問うと、

「はい！　また遊びに来たいですよね、レッドフードさん」

「え？　いや、あたしは別に……。そ、そりゃまあ、嫌いだとは言わないけどさ」

　はは、素直じゃないのがここにも一人。ラプンツェルが苦笑した。むろん、僕もだが。

「な、何よ。なんか言いたいことがあるなら言えばいいじゃん！」

　頬ほおを若干染めて、リトル・レッドフードが声を荒らげる。そんな様子を、乙姫はなんだか眩まぶしそうに見つめていた。

「さあ、もう夜も遅い。帰るとしよう」

「はい」

「じゃあね、乙姫」

　二人を背に乗せたまま、飛び立つ。そしてレッドキャップ隊のワンボックスカーに、

「作戦終了だ！　撤収ッ！」

　とリトル・レッドフードが帰投命令を出した。それに応じる連中と並んで、一路、基地のある僕らの街へ。

「ま、何にせよ、オトギーランドを火の海にせずにすんでよかったな」

「ええっ!?　あの、あれって、はったりじゃなかったんですか？」

「うん。最悪の場合はね」

　リトル・レッドフードの答えに、ラプンツェルが複雑そうな顔をする。

「いいじゃん、実際にはやってないんだから」

「それは、そうですけど……」

「とはいえ、竜りゆう宮ぐうキャッスルはあの有様だがな」

「自業自得。ってか、壊したの、乙おと姫ひめだよ」

　確かに、原因は全部乙姫が乱射したグレネードだ。

「ま、これでようやく片がついたじゃん？　あの様子なら、乙姫がまたわがまま言っても、周囲がちゃんと諫いさめそうだし」

「ということは、これでまた、いつもみたいに世界征服作戦が進められますね！　もうすぐ河か川せん敷じきのお掃除も終わりますし、そしたらあそこもデーモンテイルの領土ですよ！」

　いや、それは何か違うんじゃ……。まあ、いいか。ラプンツェルの嬉うれしそうな顔を見ていたら、わざわざそんなツッコミを入れる気にもならなくなってしまった。

「……よかったな」

「はい！　めでたしめでたしです！」

　めでたしめでたし、か。ま、囚とらわれのお姫様を助け出すのはドラゴンの役目じゃない気もするけど。

　夜空に翼を羽ばたかせながら、そんなことを思って一人自じ嘲ちようした。

　やれやれ、これにてようやく『どっとはらい』というわけだ。



    

  
    
      


エピローグ





　翌朝になってニュースを賑にぎわせたのは、オトギーランドがしばらく休業するという発表だった。新しいアトラクションのテストで事故が発生し、いくつかの施設にも被害が出たため、その修理に時間がかかるから、と説明されている。

　午前中のうちに緊急会見も行われた。これまでメディアには『オトギー大使』なる広報の代表者を立てて露出させていたオトギーランド・コーポレーションだったが、さすがに今回は代表取締役である龍りゆう造ぞう寺じさん自らが会見に臨んだ。

　要するに、今日は龍造寺さんは学校はお休み、というわけだ。まあ、会見以外にも色々忙しいだろうし、無理もない。

　その会見の様子は、僕も教室でチェックしていた。いつものように携帯で。千ち紗さもありすも高たか槻つきさんも、一緒になって僕の携帯を後ろから覗のぞき込んでいる。……携帯を持っていないありすはともかく、千紗や高槻さんは自分の携帯で見ればいいのに。

　会見の席の龍造寺さんはとても毅き然ぜんとしていて、普段僕らが見ている以上に堂々と胸を張っていた。カメラのフラッシュにも記者たちの視線にも臆おくすることなく、むしろ会場そのものを呑のみ込もうとするほどの圧倒的な存在感を放っている。

『……現在、各施設の復旧工事とともに、新旧すべてのアトラクションの安全確認作業を並行して行っております。幸い、死者はもちろん、重大な怪け我が人も出てはおりませんが、万が一にも開園中に再発するようなことがあってはならないと考えての処置ですので、ご了承頂きたいと思います。

　工事期間中のご来園を予定されていたお客様には大変ご迷惑をおかけしますが、チケットの払い戻し、及び、もしご希望がございましたら、工事期間終了後のチケットを無料にて進呈させて頂くことを当社では決定しております』

　記者団を前によどみなく喋しやべる龍りゆう造ぞう寺じさんは、実にカッコよかった。いつものちょっと残念な龍造寺さんからは想像もつかないというか。いやまあ、ここまではおそらく、用意されたコメントをそのまま伝えただけなんだろうけど。

『昨夜はオトギーランド周辺で、飛行するリンドヴルムやデーモンテイルの空飛ぶワンボックスカーが目撃されているとの情報もありますが？』

　早速、記者からの質問が飛ぶ。

『ええ。彼らは救助作業に尽力して下さいましたわ。本来でしたら直接お礼に伺いたいところですけれど、連絡先もわかりませんので、この場を借りて御礼を申し上げたいと思います』

『なぜデーモンテイルがオトギーランドに？』

『さあ？　わたくしどもに彼らの真意はわかりかねます。通りすがりか何かだったのではありませんの？』

『ここのところ、銃撃戦を行ったりしていてデーモンテイルの周囲は物騒なようですが、どう思われますか？』

『それもわかりかねますわ。でも、彼らはゴミ拾いなどの活動を行っているだけだと伺っております。銃撃戦というのも、単に自衛のために行ったのでは？』

『一部には、彼らのそうした活動が偽善にすぎず、裏では着々と世界征服の準備を進めているのではないか、との声もあります。実際に銃器なども多数所持しているわけですが、その点はどうお考えですか？』

『偽善であれ何であれ、それで助かっている人がいるのではなくて？　ゴミの一つも拾わずに彼らを糾きゆう弾だんする人の言葉など、わたくしには薄っぺらにしか感じられませんわ。

　それとも貴方あなたは、彼らに命を救われた子どもたちのご両親に「彼らの行為は偽善だから、あなた方のお子さんは死ぬべきだった」とでも仰おつしやるおつもり？

　少なくとも、当社の従業員は彼らに命を救われております。感謝こそすれ、非難する理由など何一つございません』

　そして龍造寺さんは一拍間を置いて、

『御礼の意味も兼ねまして、オトギーランド・コーポレーションは、デーモンテイルの行う奉仕活動に賛同し、以後全面的に支援することを宣言いたしますわ！』

　不祥事の会見だったにもかかわらず、この会見でオトギーランドはますます株を上げたというのが世間の見方だった。

　素早い謝罪と対応のみならず、美人女子高生社長のハッキリした物言いが大好評だったらしい。工事が終われば、オトギーランドはさらなる人気を博すことだろう。

　そして、その会見を見ていた千ち紗さは、笑顔で僕に囁ささやいた。

「これはもう、オトギーランドは傘下に収めたも同然ですね！」

　どうやら千紗的には、世界征服は着々と進行しているらしい。



　で、その日の放課後。

　ようやくいつも通りの世界征服活動が再開できる、と大喜びのラプンツェルを筆頭に、僕らは河か川せん敷じきへと赴おもむいた。

　が、まるで僕らが来るのを見計らっていたかのようなタイミングで、土手の上にリムジンと数台のマイクロバスがやってきた。

「……げ、また来たの……？」

　リトル・レッドフードがげんなりした顔で呟つぶやく。

　しかし、今日は半魚人たちはジャージやフリースなどの動きやすい服装をしていた。手に手にゴミ袋やスコップを持っている。乙おと姫ひめだけはミニ着物とパワード手足のいつものスタイルだったけど。足パーツは修理したのかな……？

「あの、どうやら今日は、お手伝いに来てくれたみたいですね」

「らしいな」

　乙姫は足のスラスターを起動して、土手をひとっ飛びに僕らの目の前まで飛んできた。

「お詫わびではありませんけれど、今日は清掃作業を手伝わせて頂きますわ。わたくしの部下たちも自由に使って下さって結構ですわよ？」

「ありがとうございます。あの、助かります」

　乙姫はラプンツェルのお礼に微笑ほほえみを返した。そして僕をまっすぐに見て、

「わたくし、考えを改めましたわ。貴方あなたをわたくしのものにすることは諦あきらめることにいたします。これまでのご無礼、ご容よう赦しや下さいませ」

「それは結構。これで俺おれ様さまも安心できるというものだ」

　しかし僕の返事を聞いているのかいないのか、乙姫はもじもじしながら頬ほおを赤くして、

「それで……その、リンドヴルム様」

「何だ」

　って、様……？　いったい何だ……？

「その、つきましては、わ、わたくしと結婚して下さいませ」

「……はあ？」

「リンドヴルム様をわたくしのものにできないのであれば、わたくしがリンドヴルム様のものになればいいのですわ！　ああ、何という発想の転換！　そして何より、昨日助けて頂いたときに、わたくしは貴方あなたにメロメロになってしまいましたの！」

　唖あ然ぜん。開いた口が塞ふさがりません。

「あ、いえ、もちろん、今は婚約だけで結構ですわよ？　わたくしもまだ学生の年齢ですし、色々準備も必要でしょうから」

「いや、ちょっと待て」

「式は神前式がいいと思っておりますけれど、リンドヴルム様が教会でと仰おつしやるなら、わたくしはリンドヴルム様のご意見に従おうと思いますの」

「いや、だからな？　どうしてそういう話になるんだ」

「あ、ご安心下さいませ。わたくしの夫になって頂くからには、リンドヴルム様には一切苦労などさせませんわ！」

「人の話を聞け――ッ！」

　僕が叫ぶのとほぼ同時に、リトル・レッドフードが無言で両りよう脇わきのホルスターから二丁のベレッタを抜いた。そしてやはり無言のまま、両手の銃口を乙おと姫ひめに向け、発砲した。

「……はっ、殺気!?」

　スラスターをふかしてトンボを切り、乙姫は銃弾をかわす。

「何をなさいますの!?」

「こっちのセリフだッ！　っつーか、問答無用！　天てん誅ちゆうぅッ！」

　リトル・レッドフードは立て続けに引き金を引いた。乙姫はその銃弾を右に左にと高速で移動して華か麗れいに回避する。

「いや、こら、レッドフードッ！　いきなり発砲って……」

「うっさい」

　にべもないし。

「えーいっ！」

　と、乙姫が避けて移動した地点に、ピンク色の髪の毛が巻きついた、壊れたマッサージチェアが叩たたきつけられた。乙姫はそれを後方に飛んで避けるが、すぐにマッサージチェアは持ち上がって、ぐるぐると空中で勢いを補充し始める。

　ええっ、ラプンツェルまで……？

　しかも、ラプンツェルがマッサージチェアを振り回している間、隙すきを埋めるようにリトル・レッドフードが二丁拳けん銃じゆうを乱射してカバーに回っている。で、マッサージチェアが振り下ろされた瞬間にレッドフードは空になった弾倉を落とし、マガジンベルトから予備弾倉を引き抜いて、手早く装そう填てんを完了させた。

　……何だこのコンビネーション。

「いったい何ですのっ!?」

　言いながら、乙おと姫ひめも左腕のパーツを開いた。

「こ、こらっ、乙姫！　いくら何でもグレネードは……ッ」

「ホホホ、ご安心あそばせ。グレネードはオートピストル相当の銃器に換装してありますわ。もちろん、銃弾もゴムスタン弾です！」

　確かに左腕パーツからは銃口が覗のぞいているが。

「だったら撃ってもいいなどという理屈があるかッ！　レッドフード！　ラプンツェルも、何をやっているんだッ！」

　しかし、誰だれも僕の言うことを聞いてくれない。

　乙姫の左腕パーツが火を噴いた。が、ラプンツェルは射線にマッサージチェアを持ってきた。ゴムスタン弾がマッサージチェアに当たってバスバスッと音を立てる。その間に、リトル・レッドフードも威い嚇かく射撃をしながら死角に回り込もうと走っている。

「……放ほうっておきなよ、リンドヴルム」

　いかにも興味なさげな表情で、六号が空き缶を拾いながら言った。

「そうそう。飽きるか疲れるかしたら終わるだろうし」

「アレみたいなもんだ。ほら、拳こぶしで語り合うってヤツ」

「青春だねえ」

「いや、しかし」

「まあ、いい訓練になるんじゃないですかね」

　一〇号までがそんなことを言う。

「……この期に及んでまでご迷惑をおかけして、申し訳ありません」

　心底すまなそうな口調で、半魚人の一人が言った。

「いや、今回に関しては先に仕掛けたのはうちの隊長ですし」

　一〇号も苦笑して答える。

「お互い苦労しますな」

「いや、まったく」

　やれやれ。

　僕は頭を……角のあたりをポリポリと掻かいて、大きく溜ため息をついた。



　　　＊



　翌日。

　登校してきた龍りゆう造ぞう寺じさんは、さすがに少し疲れているようだった。

「大変だったね。会見とか」

　そう声をかけると、龍りゆう造ぞう寺じさんはいつものように髪を跳ね上げて、

「あのくらい、何でもありませんわ」

　うーん、意地が張れるなら大丈夫だとは思うけど。

「それよりも委員長。一つ、教えて頂けませんこと？」

　ややためらいがちに、龍造寺さんは高たか槻つきさんに言った。

「ん？　私がか？」

「いえ、教えてさえ頂ければ委員長でなくとも結構ですけど……」

「で、何が訊ききたいわけ？」

　と、ありす。近くの机の上に座って脚をぶらぶらさせている。……行儀が悪いなあ。

「それは……その、友達って何ですの？」

「はあ？　こりゃまた、朝から深遠な質問が来たな」

　高槻さんが困った顔で腕を組んだ。

「友達の定義、かあ」

　ありすも答えに詰まって首を捻ひねっている。

「あの、わたくし、思うんですけど」

　千ち紗さは自信に満ちた表情で僕らの顔を見回して、

「そんなの、きっと考えなくてもいいんです。理由も何も必要ないですよ。きっと、友達は、友達だから友達なんです」

「……いや、千紗ポン、言ってることメチャクチャだから」

「しかしまあ、言わんとすることはわかるがな」

　ありすと高槻さんが顔を見合わせて苦笑する。

「しかし、ヤト。どうしてまたそんなことを訊くんだ？」

　高槻さんの問いに、龍造寺さんは少しうつむいて、

「わたくしの好きな方が言ってましたの。友人の危機は救うもの、友人が困っているなら手を差し伸べるもの、それは当たり前のことだ、と。その方は、ためらいもせずに友人のためと言って体を張っていらっしゃいましたわ。自らの危険も顧みないで……」

　ん？　それってもしかして……リンドヴルムのこと？

「それはまた、ずいぶんキザというか、暑苦しいヤツだな。まあ、行動が伴っているなら立派だとは思うが」

　……悪かったですね、暑苦しくて。

「でも、わたくしには無理ですわ。いくら考えてみても、わたくしにはそんなことできそうにありませんもの……。わたくしには、誰だれかと友達になる資格なんてないのかも……」

　どうしてそう極端に走るかな。高槻さんもありすも千紗も困り果てているし。

「いや、あのさ。たぶん、その人も考えて行動してるわけじゃないと思うよ？」

　見かねて、言った。

「きっと、そういう局面になると勝手に体が動いちゃうんじゃないかな。友達なんてそんな堅苦しいものじゃなくてさ……。おそらく、親しくしてるうちに自然と相手を思いやるようになる、ってことをその人は言いたかったんだよ」

「そう！　そうに違いない！　赤あか尾お、いいこと言った！」

「そうなのかしら」

　それでも、なお龍りゆう造ぞう寺じさんはうつむいたままだ。

「少なくとも僕は、一緒にオトギーランドに遊びに行ったり、一緒に勉強会やったりしたら、もう充分友達だと思うけどね」

「……そうですの？」

「私たちはとっくにそのつもりだ。言っただろう？　この面々はお人ひと好よしの集団だと」

「……本当ですわね。少し度が過ぎるのではなくて？」

　龍造寺さんはぷいっと顔を背けてしまったけれど、これは十中八九照れ隠しだろう。やれやれ。まったく、世話が焼ける……。

　その龍造寺さんの顔を覗のぞき込んで千ち紗さは、

「……あれ？　ヤトさん、泣いてるんですか？　目が潤んで……」



    

  
    
      



    

  
    
      　うわあ、そこはそっとしておいてあげればいいのに！　こういうときの千ち紗さには悪意やイタズラ心がない分、余計にタチが悪い。

「なっ、何を言ってますの!?　こ、これは、昨夜あまり寝ていなかったからあくびが出ただけですわ！」

　うーん、言い訳としてはちょっと苦しいかな。

「それよりも、だ」

　高たか槻つきさんは強引に龍りゆう造ぞう寺じさんの肩を組んで、

「私としては、さっきヤトが言っていた『好きな方』というのが気になる！　さあ、誰だれのことか白状するんだ！」

「そ、その質問は下世話すぎますわよ！」

「下世話で結構。ヤト、私たちは友達だろう。友達には、恋の悩みは打ち明けるものだ。もちろん、可能な限り協力を約束するぞ！」

「う……」

「大丈夫だ。人を好きになることは恥ずかしいことじゃないぞ？　さあ、勇気を出して！」

「……仕方ありませんわね」

　あ。あっさり折れた。

「わたくしが好きな方は、もちろんリンドヴルム様ですわ！」

　そして、堂々と宣言した。

「はあ？　何だ、そのオチは。ヤト、それはちょっといただけない」

「なぜですの？　わたくしは本気ですのに！」

　……。なんだろう、いいのか、これで。

「っていうかさあ」

　ありすも呆あきれ顔で呟つぶやいた。

「あの人、自分の正体隠す気あんのかしら」

「さあ……。でもまあ、僕らの素性を知らなければ、こんなもんじゃないかな」

「何にしても、あの、困った人ですよね……」

　ギャーギャー騒ぐ二人から離れて、こっちに戻ってきた千紗が言った。

　それについてはまったく同感だけど。

　考えてみれば、昨日は河か川せん敷じきでもまったく悪びれた様子も反省した様子もなかったのだから、気を遣ってフォローする必要もなかったかもしれない。

「わたくしは、絶対にリンドヴルム様のハートを射止めてみせますわ！」

　聞こえてきた高らかな宣言に、僕たちは一度引きつった顔を見合わせ、がっくりとうなだれたのだった。



    

  
    
      


あとがき





　まず、お断りしておきます。この物語はフィクションです。誰だれが何と言ったってフィクションなんです。仮に何かと類似していたとしても、実在の団体・個人とは力いっぱい関係ありませんのでご了承下さい。あと、ゴムスタン弾でもヘビー級のプロボクサーに殴られたくらいの威力はあるそうなので、無む闇やみに人に向けて撃つこともやめた方がいいと思います。ってか、そもそも銃器の所持自体が違法ですが。

　ま、それはともかく。どうも、おかざきです。

　はばかりながらデビューさせて頂きまして、色々な方から感想を頂いたりもしたわけですが、こんな面白いことを仰おつしやった方がおられました。

「僕が千ち紗さ派かありす派かというと、司書の津つ島しま先生派です。タバコを吸うカッコいい女性って素敵じゃないですか！」

　言わんとすることはわからなくはないのですが、何から突っ込めばいいのか……。

「ちゅ、ってしたときにほのかにタバコの香りがするわけですよ！　是非恋のさや当てにあの先生を参戦させて、そういうシーンを書いて下さい！」

　無理です。しかしその熱意を無下にするのもためらわれたので、

「では、会話とかに使いましょうか。ほら、よくある『どの先生がタイプか』みたいな男子生徒同士のお喋しやべりで――」

「まじっすか！」

「あ、でも、よく考えてみたら、あのクラスにいる名前のある男子生徒のキャラは竜りゆう太ただけでした」

「がーん！」

　私は今さらながら、男子キャラの不在に『がーん！』でしたが。でもなー、先輩の作家さんも「特に必然性がないなら女の子の方がいいです。花があるし」って言ってたしなあ。

　さて、なんだかとっちらかったままですが、与よ太た話ばなしはここまで。以下、謝辞でーす。

　前巻から引き続き、美び麗れいなイラストを描いて下さった高たか階しな＠聖人まさと先生、くだらない相談に親身になって乗って下さった森もり田た季き節せつ先生、二に階かい堂どう紘ひろ嗣し先生、他社でお書きのＫ先生、ゲーム仲間のＯさん、友人のみんな、あとご自身のホームページで取り上げて下さったＮ先生、散々ご迷惑をおかけしてしまった担当のＳさん、編集部の皆様、それにこの本に関かかわって下さったすべての方々、ありがとうございました！

　もちろん、ここまでおつきあい下さいましたあなた様にも、全身全霊、最大級のありがとうございましたを捧げます。

おかざき登のぼる
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